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1 

『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
〇
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
） 

三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』
一
考
察

仲
三
枝
子*

［
論
文
要
旨
］ 

本
稿
は
、
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』
に
つ
い
て
、
制
作
者
の
作
成
意
図
を
考
察
し
つ
つ
、
全
容
の
解
明
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。 

三
代
目
歌
川
豊
国
は
役
者
絵
の
黄
金
期
を
築
き
あ
げ
、
質
・
量
と
も
に
そ
の
最
頂
点
に
位
置
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
画
師
で
あ
る
。
し
か
し
、
飯
島
虚

心
を
は
じ
め
と
す
る
三
代
目
豊
国
の
先
学
の
研
究
は
あ
る
が
、
未
開
拓
の
作
品
も
多
く
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。『
俳
家
書
画
狂
題
』
は

三
十
六
図
あ
り
、
そ
の
構
図
は
「
俳
家
書
画
狂
題
」
と
書
か
れ
た
画
題
に
、
役
者
絵
と
と
も
に
発
句
と
俳
家
名
が
書
か
れ
た
短
冊
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
の
対
象
と
な
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
、
書
誌
情
報
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
未
研
究
の
状
態
と
い
え
る
。

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
も
の
は
、
書
誌
情
報
と
と
も
に
一
部
役
者
名
と
そ
の
役
者
が
演
じ
た
外
題
、
配
役
名
の
解
明
が
あ
る
。
ま

た
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
も
の
は
、
書
誌
情
報
に
加
え
、
二
図
に
つ
い
て
は
時
代
背
景
と
し
て
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
役
者
絵
出
版
の
制
約
の
な
か
、

「
句
兄
弟
」「
絵
兄
弟
」
か
ら
派
生
し
た
趣
向
で
あ
る
と
の
考
察
が
あ
る
。
以
上
の
先
行
研
究
か
ら
鑑
み
る
と
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
研
究
は
、
一
枚
の
役

者
絵
図
に
、
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
な
ぜ
そ
の
発
句
と
俳
家
が
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
考
察
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
像
は
曖
昧
模
糊
と
な
っ
て

い
る
。
本
稿
は
、
天
保
の
改
革
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
、「
句
兄
弟
」「
絵
兄
弟
」
の
表
現
様
式
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
考
察
を
踏
ま
え
、
役
者
絵
と
、
短
冊

に
記
さ
れ
た
発
句
と
俳
家
名
に
よ
り
、
絵
図
に
描
か
れ
た
役
者
が
演
じ
た
外
題
と
配
役
名
を
、
鑑
賞
者
が
推
量
す
る
謎
解
き
の
趣
向
に
も
な
っ
て
い
る
と
い

う
視
点
を
提
示
し
、
具
体
例
六
図
を
挙
げ
て
、
隠
さ
れ
た
趣
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
作
品
の
作
成
意
図
が
一
層
明
確
と
な
っ
て
全
容
の
解

明
が
進
み
、
当
時
の
制
作
者
や
読
者
の
、
俳
諧
や
歌
舞
伎
、
役
者
絵
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
や
受
容
水
準
の
高
さ
、
旺
盛
な
諧
謔
精
神
を
改
め
て
示
し
、
同

時
に
俳
諧
・
歌
舞
伎
・
役
者
絵
と
い
う
三
つ
の
文
芸
圏
が
、
想
像
以
上
に
活
発
に
交
流
し
て
い
た
と
い
う
時
代
様
相
を
、
新
た
に
描
出
で
き
た
と
考
え
る
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
俳
家
書
画
狂
題
、
三
代
目
歌
川
豊
国
、
役
者
絵

*

な
か
・
み
え
こ
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
、
日
本
ア
ジ
ア
文
化
専
攻
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はは
じじ
めめ
にに  

 
本
稿
は
、
三
代
目
歌
川
豊
国
１

画
『
俳
家
書
画
狂
題
』
（
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
）
に
つ
い
て
、
制
作
者
（
一
人
か
複
数
か
は
不
明
）
の
作
成
意
図
を

考
察
し
つ
つ
、
全
容
の
解
明
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
、
江
戸
中
期
に
活
躍
し
た
女
流
俳
人
加
賀
千
代
女
２

を
研
究
し
て

お
り
、
千
代
女
を
描
い
て
い
る
錦
絵
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
三

代
目
中
村
歌
右
衛
門
３

演
ず
る
と
こ
ろ
の
、
配
役
名
不
詳
の
役
者
絵
に
、
千

代
女
の
発
句
を
書
い
た
短
冊
が
添
え
ら
れ
た
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家

書
画
狂
題
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
が
目
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
発
句

が
千
代
女
の
句
風
と
は
違
和
感
が
あ
っ
た
の
で
検
証
し
た
の
だ
が
、
や
は

り
千
代
女
の
作
で
は
な
く
、『
猿
蓑
』
４

に
入
集
さ
れ
て
い
る
渓
石
５

の
作
品

で
あ
っ
た
。 

 

他
に
も
原
作
句
者
が
異
な
る
、
発
句
と
俳
家
名
を
書
い
た
短
冊
が
添
え

ら
れ
た
役
者
絵
の
組
合
せ
を
い
く
つ
か
発
見
し
、
一
体
こ
の
発
句
と
俳
家
、

そ
し
て
役
者
絵
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
ど
の
よ
う
な
趣

向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
好
奇
心
を
覚
え
、
探
求
考
察
し
た
。 

 
 

本
稿
は
、
一
章
で
先
行
研
究
の
紹
介
と
と
も
に
問
題
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
。
二
章
は
描
か
れ
た
時
代
背
景
と
し
て
天
保
の
改
革
の
制
約
と
、

「
句
兄
弟
」
６
「
絵
兄
弟
」
７

の
表
現
様
式
の
派
生
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
。 

 
 

三
章
で
は
筆
者
が
考
察
し
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』

を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
考
察
例
六
図
（
そ
の
中
の
二
図
は
俳
家
名

と
原
作
句
者
名
が
異
な
る
）
を
挙
げ
、
役
者
絵
・
俳
家
・
発
句
の
三
者
が
共

通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
求
し
、
隠
さ
れ
て
い
る
趣
向
で
あ
る
役
者
絵
に

描
か
れ
た
役
者
が
演
じ
た
外
題
と
配
役
名
を
解
明
す
る
と
い
う
、
新
た
な

視
点
を
提
示
す
る
。
む
す
び
で
本
作
の
制
作
意
図
、
及
び
作
品
の
意
義
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
尚
、
絵
図
の
番
号
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
俳

家
書
画
狂
題
』
の
掲
載
順
に
、
筆
者
が
便
宜
的
に
付
番
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

一一
、、
問問
題題
のの
所所
在在  

 

三
代
目
歌
川
豊
国
は
、
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
か
ら
そ
の
死
の
元
治
元

（
一
八
六
四
）
年
ま
で
、
六
十
年
弱
の
間
活
躍
し
た
が
、
特
に
役
者
絵
に

お
い
て
は
、
勝
川
春
章
８

、
初
代
歌
川
豊
国
９

の
後
を
承
け
て
、
役
者
絵

の
黄
金
期
を
築
き
あ
げ
、
質
・
量
と
も
に
そ
の
最
頂
点
に
位
置
し
た
と

評
価
さ
れ
て
い
る
画
師
で
あ
る
１
０

。
歌
川
風
の
役
者
絵
の
創
始
者
は
初

代
豊
国
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
三
代
目
豊
国(

以
下
豊
国
と
す
る)

と
言

っ
て
い
い
程
、
彼
の
役
者
絵
は
独
自
な
風
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
１
１

。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
東
洲
斎
写
楽
１
２

の
役
者
絵
に
比
し
て
、

豊
国
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ず
、
役
者
絵
そ
の
も
の
の
研
究

も
ま
だ
ま
だ
不
完
全
な
状
態
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
１
３

。
飯
島
虚
心
を
は

じ
め
と
す
る
先
学
の
研
究
は
あ
る
が
、
未
開
拓
の
作
品
も
多
く
残
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。『
俳
家
書
画
狂
題
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。 

『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
、
絵
図
全
体
の
二
分
の
一
弱
程
の
大
き
さ
を

占
め
る
「
俳
家
書
画
狂
題
」
と
書
か
れ
た
画
題
と
、
豊
国
が
描
い
た
役

者
絵
、
そ
し
て
発
句
と
俳
家
名
が
記
さ
れ
た
短
冊
が
、
画
面
の
右
或
い

は
左
端
に
添
う
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
役
者
絵
と
発
句
・
俳
家
名
の
組

み
合
わ
せ
は
三
十
六
図
あ
る
１
４

。 
本
稿
の
対
象
と
な
る
❶
国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
国
会
図
書
館
と
す

る
）
所
蔵
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
三
十
四
図
・
三
十
五
枚
１
５

は
、
書
誌
情

報
の
み
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
未
研
究
の
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
❷
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
（
以
下
演
博
と
す
る
）
所
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蔵
の
三
十
六
図
・
一
〇
三
枚
１
６

は
、
書
誌
情
報
と
共
に
一
部
で
は
あ
る
が
、

役
者
名
と
そ
の
役
者
が
演
じ
た
外
題
、
配
役
名
の
解
明
が
あ
る
。
ま
た
❸

国
文
学
研
究
資
料
館
（
以
下
国
文
研
と
す
る
）
所
蔵
の
九
図
・
九
枚
１
７

は
、

書
誌
情
報
の
み
な
ら
ず
、
稲
葉
有
祐
・
岩
切
友
里
子
氏
が
、
描
か
れ
た
背
景

と
し
て
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
役
者
絵
出
版
の
制
約
と
共
に
、
「
句
兄
弟
」

「
絵
兄
弟
」
が
広
く
普
及
し
て
い
た
当
時
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
趣
向
で

あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
１
８

（
稲
葉
・
岩
切
氏
は
五
代
目

澤
村
宗
十
郎
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
）
と
坂
東
志
う
か
の
二
図
に
つ
い
て
の

考
察
を
行
っ
て
い
る
１
９

。 

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
鑑
み
る
と
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
一
枚
の
役
者
絵
図
に
、
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
な
ぜ
そ
の
発
句
と
俳

家
が
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
考
察
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
像

は
曖
昧
模
糊
と
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

本
稿
は
、
稲
葉
・
岩
切
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
天
保
の
改
革
の
役
者
絵
取

締
り
の
制
約
の
な
か
で
、「
句
兄
弟
」「
絵
兄
弟
」
の
影
響
も
受
け
た
表
現
様

式
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
察
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
短
冊
に
記
さ
れ
た

発
句
と
俳
家
名
に
よ
り
、
絵
図
に
描
か
れ
た
役
者
が
演
じ
た
外
題
と
配
役

名
を
、
鑑
賞
者
が
推
量
す
る
と
い
う
謎
解
き
の
趣
向
に
も
な
っ
て
い
る
と

い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
し
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
隠
さ
れ
た
趣
向

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
作
成
意
図
が
一
層
明
確
と
な
っ
て

全
容
の
解
明
が
進
み
、
ま
た
当
時
の
制
作
者
や
読
者
の
、
俳
諧
や
歌
舞
伎
、

役
者
絵
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
や
受
容
水
準
の
高
さ
、
旺
盛
な
諧
謔
精
神

を
、
改
め
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。 

 二
、
描
か
れ
た
時
代
背
景 

 

（
一
） 

天
保
の
改
革
の
制
約 

 

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
五
月
、
天
保
の
改
革
２
０

が
老
中
水
野
忠
邦

２
１

に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
。 

岩
田
秀
行
氏
は
、 

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
六
月
、
一
枚
絵
に
歌
舞
伎
役
者
を
描

く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
合
巻
の
役
者
似
顔
絵
も
禁
止
さ
れ
る
。

弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
二
月
、
水
野
忠
邦
の
罷
免
後
、
徐
々
に
役
者

似
顔
絵
風
の
絵
が
復
活
し
て
く
る
が
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の

錦
升
堂
板
大
首
絵
ま
で
画
中
に
役
者
名
は
記
さ
れ
な
い
。
改
革
の
余

波
は
、
水
野
忠
邦
失
脚
後
、
十
五
年
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
期
に
、
豊
国

が
制
作
し
た
様
々
な
見
立
絵
は
、
こ
う
し
た
改
革
に
よ
る
役
者
絵
の

制
約
が
生
ん
だ
趣
向
と
も
考
え
ら
れ
る
２
２

と
述
べ
る
。 

こ
の
天
保
の
改
革
の
規
制
の
な
か
、 

ま
ず
『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
出
版
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
稲
葉
有
祐

氏
と
岩
切
友
里
子
氏
は
、
描
か
れ
た
役
者
の
ほ
と
ん
ど
が
上
演
さ
れ
た
芝

居
か
ら
取
材
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
改
印
、
版
元
の
出
版
期
間
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
の
頃
と
考
証
さ
れ
て
い
る
２
３

。 

だ
が
、
こ
れ
は
国
文
研
所
蔵
の
も
の
九
図
・
九
枚
に
限
ら
れ
る
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、
三
館
所
蔵
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
に
は
、
左
記
の
よ
う
な

差
異
が
あ
る
。 

 
 

所
蔵
館
（
図
版
数
・
摺
絵
枚
数
） 

 
 
 
 
 

役
者
名 

出
版
時
期 

❶ 

国
会
図
書
館(

三
十
四
図
・
三
十
五
枚
） 

 
 
 

有 
 
 

 

未
詳 

➋ 

演
博(

三
十
六
図
・
百
三
枚
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無 
 

 
 

未
詳 

➌ 

国
文
研(

九
図
・
九
枚
） 

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 

有  
 
 

嘉
永
元
年 

↑

（
別
刷
り
で
貼
付
） 

右
記
を
み
る
と
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
は
、
三
十
四
図
・
三
十
五
枚
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蔵
の
三
十
六
図
・
一
〇
三
枚
１
６

は
、
書
誌
情
報
と
共
に
一
部
で
は
あ
る
が
、

役
者
名
と
そ
の
役
者
が
演
じ
た
外
題
、
配
役
名
の
解
明
が
あ
る
。
ま
た
❸

国
文
学
研
究
資
料
館
（
以
下
国
文
研
と
す
る
）
所
蔵
の
九
図
・
九
枚
１
７

は
、

書
誌
情
報
の
み
な
ら
ず
、
稲
葉
有
祐
・
岩
切
友
里
子
氏
が
、
描
か
れ
た
背
景

と
し
て
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
役
者
絵
出
版
の
制
約
と
共
に
、
「
句
兄
弟
」

「
絵
兄
弟
」
が
広
く
普
及
し
て
い
た
当
時
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
趣
向
で

あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
１
８

（
稲
葉
・
岩
切
氏
は
五
代
目

澤
村
宗
十
郎
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
）
と
坂
東
志
う
か
の
二
図
に
つ
い
て
の

考
察
を
行
っ
て
い
る
１
９

。 

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
鑑
み
る
と
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
一
枚
の
役
者
絵
図
に
、
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
な
ぜ
そ
の
発
句
と
俳

家
が
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
考
察
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
像

は
曖
昧
模
糊
と
し
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

本
稿
は
、
稲
葉
・
岩
切
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
天
保
の
改
革
の
役
者
絵
取

締
り
の
制
約
の
な
か
で
、「
句
兄
弟
」「
絵
兄
弟
」
の
影
響
も
受
け
た
表
現
様

式
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
察
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
短
冊
に
記
さ
れ
た

発
句
と
俳
家
名
に
よ
り
、
絵
図
に
描
か
れ
た
役
者
が
演
じ
た
外
題
と
配
役

名
を
、
鑑
賞
者
が
推
量
す
る
と
い
う
謎
解
き
の
趣
向
に
も
な
っ
て
い
る
と

い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
し
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
隠
さ
れ
た
趣
向

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
作
成
意
図
が
一
層
明
確
と
な
っ
て

全
容
の
解
明
が
進
み
、
ま
た
当
時
の
制
作
者
や
読
者
の
、
俳
諧
や
歌
舞
伎
、

役
者
絵
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
や
受
容
水
準
の
高
さ
、
旺
盛
な
諧
謔
精
神

を
、
改
め
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。 

 二
、
描
か
れ
た
時
代
背
景 

 

（
一
） 

天
保
の
改
革
の
制
約 

 

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
五
月
、
天
保
の
改
革
２
０

が
老
中
水
野
忠
邦

２
１

に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
。 

岩
田
秀
行
氏
は
、 

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
六
月
、
一
枚
絵
に
歌
舞
伎
役
者
を
描

く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
合
巻
の
役
者
似
顔
絵
も
禁
止
さ
れ
る
。

弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
二
月
、
水
野
忠
邦
の
罷
免
後
、
徐
々
に
役
者

似
顔
絵
風
の
絵
が
復
活
し
て
く
る
が
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の

錦
升
堂
板
大
首
絵
ま
で
画
中
に
役
者
名
は
記
さ
れ
な
い
。
改
革
の
余

波
は
、
水
野
忠
邦
失
脚
後
、
十
五
年
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
期
に
、
豊
国

が
制
作
し
た
様
々
な
見
立
絵
は
、
こ
う
し
た
改
革
に
よ
る
役
者
絵
の

制
約
が
生
ん
だ
趣
向
と
も
考
え
ら
れ
る
２
２

と
述
べ
る
。 

こ
の
天
保
の
改
革
の
規
制
の
な
か
、 

ま
ず
『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
出
版
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
稲
葉
有
祐

氏
と
岩
切
友
里
子
氏
は
、
描
か
れ
た
役
者
の
ほ
と
ん
ど
が
上
演
さ
れ
た
芝

居
か
ら
取
材
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
改
印
、
版
元
の
出
版
期
間
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
の
頃
と
考
証
さ
れ
て
い
る
２
３

。 

だ
が
、
こ
れ
は
国
文
研
所
蔵
の
も
の
九
図
・
九
枚
に
限
ら
れ
る
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、
三
館
所
蔵
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
に
は
、
左
記
の
よ
う
な

差
異
が
あ
る
。 

 
 

所
蔵
館
（
図
版
数
・
摺
絵
枚
数
） 

 
 
 
 
 

役
者
名 

出
版
時
期 

❶ 

国
会
図
書
館(

三
十
四
図
・
三
十
五
枚
） 

 
 
 

有 
 
 

 

未
詳 

➋ 

演
博(

三
十
六
図
・
百
三
枚
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無 
 

 
 

未
詳 

➌ 
国
文
研(

九
図
・
九
枚
） 

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 

有  
 
 

嘉
永
元
年 

↑

（
別
刷
り
で
貼
付
） 

右
記
を
み
る
と
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
は
、
三
十
四
図
・
三
十
五
枚



250

 

4 
 

全
て
に
役
者
名
が
摺
り
込
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
十
一
図
・
十
一
枚
に
配

役
名
も
摺
ら
れ
て
い
る
２
４

。
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
国
会
図
書
館
所
蔵

の
も
の
は
、
天
保
の
改
革
前
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
２
５

。 
 

三
館
の
中
で
は
、 

❶
国
会
図
名
書
館
所
蔵
の
三
十
四
図
・
三
十
五
枚
が
、
よ
り
初
期
の
版
木

で
摺
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
次
に
役
者
名
と
配
役
名

を
削
っ
た
（
役
者
名
と
配
役
名
が
摺
ら
れ
て
い
な
い
）
❷
演
博
所
蔵
の
も

の
が
作
成
さ
れ
、
最
後
に
役
者
名
と
配
役
名
が
摺
ら
れ
て
い
な
い
絵
図
に
、

別
刷
り
で
役
者
名
の
み
を
摺
っ
た
短
冊
を
画
題
の
中
に
添
付
し
た
❸
国
文

研
所
蔵
の
も
の
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

故
に
、
三
館
の
作
品
の
役
者
絵
の
部
分
は
、
同
じ
版
木
を
使
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
も
含
め
三
館
を
照
ら
す
と
、

そ
の
版
木
は
天
保
の
改
革
前
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
描
か
れ
た
役

者
が
上
演
し
た
時
期
も
改
革
前
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

つ
ま
り
、
国
文
研
所
蔵
の
二
図
に
つ
い
て
、
稲
葉
・
岩
切
氏
が
考
察
し
た

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
十
一
月
江
戸
河
原
崎
座
で
菅
丞
相
を
演
じ
た
「
五

代
目
澤
村
宗
十
郎
」
と
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
十
一
月
江
戸
市
村
座
で

『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
で
「
三
日
月
お
せ
ん
」
を
演
じ
た
「
坂
東
し
う
か
」

を
描
い
た
と
す
る
説
は
、
矛
盾
し
て
く
る
。 

 

現
存
す
る
三
館
以
外
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
、『
俳
家
書
画
狂

題
』
全
体
の
出
版
時
期
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
本
稿
は
問
題
提
議
に
留
め
、

後
考
を
待
つ
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
役
者
名
が
摺
り
込
ま
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
役
者

名
と
配
役
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
版
木
の
部
分
が
削
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
❷ 

演
博
や
❸
国
文
研
の
作
品
は
、
天
保
の
改
革
に
よ
る
役
者
絵
の
制
約
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
推
察
で
き
る
。 

現
存
す
る
『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
多
く
が
、
天
保
の
改
革
の
制
約
か
ら
の

趣
向
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
制
作
者
の
意
図
が
考
察
で
き
る
。 

🅰🅰 

あ
く
ま
で
も
俳
家
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
書
画
で
あ
り
、
単
な
る

一
枚
絵
の
役
者
絵
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
た

画
題
が
強
調
し
て
い
る
。
し
か
も
作
句
者
と
な
っ
て
い
る
俳
家
は
蕉
門
が

多
く
、
全
員
故
人
と
な
っ
て
い
て
、
改
革
の
攻
撃
の
対
象
に
な
り
得
な
い
。 

🅱🅱 

「
梓
元
乃
応
需
豊
国
画
」
と
い
う
落
款
に
よ
り
、
出
版
者
の
求
め
に

応
じ
て
豊
国
が
描
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
豊
国
に
も
直
接
幕
府
か
ら
累
が

及
ば
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。 

🅰🅰
と
🅱🅱
の
ガ
ー
ド
の
も
と
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
役
者
名
（
先
述
し
た 

よ
う
に
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
は
、
三
十
四
図
・
三
十
五
枚
全
て
に
役

者
名
と
、
十
一
図
・
十
一
枚
に
配
役
名
も
摺
ら
れ
て
い
る
が
）
と
外
題
・
配

役
名
を
、
描
か
れ
た
役
者
と
と
も
に
、
添
え
ら
れ
て
い
る
短
冊
に
書
か
れ

た
発
句
と
俳
家
か
ら
解
明
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
狙
い
と
し
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
、
改
革
の
規
制
の
な
か
役
者
絵
を
な
ん
と
か
し
て
買
わ

せ
る
た
め
の
、
商
魂
逞
し
い
制
作
者
側
の
策
で
あ
り
、
読
者
も
楽
し
ん
だ

趣
向
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

（
二
）「
句
兄
弟
」「
絵
兄
弟
」
の
派
生 

 

同
じ
く
描
か
れ
た
時
代
背
景
と
し
て
、
稲
葉
・
岩
切
氏
が
述
べ
る
よ
う

に
、
当
時
普
及
し
て
い
た
「
句
兄
弟
」「
絵
兄
弟
」
の
表
現
様
式
が
派
生
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
発
句
と
俳
家
と
絵
図
が
兄
弟
で
あ
る

こ
と
を
暗
示
す
る
画
題
の
「
狂
題
」
は
、「
兄
弟
」
を
捩
っ
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
発
句
と
そ
の
作
者
を
検
証
す
る
と
、
既
述
し
た
渓
石
の
句
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と
俳
家
と
し
て
の
千
代
女
の
如
く
、
句
と
俳
家
が
異
な
る
組
み
合
わ
せ
の

絵
図
も
あ
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
三
十
四
図
・
三

十
五
枚
の
う
ち
、
そ
れ
ら
を
考
察
し
た
結
果
、
未
詳
の
も
の
を
除
く
十
図
・

十
枚
は
、
発
句
と
句
を
作
っ
た
俳
家
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら

は
別
紙
「（
表
１
）「
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』（
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
）
発
句
と
俳
家
名
不
一
致
一
覧
表
（
Ｎ
Ｏ
１
１
～
Ｎ
Ｏ
１
３

は
未
詳
）」
に
ま
と
め
た
（
表
１
参
照
）。 

 

本
稿
で
は
、
一
致
し
て
い
な
い
組
合
せ
は
、
制
作
者
の
誤
り
な
の
か
意

図
的
で
あ
る
の
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
㉗
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
の
絵

図
に
、
発
句
は
渓
石
、
俳
家
は
千
代
女
の
組
合
せ
と
と
も
に
、
⑭
五
代
目
澤

村
長
十
郎
２
６

の
絵
図
に
、
発
句
は
土
芳
２
７

、
俳
家
は
乙
由
２
８

の
組
合
せ
に

つ
い
て
考
察
し
た 

 

考
察
し
た
㉗
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
と
⑭
五
代
目
澤
村
長
十
郎
の
二
図

に
つ
い
て
は
、
次
章
の
（
二
）
「
具
体
的
考
察
例
」
で
詳
述
す
る
。 

 
 三

、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
概
観
と
具
体
的
考
察
例 

 

（
一
）
国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
概
観 

 

国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
、
大
き
さ
縦
３
６×

横
２
４
・

７
㎝
の
一
帖
の
画
集
と
な
っ
て
お
り
、
表
紙
中
央
に
「
俳
家
書
画
狂
題 

全
」 

と
書
か
れ
た
題
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
一
丁
裏
か
ら
始
ま
り
、
十
八
丁
裏

ま
で
三
十
四
図
・
三
十
五
枚
の
大
判
錦
絵
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
三
十
五

枚
の
う
ち
、
二
枚
が
同
じ
図
で
あ
る
２
９

た
め
、
絵
図
は
三
十
四
図
と
な
る
。 

下
記
二
図
は
、
同
じ
絵
図
で
あ
る
が
、
⑤
図
は
「
坂
東
志
う
か
」
の
役
者

名
の
み
印
刷
。
㉝
図
は
「
坂
東
志
う
か
」
の
役
者
名
と
配
役
名
「
三
日
月
お

せ
ん
」
が
摺
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑤
図
「
坂
東
志
う
か
」（
役
者
名
の
み
） 

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

２
９ 

 
 

 

 

 

㉝
図
「
坂
東
志
う
か
」
と
「
三
日
月
お
せ
ん
」
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

２
９ 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
三
十
六
図
が
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
、
国
会
図
書

館
所
蔵
に
含
ま
れ
な
い
二
図
は
、
演
博
所
蔵
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
３
０

。 
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5 
 

と
俳
家
と
し
て
の
千
代
女
の
如
く
、
句
と
俳
家
が
異
な
る
組
み
合
わ
せ
の

絵
図
も
あ
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
三
十
四
図
・
三

十
五
枚
の
う
ち
、
そ
れ
ら
を
考
察
し
た
結
果
、
未
詳
の
も
の
を
除
く
十
図
・

十
枚
は
、
発
句
と
句
を
作
っ
た
俳
家
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら

は
別
紙
「（
表
１
）「
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』（
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
）
発
句
と
俳
家
名
不
一
致
一
覧
表
（
Ｎ
Ｏ
１
１
～
Ｎ
Ｏ
１
３

は
未
詳
）」
に
ま
と
め
た
（
表
１
参
照
）。 

 

本
稿
で
は
、
一
致
し
て
い
な
い
組
合
せ
は
、
制
作
者
の
誤
り
な
の
か
意

図
的
で
あ
る
の
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
㉗
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
の
絵

図
に
、
発
句
は
渓
石
、
俳
家
は
千
代
女
の
組
合
せ
と
と
も
に
、
⑭
五
代
目
澤

村
長
十
郎
２
６

の
絵
図
に
、
発
句
は
土
芳
２
７

、
俳
家
は
乙
由
２
８

の
組
合
せ
に

つ
い
て
考
察
し
た 

 

考
察
し
た
㉗
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
と
⑭
五
代
目
澤
村
長
十
郎
の
二
図

に
つ
い
て
は
、
次
章
の
（
二
）
「
具
体
的
考
察
例
」
で
詳
述
す
る
。 

 
 三

、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
概
観
と
具
体
的
考
察
例 

 

（
一
）
国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
概
観 

 

国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
、
大
き
さ
縦
３
６×

横
２
４
・

７
㎝
の
一
帖
の
画
集
と
な
っ
て
お
り
、
表
紙
中
央
に
「
俳
家
書
画
狂
題 
全
」 

と
書
か
れ
た
題
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
一
丁
裏
か
ら
始
ま
り
、
十
八
丁
裏

ま
で
三
十
四
図
・
三
十
五
枚
の
大
判
錦
絵
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
三
十
五

枚
の
う
ち
、
二
枚
が
同
じ
図
で
あ
る
２
９

た
め
、
絵
図
は
三
十
四
図
と
な
る
。 

下
記
二
図
は
、
同
じ
絵
図
で
あ
る
が
、
⑤
図
は
「
坂
東
志
う
か
」
の
役
者

名
の
み
印
刷
。
㉝
図
は
「
坂
東
志
う
か
」
の
役
者
名
と
配
役
名
「
三
日
月
お

せ
ん
」
が
摺
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑤
図
「
坂
東
志
う
か
」（
役
者
名
の
み
） 

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

２
９ 

 
 

 

 

 

㉝
図
「
坂
東
志
う
か
」
と
「
三
日
月
お
せ
ん
」
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

２
９ 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
三
十
六
図
が
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
、
国
会
図
書

館
所
蔵
に
含
ま
れ
な
い
二
図
は
、
演
博
所
蔵
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
３
０

。 
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資
料
№ 

０
０
６―

３
０
８
７ 

 
『
俳
家
書
画
狂
題
』・「
尾
上
多
美
蔵
カ

と
傘
下
」
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵 

３
０ 

 
 

 

資
料
№ 

０
０
６―

３
４
８
９ 

『
俳
家
書
画
狂
題
』・「
岩
井
粂
三
郎
と
句
空
」 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵 

３
０ 

 
 

役
者
絵
図
に
関
連
す
る
と
さ
れ
る
短
冊
に
記
さ
れ
て
い
る
発
句
と
俳
家

で
あ
る
が
、
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
俳
家
名
と
原
作
句
者
と
が
一
致
し

て
い
な
い
も
の
が
十
図
・
十
枚
あ
り
、
未
詳
の
も
の
が
三
図
・
三
枚
あ
っ

た
。 
(

表
１
参
照)

。 

ま
た
別
紙
「（
表
２
）
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』（
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
）
外
題
・
配
役
名
一
覧
表
」
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
三
十
四

図
・
三
十
五
枚
の
、「
役
者
名
」・「
配
役
名
が
摺
ら
れ
て
い
る
も
の
は
配
役

名
」
・
「
発
句
」
・
「
俳
家
名
」
・
「
所
収
句
集
」
・
「
解
明
で
き
た
外
題
と
配
役

名
」
を
記
載
し
、
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
表
２
参
照
）。 

以
上
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
概
観
で
あ
る
。
次
に
外

題
と
配
役
名
が
解
明
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
六
図
・
六
枚
に
つ
い
て
、
考
察

結
果
を
例
示
す
る
。 

 
 

 

（
二
） 

具
体
的
考
察
例 

 

※ 

既
述
の
如
く
、
絵
図
に
附
番
し
た
数
字
は
掲
載
の
順
番
で
、
筆
者

が
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。 

※ 

考
察
例
は
㉛
・
⑨
・
⑭
・
㉔
・
㉖
・
㉗
の
六
図
で
、
⑭
と
㉗
の
二
図

は
、
俳
家
名
と
原
作
句
者
名
が
異
な
る
。 

※ 

発
句
の
中
の
（
）
内
の
語
は
、
原
句
上
の
語
で
あ
る
。（
『
古
典
俳
文

学
大
系
』
集
英
社
、
第
一
巻
～
第
十
六
巻
参
照
） 

※ 

役
者
が
何
代
目
か
の
確
定
は
、
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年
、
第
一
巻
～
第
六
巻
、・
国
立
劇
場
調
査
養
成

部
芸
能
調
査
室
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵 

上
演
年
表―

近
世
の
部

―

』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
〇
二
年
・
同
『
義
経
千
本
桜 

上
演
年
表
』
一
九
九
一
年
を
参
照
、
検
証
し
、
役
者
が
外
題
に
お
い

て
、
そ
の
配
役
名
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 
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●
㉛
「
煤
は
き
や
諸
人
が
ま
ね
る
鎗
踊
り 

其
角
３
１

」 
   

 

 
 

 

二
代
目
市
川
團
十
郎
３
２

（
立
役
） 

  
 

 

『『
仮仮
名名
手手
本本
忠忠
臣臣
蔵蔵
』』
のの
大大
鷲鷲
文文
吾吾  

  

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

 

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
、
人
形
浄
瑠
璃
。
時
代
物
。
二
世
竹
田
出

雲
・
三
好
松
洛
・
並
木
千
柳
作
。
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
八
月
、
大

坂
・
竹
本
座
初
演
。
一
一
段
。
３
３ 

  

大
鷲
文
吾
こ
と
赤
穂
義
士
大
高
源
吾
忠
雄
は
、
湖
月
堂
子
葉
３
４

と
い
う

水
間
沾
徳
３
５

門
下
の
俳
人
で
も
あ
り
、
其
角
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。「
煤
は

き
や
諸
人
が
ま
ね
る
鎗
踊
り
」
は
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
十
一
月
市
村

座
で
、
歌
舞
伎
役
者
・
初
代
水
木
辰
之
助
が
『
四
季
御
所
桜
』
で
の
槍
踊
を
、

宝
井
其
角
が
詠
ん
だ
３
６

も
の
で
あ
る
。
一
方
、
両
国
橋
で
吉
良
邸
を
探
る

た
め
に
煤
払
竹
売
り
に
身
を
や
つ
し
て
い
た
源
吾
が
、
其
角
と
偶
然
出
会

い
、
句
を
取
り
交
わ
し
、
翌
日
の
討
入
り
を
仄
め
か
し
去
っ
て
い
く
と
い

う
巷
説
３
７

が
あ
る
。
つ
ま
り
其
角
発
句
中
の
「
煤
は
き
」
と
、
こ
の
巷
説

中
の
源
吾
の
「
煤
払
竹
売
り
」
が
繋
が
り
、
大
高
源
吾
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
。 

二
代
目
團
十
郎
は
、
大
高
源
吾
に
つ
い
て
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
五

月
十
日
の
日
記
に
、
桑
岡
貞
佐
３
８

か
ら
「
子
葉
（
大
高
源
吾
）
は
首
が
短

く
顔
に
疱
瘡
の
痕
が
あ
っ
た
」
３
９

と
、
他
の
俳
人
で
あ
っ
た
赤
穂
義
士
た

ち
の
話
と
と
も
に
記
し
て
お
り
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

『
歌
舞
伎
年
代
記
』
に
は
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
六
月
、
中
村
座
で

海
老
蔵
が
大
鷲
文
吾
の
役
に
て
、
大
高
源
吾
を
追
憶
し
荒
事
に
つ
と
め
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
４
０

。
海
老
蔵
と
は
二
代
目
團
十
郎
で
あ
る
。 

其
角
と
源
吾
が
句
を
取
り
交
わ
し
た
と
い
う
巷
説
と
、
中
村
座
上
演
記

録
か
ら
、
絵
図
の
配
役
名
は
、
二
代
目
市
川
團
十
郎
が
演
じ
た
大
鷲
文
吾
、

す
な
わ
ち
大
高
源
吾
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。 

寛
延
二
年
六
月
中
村
座
上
演
の
お
り
、
二
代
目
團
十
郎
は
水
間
沾
徳
遺

品
の
、
大
高
源
吾
筆
「
山
を
さ
く
ち
か
ら
も
折
れ
て
松
の
雪
」
の
句
を
記
し

た
掛
物
を
所
蔵
す
る
４
１

縁
で
、
大
鷲
文
吾
を
演
じ
た
。 

同
じ
く
『
歌
舞
伎
年
代
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。 

 
 

 

し
か
る
に
今
年
。
新
浄
瑠
璃
の
其
中
に
、
子
葉
に
似
た
る
名
の
あ

ら
ば
、
我
が
役
に
せ
ん
と
思
ひ
し
所
、
無
に
よ
り
天
川
屋
義
平
を
つ

と
む
。
評
判
よ
く
跡
十
一
段
目
出
る
其
中
に
大
鷲
文
吾
と
い
ふ
あ
り
。

大
高
源
吾
是
に
こ
そ
と
そ
の
貌
ひ
し
皮
と
い
ふ
鬘
に
、
一
本
隈
と
て

眼
の
ふ
ち
よ
り
頬
一
つ
ぱ
い
に
。
紅
の
隈
取
に
し
て
、
大
槌
を
か
つ

ぎ
て
の
出
。
其
時
右
の
か
け
物
（
所
蔵
し
て
い
た
大
高
源
吾
直
筆
の
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ち
よ
り
頬
一
つ
ぱ
い
に
。
紅
の
隈
取
に
し
て
、
大
槌
を
か
つ

ぎ
て
の
出
。
其
時
右
の
か
け
物
（
所
蔵
し
て
い
た
大
高
源
吾
直
筆
の
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掛
物
筆
者
注

）
宿
に
掛
け
し
と
か
や
。
夫
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
忠
臣
蔵

十
一
段
目
の
此
役
。
市
川
代
々
是
を
勤
る
。
又
門
葉
も
勤
る
事
と
な 

れ
り
４
２

。 

絵
図
の
團
十
郎
が
着
て
い
る
衣
装
の
紋
で
あ
る
が
、
大
高
家
や
浅
野
家
、

或
い
は
大
石
家
の
家
紋
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
松
皮
菱
の
紋
に
、
葛
紋

を
重
ね
た
架
空
上
の
も
の
で
あ
る
よ
う
で
、
二
代
目
團
十
郎
が
被
っ
た
菱

皮
鬘
を
も
じ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

松
皮
菱
（
ま
つ
か
わ
び
し
）
と
葛
（
か
づ
ら
）
で
、
菱
皮
鬘
（
ひ
し
か
わ
か

つ
ら
）
と
語
呂
が
合
う
。
そ
し
て
、
短
冊
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
上
段
が

葛
の
つ
る
、
下
段
が
葛
の
花
で
あ
り
、
葉
も
葛
の
三
枚
葉
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
中
段
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
討
入
り
シ
ー
ン
に
お
い
て
、
源
吾
が

引
さ
げ
て
く
る
大
槌
４
３

で
、
打
撃
部
分
に
大
高
の
「
高
」
の
字
が
デ
フ
ォ

ル
メ
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。 

二
代
目
團
十
郎
が
演
じ
た
こ
の
と
き
以
来
、
菱
皮
鬘
に
一
本
隈
と
い
う

扮
装
で
荒
事
の
演
出
が
行
わ
れ
、
大
高
源
吾
は
勇
猛
の
士
と
し
て
の
性
格

に
強
調
点
が
お
か
れ
て
、
代
々
市
川
家
の
家
芸
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
演
出

は
い
つ
か
絶
え
て
し
ま
っ
た
４
４

。 

林
京
平
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 
 

 

大
鷲
文
吾
役
の
創
意
に
は
、『
助
六
』
を
は
じ
め
歌
舞
伎
十
八
番
の

大
半
を
創
演
し
た
二
代
目
團
十
郎
の
す
ぐ
れ
た
演
出
家
と
し
て
の
素

質
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
今
の
「
十
一
段
目
」
の

演
出
は
、
こ
の
江
戸
に
お
け
る
初
演
の
、
荒
事
的
要
素
の
挿
入
や
、
ま

た
全
く
本
文
に
そ
っ
た
演
出
と
は
異
質
の
も
の
と
な
り
、
写
実
的
で

視
覚
的
な
演
出
と
な
っ
て
い
る
４
５

。 

つ
ま
り
現
今
、
大
高
源
吾
役
は
登
場
し
な
い
。 

 

絵
図
の
二
代
目
団
十
郎
は
、『
歌
舞
伎
年
代
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

な
、
貌
ひ
し
皮
の
鬘
や
頬
い
っ
ぱ
い
の
紅
の
隈
取
が
な
く
、
荒
事
の
演
出

と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
。
二
代
目
團
十
郎
が
大
鷲
文
吾
を
演
じ
た
の
は
、

豊
国
が
誕
生
す
る
以
前
と
な
る
の
で
、
豊
国
は
二
代
目
の
舞
台
を
観
て
は

い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
七
代
目
４
６

か
八
代
目
團
十
郎
４
７

を
モ
デ
ル
と
し
て

取
材
し
、
描
い
た
の
で
は
な
い
か
。
七
代
目
は
絵
図
に
近
い
、
実
事
を
得
意

と
し
た
。
天
保
の
改
革
前
で
は
、
七
代
目
は
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
七
月
、

市
村
座
で
大
鷲
文
吾
４
８

を
、
八
代
目
は
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
九
月
に
、

同
じ
く
市
村
座
で
大
高
源
吾
４
９

を
演
じ
て
い
る
５
０

。 

し
か
し
豊
国
は
、
赤
穂
義
士
討
入
り
時
の
子
葉
の
一
点
の
曇
り
な
き
主

君
へ
の
思
い
を
、
創
作
し
た
で
あ
ろ
う
二
代
目
團
十
郎
が
清
廉
に
凛
々
し

く
演
じ
る
様
を
、
見
事
に
描
い
て
い
る
。 

 

●
⑨
「
寒
菊
は
雪
を
崩
し
て
咲
き
に
け
り 

乙
由
」 

 
 
 

 

 
 
 

初
代
澤
村
宗
十
良(

立
役)

 

  
  
  

『『
菅菅
丞丞
相相
錦錦
纜纜
』』
のの
菅菅
丞丞
相相  

  
  

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 
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●
⑭
「
寒
菊
や
し
つ
か
り
と
な
る
冬
坐
鋪 

乙
由
」 

 
 
 
 

 
 

 

五
代
目
澤
村
長
十
郎
（
五
代
目
澤
村
宗
十
郎
）
（
立
役
） 

  
 

 
  
  

『『
菅菅
原原
伝伝
授授
手手
習習
鑑鑑
』』
のの
宿宿
禰禰
太太
郎郎  

  
  

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 
 

 

 

『
菅
丞
相
錦
纜
』
は
、
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
八
月
、
中
村
座
で
上
演

さ
れ
た
５
１

。『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
先
行
作
『
天
神
記
』
５
２

か
ら
派
生
し

た
も
の
か
。 

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
は
、
人
形
浄
瑠
璃
。
時
代
物
。
五
段
。
竹
田
出
雲
・

並
木
千
柳
・
三
好
松
洛
・
竹
田
小
出
雲
合
作
。
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
八

月
大
坂
・
竹
本
座
初
演
５
３

。 

 
 

⑨
図
と
⑭
図
は
と
も
に
、
二
図
と
も
隠
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
伊
勢
神

宮
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
っ
て
並
列
し
て
考
察
結
果
を
記
す
。 

 
 
 

 
 
 

 

 

ま
ず
●
⑨
図
は
、
図
絵
に
配
役
名
の
官
相
乗
と
の
記
載
も
あ
り
、
初
代

澤
村
宗
十
郎
演
じ
る
『
菅
丞
相
錦
纜
』
の
菅
丞
相
で
あ
る
。 

絵
図
か
ら
も
梅
花
の
紋
模
様
の
衣
装
と
髪
型
で
、
す
ぐ
に
菅
丞
相
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。 

豊
国
は
、
実
際
に
は
二
代
目
團
十
郎
同
様
、
初
代
宗
十
郎
の
舞
台
を
観

て
は
い
な
い
。
彼
ら
二
人
が
生
き
て
い
た
百
年
後
頃
に
絵
図
を
描
い
た
で

あ
ろ
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
天
保
期
頃
上
演
さ
れ
た
演
者
の
衣
装
と
髪
型
を

参
考
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

稲
葉
・
岩
切
氏
が
述
べ
る
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
十
一
月
江
戸
河
原
崎

座
で
五
代
目
澤
村
宗
十
郎
が
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
で
菅
丞
相
を
演
じ
る

ま
で
、『
歌
舞
伎
年
表
』（
第
一
巻
～
第
六
巻
）
に
よ
れ
ば
、
初
代
を
除
き
、

代
々
澤
村
宗
十
郎
は
菅
丞
相
を
演
じ
て
い
な
い
。 

縷
々
述
べ
る
が
、
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
役
者
も
結
び
付
け
る
た

め
に
は
、
是
非
と
も
役
者
は
初
代
澤
村
宗
十
郎
の
登
場
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
発
句
・
俳
家
と
役
者
絵
で
語
ら
れ
る
の
は
、
勿
論
、『
菅

丞
相
錦
纜
』
の
筋
書
き
で
は
な
く
、
制
作
者
や
豊
国
が
観
た
『
菅
原
伝
授
手

習
鑑
』
で
あ
ろ
う
。 

 

発
句
は
『
麦
林
集
』
巻
四
に
所
収
さ
れ
て
い
る
５
４

。 

作
句
者
の
乙
由
は
、
梅
我
と
も
号
し
、
菅
丞
相
と
縁
あ
る
梅
と
繋
が
る
。

句
頭
の
「
寒
菊
」
は
、
澤
村
家
の
紋
「
釻
菊
（
か
ん
ぎ
く
）」
に
も
結
び
つ

き
、
短
冊
に
描
か
れ
た
梅
花
の
花
弁
の
形
は
釻
菊
を
か
た
ど
っ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
５
５

。 

初
代
澤
村
宗
十
郎
は
享
保
二
十
一
（
一
七
三
六
）
年
一
月
江
戸
中
村
座

で
上
演
さ
れ
た
『
遊
君
鎧
曾
我
』
で
、
侠
客
「
梅
の
由
兵
衛
」
が
大
当
た
り

を
取
り
、
そ
の
扮
装
が
後
に
継
承
さ
れ
て
い
る
５
６

。
こ
こ
で
も
話
題
と
な
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●
⑭
「
寒
菊
や
し
つ
か
り
と
な
る
冬
坐
鋪 

乙
由
」 

 
 
 
 

 
 

 

五
代
目
澤
村
長
十
郎
（
五
代
目
澤
村
宗
十
郎
）
（
立
役
） 

  
 

 
  
  

『『
菅菅
原原
伝伝
授授
手手
習習
鑑鑑
』』
のの
宿宿
禰禰
太太
郎郎  

  
  

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 
 

 

 

『
菅
丞
相
錦
纜
』
は
、
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
八
月
、
中
村
座
で
上
演

さ
れ
た
５
１

。『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
先
行
作
『
天
神
記
』
５
２

か
ら
派
生
し

た
も
の
か
。 

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
は
、
人
形
浄
瑠
璃
。
時
代
物
。
五
段
。
竹
田
出
雲
・

並
木
千
柳
・
三
好
松
洛
・
竹
田
小
出
雲
合
作
。
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
八

月
大
坂
・
竹
本
座
初
演
５
３

。 

 
 

⑨
図
と
⑭
図
は
と
も
に
、
二
図
と
も
隠
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
伊
勢
神

宮
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
っ
て
並
列
し
て
考
察
結
果
を
記
す
。 

 
 
 

 
 
 

 

 

ま
ず
●
⑨
図
は
、
図
絵
に
配
役
名
の
官
相
乗
と
の
記
載
も
あ
り
、
初
代

澤
村
宗
十
郎
演
じ
る
『
菅
丞
相
錦
纜
』
の
菅
丞
相
で
あ
る
。 

絵
図
か
ら
も
梅
花
の
紋
模
様
の
衣
装
と
髪
型
で
、
す
ぐ
に
菅
丞
相
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。 

豊
国
は
、
実
際
に
は
二
代
目
團
十
郎
同
様
、
初
代
宗
十
郎
の
舞
台
を
観

て
は
い
な
い
。
彼
ら
二
人
が
生
き
て
い
た
百
年
後
頃
に
絵
図
を
描
い
た
で

あ
ろ
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
天
保
期
頃
上
演
さ
れ
た
演
者
の
衣
装
と
髪
型
を

参
考
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

稲
葉
・
岩
切
氏
が
述
べ
る
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
十
一
月
江
戸
河
原
崎

座
で
五
代
目
澤
村
宗
十
郎
が
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
で
菅
丞
相
を
演
じ
る

ま
で
、『
歌
舞
伎
年
表
』（
第
一
巻
～
第
六
巻
）
に
よ
れ
ば
、
初
代
を
除
き
、

代
々
澤
村
宗
十
郎
は
菅
丞
相
を
演
じ
て
い
な
い
。 

縷
々
述
べ
る
が
、
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
役
者
も
結
び
付
け
る
た

め
に
は
、
是
非
と
も
役
者
は
初
代
澤
村
宗
十
郎
の
登
場
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
発
句
・
俳
家
と
役
者
絵
で
語
ら
れ
る
の
は
、
勿
論
、『
菅

丞
相
錦
纜
』
の
筋
書
き
で
は
な
く
、
制
作
者
や
豊
国
が
観
た
『
菅
原
伝
授
手

習
鑑
』
で
あ
ろ
う
。 

 

発
句
は
『
麦
林
集
』
巻
四
に
所
収
さ
れ
て
い
る
５
４

。 

作
句
者
の
乙
由
は
、
梅
我
と
も
号
し
、
菅
丞
相
と
縁
あ
る
梅
と
繋
が
る
。

句
頭
の
「
寒
菊
」
は
、
澤
村
家
の
紋
「
釻
菊
（
か
ん
ぎ
く
）」
に
も
結
び
つ

き
、
短
冊
に
描
か
れ
た
梅
花
の
花
弁
の
形
は
釻
菊
を
か
た
ど
っ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
５
５

。 
初
代
澤
村
宗
十
郎
は
享
保
二
十
一
（
一
七
三
六
）
年
一
月
江
戸
中
村
座

で
上
演
さ
れ
た
『
遊
君
鎧
曾
我
』
で
、
侠
客
「
梅
の
由
兵
衛
」
が
大
当
た
り

を
取
り
、
そ
の
扮
装
が
後
に
継
承
さ
れ
て
い
る
５
６

。
こ
こ
で
も
話
題
と
な
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っ
た
役
名
か
ら
、
菅
丞
相
と
初
代
澤
村
宗
十
郎
が
結
ば
れ
る
。 

そ
し
て
俳
家
と
役
者
と
配
役
名
が
最
も
繋
が
る
隠
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
伊
勢
神
宮
で
あ
る
。
俳
家
の
乙
由
は
、
伊
勢
神
宮
の

御
師
５
７

と
し
て
の
経
歴
を
持
つ
５
８

。 

一
方
、
菅
丞
相
す
な
わ
ち
菅
原
道
真
も
伊
勢
神
宮
に
深
い
ゆ
か
り
が
あ

る
。
道
真
は
陽
成
天
皇
の
元
慶
三
（
八
七
九
）
年
、
伊
勢
斎
内
親
王
行
禊
前

後
次
第
司
長
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
５
９

。
ま
た
、
寛
平
中
、
宇
多
天
皇
の
勅
に

奉
じ
て
、
『
類
聚
国
史
』
６
０

二
百
巻
を
編
ん
だ
が
、
中
国
に
模
倣
し
な
い
、

日
本
の
国
の
特
殊
性
に
目
覚
め
た
、
独
自
に
配
慮
し
た
分
類
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
最
初
に
神
祗
部
を
お
き
、
そ
の
中
で
は
神
代
巻
の
あ
と
に
、
伊
勢

大
神
、
伊
勢
斎
宮
、
伊
勢
神
郡
と
編
修
し
た
６
１

。
寛
平
九
（
八
九
七
）
年

に
は
、
醍
醐
天
皇
に
、
伊
勢
大
神
宮
の
神
郡
に
検
非
違
使
を
置
く
こ
と
を

奉
勅
し
た
６
２

等
々
の
伊
勢
神
宮
に
関
わ
る
史
実
も
多
い
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
史
実
を
当
時
の
人
々
が
知
っ
て
い
た
か
は
疑
問

と
な
る
。
や
は
り
多
く
の
人
々
が
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
に
お
い
て
伊
勢
神

宮
を
想
起
す
る
の
は
、
白
太
夫
６
３

の
存
在
で
あ
る
。 

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
主
要
な
登
場
人
物
で
あ
る
梅
王
丸
、
松
王
丸
、

桜
丸
の
三
つ
子
の
父
親
四
郎
九
郎
は
、
七
十
の
賀
の
祝
に
白
太
夫
と
名
を

改
め
た
。
白
太
夫
は
菅
丞
相
に
つ
か
え
、
死
後
も
そ
の
霊
を
守
護
し
た
忠

義
心
の
あ
つ
い
農
民
で
あ
る
。
こ
の
白
太
夫
は
実
在
し
た
伊
勢
神
宮
禰
宜

度
会
（
わ
た
ら
い
）
春
彦
の
こ
と
で
、
道
真
と
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
え

も
あ
り
６
４

、
伊
勢
神
宮
と
結
び
付
く
。 

絵
図
の
初
代
澤
村
宗
十
良
も
伊
勢
に
接
点
が
あ
る
。
正
徳
五
（
一
七
一

五
）
年
の
頃
、
伊
勢
古
市
の
芝
居
を
勤
め
て
い
た
と
い
い
、
享
保
二
（
一
七

一
七
）
年
春
大
坂
松
本
名
左
衛
門
座
に
お
い
て
、
澤
村
善
五
郎
の
名
で
『
国

姓
爺
合
戦
』
の
和
藤
内
で
好
評
を
博
し
た
後
伊
勢
へ
赴
き
、
翌
年
十
一
月
、

江
戸
森
田
座
へ
惣
十
郎
と
改
め
下
っ
た
と
い
う
６
５

。「
梅
の
由
兵
衛
」
の
件

同
様
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
が
選
ば
れ
た
所
以
で
あ
る
。 

乙
由
と
菅
丞
相
と
初
代
澤
村
宗
十
良
の
三
者
が
「
伊
勢
神
宮
」・「
伊
勢
」

の
地
で
結
ば
れ
る
。 

 

●
⑭
図
は
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
で
宿
禰
太
郎
演
じ
る
五
代
目
澤
村
長
十

郎
で
あ
る
。 

⑨
図
同
様
句
頭
の
「
寒
菊
」
は
、
澤
村
家
の
紋
「
釻
菊
（
か
ん
ぎ
く
）
」

に
結
び
付
く
６
６

。
し
か
し
既
述
し
た
よ
う
に
、
発
句
の
真
の
作
句
者
は
乙

由
で
は
な
く
、
『
砂
川
』
６
７

に
入
集
さ
れ
て
い
る
土
芳
の
作
で
あ
る
。
『
菅

原
伝
授
手
習
鑑
』
の
物
語
性
に
鑑
み
、
あ
え
て
乙
由
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り

⑨
図
と
同
じ
く
、
作
句
者
（
乙
由
）
と
配
役
名
（
宿
禰
太
郎
）
が
結
び
付
く

隠
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
伊
勢
神
宮
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
前
述
の
如

く
、
乙
由
は
伊
勢
神
宮
の
御
師
で
あ
っ
た
。 

発
句
が
書
か
れ
て
い
る
短
冊
に
千
鳥
や
水
面
の
模
様
が
描
か
れ
、
図
絵

の
衣
装
の
絵
柄
に
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
菅
丞
相
の
娘
で
あ
る

苅
屋
姫
の
姉
立
田
の
夫
、
宿
禰
太
郎
を
暗
示
す
る
。「
東
天
紅
の
段
」
で
宿

禰
太
郎
は
、
菅
丞
相
を
失
脚
さ
せ
よ
う
と
す
る
藤
原
時
平
に
内
通
す
る
父
、

土
師
兵
衛
（
は
じ
の
ひ
ょ
う
え
）
に
唆
さ
れ
、
菅
丞
相
出
立
て
の
合
図
と
な

る
一
番
鶏
を
早
鳴
き
さ
せ
、
偽
迎
え
に
連
立
た
せ
て
途
中
で
殺
害
す
る
こ

と
を
企
む
。
そ
の
企
て
を
立
聞
き
し
て
、
諫
め
る
妻
の
立
田
を
殺
し
、
池
に

沈
め
、
鶏
は
死
骸
の
あ
る
所
で
と
き
を
つ
く
る
と
い
う
習
性
を
利
用
し
て
、

鶏
を
水
面
の
死
体
の
上
に
浮
か
べ
、
偽
の
と
き
を
つ
く
ら
せ
た
の
で
あ
っ

た
。 鶏

は
、
伊
勢
神
宮
で
は
神
鶏
と
さ
れ
る
。
伊
勢
神
宮
の
祭
神
で
あ
る
天

照
大
御
神
を
、
天
の
石
屋
戸
か
ら
外
へ
引
き
出
す
た
め
に
、
数
多
の
神
々

は
ま
ず
常
世
の
国
の
長
鳴
鳥
を
集
め
て
鳴
か
せ
た
６
８

。
こ
れ
は
宿
禰
太
郎

と
土
師
兵
衛
が
、
鶏
の
鳴
き
声
を
利
用
す
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
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し
、
鶏
で
天
照
大
御
神
と
伊
勢
神
宮
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
配
役
名
の
宿

禰
太
郎
と
土
師
兵
衛
の
「
宿
禰
」
と
「
土
師
」
の
姓
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
伊

勢
神
宮
に
繋
が
っ
て
い
く
。 

歴
史
学
者
坂
本
太
郎
氏
は
『
人
物
叢
書
一
〇
〇 

菅
原
道
真
』
で
次
の

よ
う
に
叙
述
す
る
。 

菅
原
氏
は
も
と
土
師
氏
と
い
い
、
神
代
以
来
の
名
族
と
伝
え
ら
れ

る
。
土
師
よ
り
菅
原
へ
の
改
姓
は
、
桓
武
天
皇
の
即
位
の
初
め
、
天

応
元
（
七
八
一
）
年
六
月
、
土
師
宿
禰
古
人
（
ふ
る
ひ
と
）・
同
道
長

ら
十
五
人
の
請
願
に
よ
っ
て
、
聴
許
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

請
願
の
文
は
『
続
日
本
紀
』
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
に

よ
れ
ば
、
土
師
氏
の
先
祖
は
天
穂
日
命
（
あ
ま
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
）

で
あ
る
。
天
穂
日
命
は
、
天
照
大
神
と
素
戔
鳴
尊
と
が
「
う
け
い
」

（
誓
約
）
を
し
て
互
い
に
子
を
生
ん
だ
と
き
に
、
天
照
大
神
の
子
と

さ
れ
た
五
男
神
の
う
ち
の
一
柱
で
あ
る
６
９

。 

す
な
わ
ち
、
道
真
と
伊
勢
神
宮
が
、
こ
こ
で
も
結
び
つ
く
。 

勿
論
こ
れ
ら
の
史
実
も
一
般
的
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
⑨
図
と
⑭
図
を
合
わ
せ
る
と
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
は
、
伊
勢
神

宮
に
関
係
深
い
登
場
人
物
が
、
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判

る
。 ま

た
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
五
代
目
澤
村
長
十
郎
は
、
伊
勢
を
巡
業
し

た
こ
と
が
あ
り
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
同
様
、
伊
勢
の
地
に
縁
が
あ
る
。
さ
ら

に
四
代
目
宗
十
郎
三
十
三
回
忌
追
善
と
し
て
『
澤
村
咲
初
由
兵
衛
』
で
梅

の
由
兵
衛
（
既
述
の
如
く
初
代
澤
村
宗
十
郎
が
評
判
を
と
っ
た
）
を
勤
め
、

そ
れ
よ
り
益
々
聲
誉
を
高
め
た
７
０

と
い
わ
れ
、
初
代
宗
十
郎
と
同
じ
く
、

役
名
に
付
け
ら
れ
た
「
梅
」
が
菅
原
道
真
に
繋
が
る
。 

 

伊
勢
神
宮
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

伊
勢
参
宮
へ
の
思
い
で
分
か
る
。 

江
戸
時
代
、
社
寺
参
詣
は
各
方
面
に
わ
た
り
、
未
曽
有
の
発
展
を
記
録

す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
参
詣
者
の
出
自
地
域
な
ら
び
に

階
層
の
広
汎
さ
、
お
よ
び
参
詣
量
に
お
い
て
、
他
社
寺
を
格
段
に
圧
倒
し

た
の
は
、
伊
勢
参
宮
で
あ
っ
た
。
参
宮
は
平
安
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め

の
必
要
な
一
儀
式
と
な
り
、
人
々
の
日
常
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
７
１

。 

中
村
幸
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て 

云
わ
ば
菅
公
の
敵
方
と
な
る
藤
原
氏

の
神
で
あ
る
吉
田
神
道
７
２

に
対
抗
し
て
、
大
い
に
布
教
に
つ
と
め
た

伊
勢
神
道
が
、
天
神
伝
を
布
教
の
材
料
に
組
み
入
れ
る
べ
く
考
案
し

た
の
が
白
太
夫
こ
と
松
木
春
彦
伝
の
一
筋
で
あ
っ
た
７
３

。 

 

元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
は
聖
廟
菅
原
道
真
の
八
百
年
忌
７
４

で
も
あ

っ
た
。
近
世
に
於
て
も
、
道
真
は
人
気
の
高
い
人
物
で
あ
り
、
様
々
な
文
芸

作
品
に
登
場
し
て
い
る
。『
北
野
天
神
縁
起
』７
５

と
謡
曲
『
雷
電
』７
６

か
ら
、

近
松
門
左
衛
門
作
の
『
天
神
記
』
が
生
ま
れ
、『
天
神
記
』
は
『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
の
も
と
と
な
っ
た
。『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
【
四
段
】「
天
拝
山
」

に
お
け
る
道
真
の
雷
電
変
身
譚
は
、
謡
曲
『
雷
電
』
を
引
用
し
て
い
る
７
７

。 

 
 ⑭

図
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
五
代
目
澤
村
長
十
郎
の
家
紋
「
釻
菊
」
と
、
句

頭
が
「
寒
菊
」
の
土
芳
の
発
句
と
が
繋
が
る
。
そ
し
て
伊
勢
に
巡
業
し
て
い

た
長
十
郎
と
御
師
の
経
歴
を
持
つ
俳
家
の
乙
由
、
宿
禰
太
郎
の
三
者
は
、

⑨
図
と
同
じ
く
、
伊
勢
神
宮
、
伊
勢
の
地
で
結
ば
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
に

よ
り
、
俳
家
名
を
原
作
句
者
の
土
芳
で
は
な
く
、
伊
勢
神
宮
に
ゆ
か
り
あ

る
乙
由
に
、
あ
え
て
替
え
た
制
作
者
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

ま
た
⑨
図
と
⑭
図
は
ま
さ
し
く
絵
図
同
士
も
、
伊
勢
神
宮
で
結
ば
れ
る

「
兄
弟
」
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
図
版
と
図
版
が
兄
弟
と
な
る
関
係
は
、
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し
、
鶏
で
天
照
大
御
神
と
伊
勢
神
宮
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
配
役
名
の
宿

禰
太
郎
と
土
師
兵
衛
の
「
宿
禰
」
と
「
土
師
」
の
姓
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
伊

勢
神
宮
に
繋
が
っ
て
い
く
。 

歴
史
学
者
坂
本
太
郎
氏
は
『
人
物
叢
書
一
〇
〇 

菅
原
道
真
』
で
次
の

よ
う
に
叙
述
す
る
。 

菅
原
氏
は
も
と
土
師
氏
と
い
い
、
神
代
以
来
の
名
族
と
伝
え
ら
れ

る
。
土
師
よ
り
菅
原
へ
の
改
姓
は
、
桓
武
天
皇
の
即
位
の
初
め
、
天

応
元
（
七
八
一
）
年
六
月
、
土
師
宿
禰
古
人
（
ふ
る
ひ
と
）・
同
道
長

ら
十
五
人
の
請
願
に
よ
っ
て
、
聴
許
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

請
願
の
文
は
『
続
日
本
紀
』
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
に

よ
れ
ば
、
土
師
氏
の
先
祖
は
天
穂
日
命
（
あ
ま
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
）

で
あ
る
。
天
穂
日
命
は
、
天
照
大
神
と
素
戔
鳴
尊
と
が
「
う
け
い
」

（
誓
約
）
を
し
て
互
い
に
子
を
生
ん
だ
と
き
に
、
天
照
大
神
の
子
と

さ
れ
た
五
男
神
の
う
ち
の
一
柱
で
あ
る
６
９

。 

す
な
わ
ち
、
道
真
と
伊
勢
神
宮
が
、
こ
こ
で
も
結
び
つ
く
。 

勿
論
こ
れ
ら
の
史
実
も
一
般
的
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
⑨
図
と
⑭
図
を
合
わ
せ
る
と
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
は
、
伊
勢
神

宮
に
関
係
深
い
登
場
人
物
が
、
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判

る
。 ま

た
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
五
代
目
澤
村
長
十
郎
は
、
伊
勢
を
巡
業
し

た
こ
と
が
あ
り
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
同
様
、
伊
勢
の
地
に
縁
が
あ
る
。
さ
ら

に
四
代
目
宗
十
郎
三
十
三
回
忌
追
善
と
し
て
『
澤
村
咲
初
由
兵
衛
』
で
梅

の
由
兵
衛
（
既
述
の
如
く
初
代
澤
村
宗
十
郎
が
評
判
を
と
っ
た
）
を
勤
め
、

そ
れ
よ
り
益
々
聲
誉
を
高
め
た
７
０

と
い
わ
れ
、
初
代
宗
十
郎
と
同
じ
く
、

役
名
に
付
け
ら
れ
た
「
梅
」
が
菅
原
道
真
に
繋
が
る
。 

 

伊
勢
神
宮
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

伊
勢
参
宮
へ
の
思
い
で
分
か
る
。 

江
戸
時
代
、
社
寺
参
詣
は
各
方
面
に
わ
た
り
、
未
曽
有
の
発
展
を
記
録

す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
参
詣
者
の
出
自
地
域
な
ら
び
に

階
層
の
広
汎
さ
、
お
よ
び
参
詣
量
に
お
い
て
、
他
社
寺
を
格
段
に
圧
倒
し

た
の
は
、
伊
勢
参
宮
で
あ
っ
た
。
参
宮
は
平
安
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め

の
必
要
な
一
儀
式
と
な
り
、
人
々
の
日
常
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
７
１

。 

中
村
幸
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て 

云
わ
ば
菅
公
の
敵
方
と
な
る
藤
原
氏

の
神
で
あ
る
吉
田
神
道
７
２

に
対
抗
し
て
、
大
い
に
布
教
に
つ
と
め
た

伊
勢
神
道
が
、
天
神
伝
を
布
教
の
材
料
に
組
み
入
れ
る
べ
く
考
案
し

た
の
が
白
太
夫
こ
と
松
木
春
彦
伝
の
一
筋
で
あ
っ
た
７
３

。 

 

元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
は
聖
廟
菅
原
道
真
の
八
百
年
忌
７
４

で
も
あ

っ
た
。
近
世
に
於
て
も
、
道
真
は
人
気
の
高
い
人
物
で
あ
り
、
様
々
な
文
芸

作
品
に
登
場
し
て
い
る
。『
北
野
天
神
縁
起
』７
５

と
謡
曲
『
雷
電
』７
６

か
ら
、

近
松
門
左
衛
門
作
の
『
天
神
記
』
が
生
ま
れ
、『
天
神
記
』
は
『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
の
も
と
と
な
っ
た
。『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
【
四
段
】「
天
拝
山
」

に
お
け
る
道
真
の
雷
電
変
身
譚
は
、
謡
曲
『
雷
電
』
を
引
用
し
て
い
る
７
７

。 

 
 ⑭

図
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
五
代
目
澤
村
長
十
郎
の
家
紋
「
釻
菊
」
と
、
句

頭
が
「
寒
菊
」
の
土
芳
の
発
句
と
が
繋
が
る
。
そ
し
て
伊
勢
に
巡
業
し
て
い

た
長
十
郎
と
御
師
の
経
歴
を
持
つ
俳
家
の
乙
由
、
宿
禰
太
郎
の
三
者
は
、

⑨
図
と
同
じ
く
、
伊
勢
神
宮
、
伊
勢
の
地
で
結
ば
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
に

よ
り
、
俳
家
名
を
原
作
句
者
の
土
芳
で
は
な
く
、
伊
勢
神
宮
に
ゆ
か
り
あ

る
乙
由
に
、
あ
え
て
替
え
た
制
作
者
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

ま
た
⑨
図
と
⑭
図
は
ま
さ
し
く
絵
図
同
士
も
、
伊
勢
神
宮
で
結
ば
れ
る

「
兄
弟
」
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
図
版
と
図
版
が
兄
弟
と
な
る
関
係
は
、
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他
の
図
版
と
図
版
の
間
に
も
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 
と
こ
ろ
で
台
本
を
書
い
た
作
者
た
ち
が
、
土
師
兵
衛
と
宿
禰
太
郎
の
配

役
名
を
菅
原
道
真
の
祖
先
と
な
る
「
土
師
宿
禰
古
人
」
の
名
前
か
ら
と
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
二
人
か
ら
道
真
の
命
が
狙
わ
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
に
、
筆
者
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
の
で
あ
る
が
。 

 

●
㉔
「
酒
く
さ
き
ひ
と
に
か
ら
ま
る
こ
蝶
か
な 

嵐
雪
７
８

」 

松
本
錦
升
（
五
代
目
松
本
幸
四
郎
）
７
９

（
立
役
） 

 

 
  

『『
義義
経経
千千
本本
桜桜
』』
のの
いい
がが
みみ
のの
権権
太太  

  
  

 
 国

立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

『
義
経
千
本
桜
』
は
人
形
浄
瑠
璃
。
二
世
竹
田
出
雲
・
三
好
松
洛
・
並
木 

千
柳
作
。
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
一
一
月
、
大
坂
・
竹
本
座
初
演
。
五
段
。

８
０ 

 

「
鼻
高
幸
四
郎
」
と
呼
ば
れ
た
五
代
目
松
本
幸
四
郎
演
じ
る
『
義
経
千
本 

桜
』
の
い
が
み
の
権
太
で
あ
る
。 

五
代
目
幸
四
郎
は
、
錦
升
と
も
号
し
た
８
１

。 
 

 

嵐
雪
の
発
句
は
、『
其
袋
』
『
句
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
８
２

。 

句
頭
の
、「
酒
く
さ
き
人
」
と
は
、『
義
経
千
本
桜
』【
三
段
】
「
鮓
屋
」 

の
場
の
、
ご
ろ
つ
き
の
権
太
を
指
し
、「
か
ら
ま
る
こ
蝶
」
は
、
平
氏
の
家

紋
が
揚
羽
蝶
８
３

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
太
に
助
け
ら
れ
る
平
維
盛
や
そ
の

妻
子
を
指
す
。 

短
冊
に
描
か
れ
て
い
る
舞
う
蝶
は
、
平
家
の
人
々
を
暗
示
す
る
。 

絵
図
の
松
本
錦
升
は
、
い
が
み
の
権
太
の
定
番
衣
装
で
あ
る
「
弁
慶
格

子
単
着
付
（
べ
ん
け
い
ご
う
し
ひ
と
え
き
つ
け
）」
を
着
て
い
る
。
な
ら
ず

者
の
男
が
着
る
衣
装
で
あ
る
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
豆
絞
り
の
手
拭
い
も

首
に
巻
い
て
い
る
８
４

。 

前
場
の
「
椎
の
木
」
の
い
が
み
の
権
太
は
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
悪
党
な

の
だ
が
、
こ
の
「
鮓
屋
」
で
は
、
最
後
に
は
家
族
と
も
ど
も
主
筋
の
た
め
に

命
を
捨
て
る
善
人
と
な
る
。
誤
解
し
た
父
弥
左
衛
門
に
刺
さ
れ
た
権
太
は
、

息
も
た
え
だ
え
に
、
平
維
盛
と
妻
子
を
守
る
た
め
に
、
身
代
わ
り
と
し
て
、

主
馬
の
小
金
吾
武
里
の
首
が
入
っ
た
桶
と
自
分
の
女
房
と
子
供
を
、
梶
原

景
時
に
突
き
出
し
た
こ
と
を
述
懐
す
る
。
ド
ラ
マ
は
逆
転
劇
の
展
開
と
な

っ
て
い
く
。 

 
絵
図
の
権
太
は
、
五
代
目
幸
四
郎
の
彫
り
が
深
く
、
鼻
の
高
い
風
貌
で

「
鼻
高
幸
四
郎
」
と
称
さ
れ
た
特
徴
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。 
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●
㉖
「
明
星
や
さ
く
ら
（
桜
）
定
め
む
（
ぬ
）
山
か
つ
ら 

其
角
」 

 
 

尾
上
梅
幸
（
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
８
５

）（
女
方
） 

 

  
  

『『
義義
経経
千千
本本
桜桜
』』
のの
静静
御御
前前  

  
  

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 
 

 

尾
上
梅
幸
（
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
）
演
ず
る
『
義
経
千
本
桜
』
の
静
御
前

で
あ
る
。 

 

尾
上
梅
幸
は
尾
上
菊
五
郎
代
々
の
俳
名
で
、
三
代
目
・
四
代
目
は
一
時

名
の
っ
て
舞
台
に
で
た
８
６

。 

 

其
角
の
発
句
は
『
続
の
原
』『
五
元
集
』『
色
杉
原
』『
句
兄
弟
』『
其
角
十

七
回
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
８
７

。 

今
泉
準
一
氏
は
、
こ
の
其
角
の
句
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

明
星
や
さ
く
ら
（
桜
）
定
め
む
（
ぬ
）
山
か
つ
ら
」
の
句
は
、
由
来

二
様
の
解
釈
が
あ
る
。「
さ
だ
め
ぬ
」
の
「
ぬ
」
を
否
定
の
「
ぬ
」
に

と
る
か
、
い
わ
ゆ
る
完
了
の
「
ぬ
」
に
解
す
る
か
、
の
問
題
で
あ
る
。

前
者
に
と
れ
ば
、
明
け
の
明
星
が
空
に
一
つ
明
け
方
の
空
に
残
っ
て

い
る
。
山
か
づ
ら
８
８

で
、
ま
だ
ほ
の
暗
く
、
雲
か
花
か
、
見
定
め
が

つ
か
ぬ
、
の
意
と
な
ろ
う
。
後
者
に
と
れ
ば
、
明
星
の
下
、
い
ま
こ
こ

に
全
山
桜
の
景
を
見
定
め
た
、
つ
ま
り
ま
さ
に
い
ま
こ
こ
に
至
っ
て
、

全
山
、
桜
の
景
を
一
望
の
も
と
に
、
こ
れ
を
見
た
。
と
の
感
嘆
の
句

と
な
る
８
９

。 

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
句
は
「
定
め
む
」（
ま
ち
が
い

か
意
図
的
か
は
不
明
。）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
完
了
形
、
及
び
後
者

の
解
釈
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 

舞
台
は
『
義
経
千
本
桜
』【
四
段
】「
道
行
初
音
旅
」
で
あ
る
。
暁
方
、
全

山
桜
の
景
を
詠
ん
だ
其
角
の
句
に
よ
り
、
義
経
が
い
る
吉
野
山
へ
狐
忠
信

と
と
も
に
急
ぐ
静
御
前
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
る
。 

や
ま
か
づ
ら
は
、
植
物
の
「
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
（
日
陰
蔓
）
」
の
異
名
９
０

で
も
あ
り
、
義
経
が
北
国
落
ち
の
人
目
を
し
の
ぶ
日
陰
の
身
で
あ
る
こ
と

も
示
唆
す
る
。
ま
た
図
中
の
鼓
は
、
義
経
が
静
御
前
に
手
渡
し
た
初
音
の

鼓
で
あ
る
。
道
中
こ
の
初
音
の
鼓
を
静
御
前
が
打
つ
と
、
姿
が
見
え
な
か

っ
た
狐
忠
信
が
、
不
思
議
と
目
の
前
に
現
れ
る
。 

短
冊
に
描
か
れ
て
い
る
模
様
は
、
火
焔
宝
珠
の
デ
フ
ォ
ル
メ
か
、
或
い

は
狐
火
の
よ
う
に
飛
来
し
て
い
る
稲
荷
玉
か
。
静
御
前
が
狐
源
九
郎
と
と

も
に
旅
を
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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台
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狐
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●
㉗
「
う
ぐ
い
す
（
鶯
）
や
は
や
一
聲
の
し
た
り
顔
（
か
ほ
） 

千
代
女
」 

 
 

 
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
（
立
役
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

『『
義義
経経
千千
本本
桜桜
』』
のの
佐佐
藤藤
忠忠
信信  

  
  

 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

 

 

描
か
れ
て
い
る
の
は
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
演
ず
る
『
義
経
千
本
桜
』

の
佐
藤
忠
信
で
あ
る
。 

ま
ず
、
先
述
し
た
よ
う
に
短
冊
に
記
さ
れ
た
発
句
の
原
作
句
者
は
千
代

女
で
は
な
く
、
『
猿
蓑
』
に
入
集
さ
れ
た
渓
石
の
作
で
あ
る
。
『
義
経
千
本

桜
』【
二
段
】「
伏
見
稲
荷
鳥
居
前
」
の
場
面
に
、
渓
石
の
句
は
、
ぴ
っ
た
り

あ
て
は
ま
る
。
発
句
の
「
う
ぐ
い
す
や
は
や
一
聲
」
は
、
義
経
が
静
御
前
に

手
渡
す
「
初
音
の
鼓
」
を
仄
め
か
す
。
ま
た
静
御
前
の
同
行
を
許
さ
な
い
義

経
は
、
静
御
前
を
梅
の
木
（
こ
れ
も
う
ぐ
い
す
に
結
び
つ
く
）
に
縛
り
付
け

て
去
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
の
時
狐
の
化
身
で
あ
る
佐
藤
忠
信
が
、
ぱ
っ
と

「
し
た
り
顔
」
で
現
れ
、
静
御
前
を
救
う
。 

 

千
代
女
が
序
文
を
書
い
た
女
流
俳
人
句
集
『
玉
藻
集
』
９
１

の
題
名
「
玉

藻
」
は
、
御
伽
草
子
『
玉
藻
の
草
子
』
９
２

や
、
謡
曲
『
殺
生
石
』
９
３

、
紀

海
音
の
浄
瑠
璃
『
殺
生
石
』、
ま
た
そ
れ
ら
を
基
盤
に
脚
色
さ
れ
た
人
形
浄

瑠
璃
と
歌
舞
伎
の
『
玉
藻
前
曦
袂
』
９
４

な
ど
に
登
場
す
る
、
狐
の
妖
怪
で
あ
る

美
女
玉
藻
の
前
が
連
想
さ
れ
、
狐
の
化
身
で
あ
る
忠
信
と
重
な
る
。
さ
ら

に
、
短
冊
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
朝
顔
の
花
で
、
千
代
女
の
句
「
朝
顔
に
釣

瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水
」
に
導
く
。 

絵
図
の
三
代
目
歌
右
衛
門
が
着
て
い
る
衣
装
が
、
赤
縮
緬
源
氏
車
馬
簾

付
き
四
天
（
あ
か
ち
り
め
ん
げ
ん
じ
ぐ
る
ま
ば
れ
ん
つ
き
よ
て
ん
）
な
の

で
「
伏
見
鳥
居
前
」
の
、
実
は
源
九
郎
狐
の
佐
藤
忠
信
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ

で
も
証
明
さ
れ
る
９
５

。
こ
の
衣
装
の
模
様
は
、
四
段
目
の
狐
場
を
語
っ
た
、

二
世
竹
本
政
太
夫
の
源
氏
車
の
紋
が
利
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
９
６

。 

初
代
中
村
歌
右
衛
門
９
７

は
加
賀
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
父
は
医
師
大
関
俊

庵
で
あ
っ
た
。
初
代
歌
右
衛
門
は
隠
居
名
を
加
賀
屋
歌
七
と
称
し
た
。 

 

こ
れ
ら
は
、
初
代
歌
右
衛
門
は
出
郷
し
た
と
は
い
え
、
加
賀
の
地
を
こ

よ
な
く
愛
お
し
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
加
賀
千
代
女
と
は
、
同
郷
で

あ
り
、
同
時
代
に
生
き
て
い
た
。 

初
代
と
初
代
の
実
子
三
代
目
の
屋
号
は
加
賀
屋
で
、
替
紋
は
裏
梅
で
あ

る
。
さ
ら
に
三
代
目
歌
右
衛
門
の
俳
号
は
梅
玉
で
、
初
代
中
村
梅
玉
と
改

名
も
し
た
。
通
称
加
賀
屋
歌
右
衛
門
あ
る
い
は
梅
玉
歌
右
衛
門
と
も
呼
ば

れ
９
８

、
こ
れ
ら
も
梅
尽
く
し
で
発
句
の
鶯
に
結
び
付
き
、「
加
賀
」
は
千
代

女
と
も
結
ば
れ
る
。 
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『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
制
作
者
は
、
こ
こ
で
も
作
句
者
を
ま
ち
が
え
た

の
で
は
な
く
、
敢
え
て
千
代
女
の
名
前
と
渓
石
の
句
に
よ
っ
て
歌
右
衛
門

演
ず
る
と
こ
ろ
の
絵
図
と
合
体
さ
せ
、
三
者
は
兄
弟
で
あ
る
と
い
う
趣
向

で
、
舞
台
の
一
場
面
を
再
現
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

む
す
び 

 
 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
『
俳
家
書
画
狂
題
』
は
、
俳
諧
・
歌
舞
伎
・
役

者
絵
の
三
つ
の
文
芸
世
界
が
融
合
し
て
、
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
『
俳
家
書
画
狂
題
』
の
画
題
の
如
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
が
キ
ー

ワ
ー
ド
の
も
と
に
結
ば
れ
、
兄
弟
と
し
て
手
を
結
べ
る
よ
、
面
白
い
よ
と

い
う
こ
と
を
、
制
作
者
は
言
わ
ん
と
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

そ
れ
が
如
実
に
示
さ
れ
る
の
が
、
発
句
と
俳
家
が
異
な
る
組
合
せ
で
あ

る
。 

 

本
稿
は
、
⑭
五
代
目
澤
村
長
十
郎
の
絵
図
に
、
発
句
は
土
芳
、
俳
家
は
乙

由
の
組
合
せ
と
と
も
に
、
㉗
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
の
絵
図
に
、
発
句
は

渓
石
、
俳
家
は
千
代
女
の
組
合
せ
の
二
図
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

そ
の
結
果
、
発
句
と
俳
家
名
が
異
な
る
組
合
せ
は
誤
り
で
は
な
く
、
制

作
者
の
意
図
的
な
俳
家
の
書
き
換
え
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は

す
な
わ
ち
、
制
作
者
の
豊
か
な
俳
諧
の
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、「
役

者
絵
・
発
句
・
俳
家
」
全
て
「
兄
弟
」
と
し
て
是
非
と
も
融
合
さ
せ
た
か
っ

た
狙
い
、
趣
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
新
た
に
提
示
し
た
視
点
、「
三

者
を
結
び
つ
け
る
隠
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
役
者
名
・
外
題
・
配
役
名
を

解
明
す
る
謎
解
き
の
鍵
」
と
な
る
こ
と
も
、
明
白
と
な
っ
た
。 

 

発
句
と
俳
家
が
不
一
致
の
残
り
八
図
に
つ
い
て
も
、
意
図
的
な
組
合
せ

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
充
分
に
窺
え
る
。 

 

江
戸
時
代
俳
諧
は
、
歌
舞
伎
役
者
、
浮
世
絵
画
師
の
間
に
も
広
く
浸
透

し
、
皆
俳
号
を
持
っ
て
い
た
ほ
ど
盛
ん
で
あ
っ
た
。
三
十
四
図
・
三
十
五
枚

に
添
え
ら
れ
た
発
句
は
、（
表
１
参
照
）（
表
２
参
照
）
で
見
る
よ
う
に
『
古

典
俳
文
学
大
系
』（
集
英
社
）
全
十
六
巻
の
管
見
の
限
り
で
は
、
三
句
を
除

い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
未
確
認
の
三
句
に
つ
い
て
は
、
筆

者
未
見
の
句
集
に
入
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け

数
多
く
の
句
集
か
ら
深
い
洞
察
に
よ
っ
て
発
句
と
俳
家
が
、
役
者
絵
の
外

題
と
配
役
名
に
繋
が
る
よ
う
に
選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
制
作

者
は
俳
諧
に
博
識
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
歌
舞
伎
に

も
精
通
し
、
歴
史
の
知
識
も
あ
っ
た
人
物
で
は
な
い
か
。
同
時
に
、
そ
れ
を

受
容
し
、
役
者
絵
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
読
者
層
も
、
俳
諧
と
歌
舞
伎

と
に
関
心
と
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。 

俳
諧
・
歌
舞
伎
・
役
者
絵
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
研
究
は
進
ん

で
い
る
が
、
こ
の
『
俳
家
書
画
狂
題
』
が
描
い
た
世
界
に
よ
っ
て
、
想
像
以

上
に
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
芸
圏
の
交
流
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
時
代
の
様
相
も
、
新
た
に
見
え
て
く
る
。 

天
保
の
改
革
に
よ
る
文
芸
へ
の
制
約
の
な
か
で
、
意
趣
返
し
と
思
え
る

ほ
ど
、
旺
盛
な
諧
謔
精
神
に
も
富
ん
だ
作
品
群
と
言
え
る 

 

最
後
に
『
俳
家
書
画
狂
題
』
か
ら
、
豊
国
や
制
作
者
た
ち
の
、
役
者
に
注

ぐ
ま
な
ざ
し
に
も
注
目
し
た
い
。
国
会
図
書
館
所
蔵
の
三
十
四
図
の
な
か

に
は
、
中
山
文
五
郎
や
市
川
広
五
郎
と
い
っ
た
、
格
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
脇
役
系
の
役
者
絵
も
入
っ
て
い
る
。 

豊
国
が
極
暑
に
隅
田
川
で
遊
ぶ
役
者
た
ち
を
描
い
た
『
極
暑
あ
そ
び
』

（
太
田
記
念
美
術
館
所
蔵
）
に
は
、
そ
れ
ら
脇
役
系
の
役
者
た
ち
の
悲
哀

が
描
か
れ
て
い
る
。
八
代
目
市
川
團
十
郎
や
初
代
坂
東
志
う
か
達
、
若
手

の
役
者
は
屋
形
船
の
中
で
、
料
理
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
二
代
目
中
山
文
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狂
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敢
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石
の
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に
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右
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る
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こ
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せ
、
三
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に
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狂
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の
文
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界
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り
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く
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の
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の
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図
に
、
発
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、
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家
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由
の
組
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も
に
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中
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者
の
意
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的
な
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家
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こ
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れ
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、
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の
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知
識
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
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俳
家
」
全
て
「
兄
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」
と
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て
是
非
と
も
融
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せ
た
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っ

た
狙
い
、
趣
向
で
あ
る
こ
と
が
分
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た
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新
た
に
提
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し
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点
、「
三

者
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る
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と
も
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た
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発
句
と
俳
家
が
不
一
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の
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り
八
図
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つ
い
て
も
、
意
図
的
な
組
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せ

を
行
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い
る
こ
と
は
、
充
分
に
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る
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江
戸
時
代
俳
諧
は
、
歌
舞
伎
役
者
、
浮
世
絵
画
師
の
間
に
も
広
く
浸
透

し
、
皆
俳
号
を
持
っ
て
い
た
ほ
ど
盛
ん
で
あ
っ
た
。
三
十
四
図
・
三
十
五
枚

に
添
え
ら
れ
た
発
句
は
、（
表
１
参
照
）（
表
２
参
照
）
で
見
る
よ
う
に
『
古

典
俳
文
学
大
系
』（
集
英
社
）
全
十
六
巻
の
管
見
の
限
り
で
は
、
三
句
を
除

い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
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未
確
認
の
三
句
に
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い
て
は
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筆

者
未
見
の
句
集
に
入
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
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ら
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る
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こ
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だ
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多
く
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深
い
洞
察
に
よ
っ
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発
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五
郎
や
初
代
市
川
広
五
郎
ら
の
脇
役
系
の
役
者
た
ち
は
、
船
の
前
で
水
中

に
入
り
、「
か
へ
る
お
よ
ぎ
」「
雷
盆
（
す
り
ば
ち
）
お
よ
ぎ
」「
徳
利
も
ち

立
游
（
お
よ
ぎ
）
」
「
し
ゃ
ち
ほ
こ
立
游
」
「
土
左
衛
門
お
よ
ぎ
」
な
ど
と
、

体
を
張
っ
て
披
露
し
、
花
形
役
者
た
ち
の
酒
の
肴
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

絵
図
で
あ
る
９
９

。 

『
俳
家
書
画
狂
題
』
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
ど
の
役
者
も

同
格
の
扱
い
で
、
こ
こ
で
も
、
舞
台
は
立
役
者
や
立
女
形
だ
け
で
な
く
、
脇

役
系
の
役
者
た
ち
の
芸
も
あ
っ
て
こ
そ
の
融
合
の
世
界
で
あ
る
、
す
な
わ

ち
立
役
者
も
立
女
形
も
そ
し
て
脇
役
系
役
者
も
、
皆
兄
弟
で
あ
る
と
い
う

 

１ 

三
代
目
歌
川
豊
国
：（
歌
川

う
た
が
わ

國く
に

貞さ
だ

）
浮
世
絵
師
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
～

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
。
号
五
渡
亭
・
香
蝶
樓
等
。
初
代
歌
川
豊
国
門
人
。
弘

化
元
年
師
名
を
継
ぎ
、
三
代
目
と
な
り
歌
川
派
を
率
い
た
。
歌
舞
伎
は
國
貞
を
作

り
、
國
貞
は
又
歌
舞
伎
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
歌
舞
伎
の
姿
は
國
貞
の

絵
に
反
映
し
、
又
國
貞
の
絵
は
歌
舞
伎
に
様
々
な
啓
示
を
与
え
た
。（
吉
田
暎
二

著
『
秘
蔵
版 

國
貞 

國
芳
』
貴
重
文
献
保
存
会
、
一
九
五
四
年
、
五
〇
～
五
八

頁
）。 

２ 

加
賀
千
代
女
：
俳
人
。
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
～
安
永
四
（
一
七
七
五
）

年
。
名
、
千
代
・
千
代
女
・
千
代
尼
、
号
、
素
園
。
表
具
師
福
増
屋
六
兵
衛
の

女
。
加
賀
松
任
の
人
。
十
二
歳
頃
、
北
潟
屋
半
睡
（
大
睡
）
に
俳
諧
を
学
ぶ
。
享

保
四
年
支
考
の
来
訪
を
受
け
、
才
分
を
見
出
さ
れ
る
。
支
考
、
乙
由
に
師
事
。
宝

暦
四
年
剃
髪
。
宝
暦
十
三
年
朝
鮮
使
節
来
聘
の
た
め
、
下
命
に
よ
り
懸
物
六
幅
扇

子
十
五
本
を
上
げ
た
。
諸
国
の
俳
客
と
交
わ
り
、
千
代
の
名
を
列
ね
る
古
俳
書
、

書
簡
は
数
多
く
残
る
。『
千
代
尼
句
集
』
と
続
編
『
俳
諧
松
の
声
』
は
在
世
中
に

刊
行
さ
れ
た
。（
中
本
恕
堂
著
『
加
賀
の
千
代
全
集 

全
一
巻
』
加
賀
の
千
代
全

集
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
、
九
～
三
〇
頁
）。 

３ 

三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
：
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
～
天
保
九
（
一
八
三
八
）

年
。
初
代
歌
右
衛
門
の
実
子
。
加
賀
屋
。
俳
名
梅
玉
。
寛
政
三
年
歌
右
衛
門
を
襲

名
。
文
化
・
文
政
期
の
大
坂
の
名
優
。
敵
役
、
立
役
、
女
方
、
所
作
事
を
得
意
と

こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
と
み
る
の
は
、
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。 

 

買
わ
せ
ん
か
な
の
商
法
で
生
ま
れ
た
作
品
群
で
あ
ろ
う
が
、『
俳
家
書
画

狂
題
』
の
制
作
者
が
込
め
た
作
成
意
図
は
深
い
と
考
え
る
。
他
図
に
も
兄

弟
と
し
て
の
様
々
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
推
察
で
き
、
読
み
解

く
こ
と
に
よ
っ
て
思
い
が
け
な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。 

 

本
稿
は
、
全
容
解
明
の
た
め
の
一
考
察
に
過
ぎ
ず
、
今
後
の
研
究
の
進

展
を
望
む
も
の
で
あ
る
。 

 し
、
三
都
の
劇
壇
を
席
捲
し
た
。（
服
部
幸
雄
他
編
『
新
版 

歌
舞
伎
事
典
』
平

凡
社
、
二
〇
一
一
年
、
三
一
二
頁
）
。 

４ 

『
猿
蓑
』：
俳
諧
撰
集
。
去
来
・
凡
兆
編
。
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
刊
。
書

名
は
巻
頭
の
芭
蕉
の
初
し
ぐ
れ
の
発
句
か
ら
と
っ
て
い
る
。
其
角
の
序
と
丈
草
の

跋
。
蕉
風
俳
諧
の
代
表
的
撰
集
と
も
見
な
さ
れ
、
七
部
集
中
に
数
え
ら
れ
て
い

る
。（
阿
部
喜
三
男
他
校
注
『
蕉
門
俳
諧
集
一 

古
典
俳
文
学
体
系
６
』
一
九
七

二
年
、
集
英
社
、
二
六
五
頁
）。 

５ 

渓
石
：（
け
い
せ
き
）
未
詳
。『
猿
蓑
』『
続
虚
栗
』『
俳
諧
勧
進
牒
』『
い
つ
を

昔
』
等
に
入
集
。（
同
）、
二
八
〇
頁
、
八
九
頁
、
二
四
〇
頁
、
一
八
五
頁
。 

６ 

句
兄
弟
：
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
刊
行
の
『
句
兄
弟
』
で
、
編
者
其
角
が 

考
案
し
た
。「
句
兄
弟
」
と
は
、
和
歌
に
お
け
る
本
歌
取
り
・
贈
答
や
、
漢
詩
に 

お
け
る
和
韻
・
追
和
・
点
化
句
法
の
方
法
を
俳
諧
に
応
用
し
、
古
今
諸
家
の
句
を 

兄
と
し
て
こ
れ
に
唱
和
し
、
転
じ
て
新
た
な
趣
意
を
詠
じ
た
句
を
弟
と
し
て
番
え 

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
唱
和
の
方
法
は
、
江
戸
座
を
中
心
と
す
る
都
会
派
俳
諧
の 

方
法
と
し
て
、
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。（
稲
葉
有
祐
・
岩
切
友
里
子
著 

「
第
六
章 

句
兄
弟
か
ら
絵
兄
弟
へ
」
人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料

館
編
『
図
説 

江
戸
の
「
表
現
」―

浮
世
絵
・
文
学
・
芸
能―

』
八
木
書
店
、
二

〇
一
四
年
、
七
一
頁
）。 

７ 

絵
兄
弟
：
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
刊
の
山
東
京
伝
の
滑
稽
本
『
絵
兄
弟
』
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は
、
其
角
の
「
句
兄
弟
」
を
も
じ
っ
て
題
と
し
た
も
の
で
、
形
の
似
た
絵
を
見
開

き
に
並
べ
戯
文
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
好
評
に
よ
っ
て
、
ま
も
な
く
錦
絵

一
枚
絵
で
も
、
二
つ
の
絵
を
対
比
す
る
趣
向
の
、
喜
多
川
歌
麿
「
絵
兄
弟
」
な
ど

の
作
が
出
さ
れ
、
同
様
な
意
匠
が
長
く
幕
末
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。（
同
）。 

８ 

勝
川
春
章
：
浮
世
絵
師
。
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
～
寛
政
四
（
一
七
九

二
）
年
。
号
旭
朗
井
等
。
勝
川
春
水
の
門
人
で
、
高
嵩
谷
に
も
学
ぶ
。
明
和
二
年

頃
よ
り
役
者
絵
を
制
作
、
一
筆
斎
文
調
と
共
に
役
者
似
顔
絵
の
創
始
に
大
き
く
貢

献
し
た
。（
吉
田
暎
二
著
『
浮
世
絵
入
門
』
画
文
堂
、
一
九
六
八
年
、
一
八
三
～

一
九
一
頁
）。 

９ 

初
代
歌
川
豊
国
：
浮
世
絵
師
。
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
～
文
政
八
（
一
八
二

五
）
年
。
号
一
陽
斎
。
歌
川
豊
春
に
入
門
。
寛
政
六
、
七
年
刊
の
「
役
者
舞
台
之

姿
絵
」
の
連
作
の
好
評
に
よ
っ
て
一
躍
有
名
絵
師
と
な
る
。「
役
者
本
位
」
と
い

う
役
者
絵
に
一
つ
の
新
し
い
立
場
を
み
つ
け
、
歌
舞
伎
の
魅
力
を
絵
画
の
上
で
表

現
し
た
。（
同
、
二
九
六
～
三
〇
四
頁
）。 

１
０ 

岩
田
秀
行
著
『
近
世
文
学
研
究
叢
書
２
３ 

江
戸
芸
文
攷 

―

黄
表
紙
・
浮

世
絵
・
江
戸
俳
諧―

』
若
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
一
八
九
頁
。 

 

１
１ 

吉
田
前
掲
（
脚
注
１
）
五
七
、
五
八
頁
。 

１
２ 

東
洲
斎
写
楽
：
生
没
年
伝
記
は
未
詳
。
写
楽
の
作
画
期
は
寛
政
六
年
五
月
か

ら
七
年
二
月
ご
ろ
ま
で
と
推
測
さ
れ
、
わ
ず
か
十
か
月
で
筆
を
折
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
寛
政
六
年
五
月
に
、
都
座
、
桐
座
、
河
原
崎
座
の
夏
芝
居
の
役
者
大
首
絵
を

描
い
て
お
り
、
す
べ
て
傑
作
、
写
楽
が
肖
像
画
家
と
し
て
世
界
的
に
地
歩
を
占
め

た
彼
の
作
中
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。（
吉
田
前
掲
（
脚
注
８
）
、
二
七
六
～

二
七
八
頁
）。 

１
３ 

新
藤
茂
著
『
五
渡
亭
國
貞
【
役
者
絵
の
世
界
】』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
一
九
九

三
年
、
四
、
五
頁
。 

１
４ 

稲
葉
有
祐
・
岩
切
友
里
子
著
「
第
六
章 

句
兄
弟
か
ら
絵
兄
弟
へ
【
５
６
・ 

５
７
】
俳
家
書
画
狂
題
」（
国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）、
七
五
頁
）。 

１
５ 

俳
家
書
画
狂
題 

-
 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

(nd
l

。go

。 

j
p
)    

１
６  

早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス[

統
合
検
索]

 (
wa
se
da

。jp
)    

１
７  

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

(
ni
jl

。ac

。jp
) 

１
８ 

初
代
澤
村
宗
十
郎
：
歌
舞
伎
俳
優
。
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
～
宝
暦
六

（
一
七
五
六
）
年
。
澤
村
家
の
本
流
。
屋
号
紀
伊
国
屋
。
享
保
五
年
に
宗
十
郎
襲

名
。
後
名
は
三
世
澤
村
長
十
郎
。
京
都
の
出
身
。
享
保
三
年
江
戸
へ
下
り
、
元
文

二
年
に
総
巻
軸
と
な
り
、
江
戸
の
大
立
者
と
な
る
。
延
享
四
年
京
・
中
村
粂
太
郎

座
で
の
『
大
矢
数
四
十
七
本
』
の
大
岸
宮
内
で
大
当
り
を
と
り
、
後
の
大
星
由
良

助
役
の
原
型
と
な
っ
た
。
当
り
役
は
他
に
梅
の
由
兵
衛
、
曾
我
十
郎
な
ど
で
、
由

兵
衛
の
頭
巾
は
「
宗
十
郎
頭
巾
」
の
名
を
残
す
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
二
一

〇
頁
）。 

１
９ 

稲
葉
有
祐
・
岩
切
前
掲
（
脚
注
６
）、
七
六
、
七
七
頁
・
稲
葉
有
祐
著
「
第
２

部 

「
表
現
」
の
諸
相 

「
句
兄
弟
」
の
様
相―

後
世
の
受
容
を
中
心
に
ー
」

（
国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）、
二
三
二
、
二
三
三
頁
）。 

２
０ 

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
五
月
に
、
幕
府
三
大
改
革
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
る
政
治
改
革
と
し
て
の
天
保
の
改
革
が
開
始
さ
れ
た
。
老
中
水
野
忠
邦
が
改
革

を
推
進
し
、
動
揺
・
後
退
す
る
幕
藩
権
力
の
再
強
化
を
狙
っ
た
。
文
化
面
で
は
洋

学
を
は
じ
め
国
学
な
ど
の
諸
思
想
や
、
戯
作
・
浮
世
絵
・
歌
舞
伎
・
寄
席
そ
の
他

様
々
な
民
衆
的
文
化
に
も
弾
圧
と
統
制
が
行
わ
れ
た
。（
藤
田
覚
著
『
日
本
歴
史

叢
書 

日
本
歴
史
学
会
編
集 

天
保
の
改
革
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
一

～
三
頁
）。 

２
１ 

水
野
忠
邦
：
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
～
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
。
天
保

の
改
革
者
。
浜
松
藩
主
、
老
中
。
徳
川
家
斉
薨
後
、
家
慶
を
輔
け
て
幕
政
の
大
改

革
を
断
行
し
た
。
享
保
・
寛
政
の
勤
倹
制
度
を
理
想
と
し
た
が
、
施
為
急
激
で
厳

峻
に
過
ぎ
た
た
め
人
望
を
失
い
、
僅
か
二
年
に
し
て
免
職
さ
れ
た
。
弘
化
元
年
再

び
老
中
に
復
活
す
る
が
、
同
二
年
二
月
失
脚
す
る
。（
下
中
邦
彦
編
『
日
本
人
名

大
事
典
（
新
撰
大
人
名
辞
典
）』
第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
四
四
頁
）。 

２
２ 

岩
田
前
掲
（
脚
注
１
０
）、
一
九
四
～
一
九
六
頁
。 

２
３ 

国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）、
七
五
頁
。 

２
４ 

⑧
東
花
坊
・
市
村
羽
左
衛
門
「
名
古
屋
山
三
元
春
」
⑨
乙
由
・
澤
村
宗
十
良

「
官
相
乗
」
⑬
鬼
貫
・
市
川
広
五
郎
「
白
船
久
右
衛
門
」
⑯
芭
蕉
翁
・
尾
上
菊
五

良
「
桑
名
屋
徳
ぞ
う
」
⑰
鬼
貫
・
市
川
團
十
郎
「
南
与
兵
衛
」
㉑
野
水
・
中
山
文
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は
、
其
角
の
「
句
兄
弟
」
を
も
じ
っ
て
題
と
し
た
も
の
で
、
形
の
似
た
絵
を
見
開

き
に
並
べ
戯
文
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
好
評
に
よ
っ
て
、
ま
も
な
く
錦
絵

一
枚
絵
で
も
、
二
つ
の
絵
を
対
比
す
る
趣
向
の
、
喜
多
川
歌
麿
「
絵
兄
弟
」
な
ど

の
作
が
出
さ
れ
、
同
様
な
意
匠
が
長
く
幕
末
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。（
同
）。 

８ 

勝
川
春
章
：
浮
世
絵
師
。
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
～
寛
政
四
（
一
七
九

二
）
年
。
号
旭
朗
井
等
。
勝
川
春
水
の
門
人
で
、
高
嵩
谷
に
も
学
ぶ
。
明
和
二
年

頃
よ
り
役
者
絵
を
制
作
、
一
筆
斎
文
調
と
共
に
役
者
似
顔
絵
の
創
始
に
大
き
く
貢

献
し
た
。（
吉
田
暎
二
著
『
浮
世
絵
入
門
』
画
文
堂
、
一
九
六
八
年
、
一
八
三
～

一
九
一
頁
）。 

９ 

初
代
歌
川
豊
国
：
浮
世
絵
師
。
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
～
文
政
八
（
一
八
二

五
）
年
。
号
一
陽
斎
。
歌
川
豊
春
に
入
門
。
寛
政
六
、
七
年
刊
の
「
役
者
舞
台
之

姿
絵
」
の
連
作
の
好
評
に
よ
っ
て
一
躍
有
名
絵
師
と
な
る
。「
役
者
本
位
」
と
い

う
役
者
絵
に
一
つ
の
新
し
い
立
場
を
み
つ
け
、
歌
舞
伎
の
魅
力
を
絵
画
の
上
で
表

現
し
た
。（
同
、
二
九
六
～
三
〇
四
頁
）。 

１
０ 

岩
田
秀
行
著
『
近
世
文
学
研
究
叢
書
２
３ 

江
戸
芸
文
攷 

―

黄
表
紙
・
浮

世
絵
・
江
戸
俳
諧―

』
若
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
一
八
九
頁
。 

 

１
１ 

吉
田
前
掲
（
脚
注
１
）
五
七
、
五
八
頁
。 

１
２ 

東
洲
斎
写
楽
：
生
没
年
伝
記
は
未
詳
。
写
楽
の
作
画
期
は
寛
政
六
年
五
月
か

ら
七
年
二
月
ご
ろ
ま
で
と
推
測
さ
れ
、
わ
ず
か
十
か
月
で
筆
を
折
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
寛
政
六
年
五
月
に
、
都
座
、
桐
座
、
河
原
崎
座
の
夏
芝
居
の
役
者
大
首
絵
を

描
い
て
お
り
、
す
べ
て
傑
作
、
写
楽
が
肖
像
画
家
と
し
て
世
界
的
に
地
歩
を
占
め

た
彼
の
作
中
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。（
吉
田
前
掲
（
脚
注
８
）
、
二
七
六
～

二
七
八
頁
）。 

１
３ 

新
藤
茂
著
『
五
渡
亭
國
貞
【
役
者
絵
の
世
界
】』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
一
九
九

三
年
、
四
、
五
頁
。 

１
４ 

稲
葉
有
祐
・
岩
切
友
里
子
著
「
第
六
章 

句
兄
弟
か
ら
絵
兄
弟
へ
【
５
６
・ 

５
７
】
俳
家
書
画
狂
題
」（
国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）、
七
五
頁
）。 

１
５ 

俳
家
書
画
狂
題 

-
 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

(nd
l

。go

。 

j
p
)    

１
６  

早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス[

統
合
検
索]

 (
wa
se
da

。jp
)    

１
７  

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

(
ni
jl

。ac

。jp
) 

１
８ 

初
代
澤
村
宗
十
郎
：
歌
舞
伎
俳
優
。
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
～
宝
暦
六

（
一
七
五
六
）
年
。
澤
村
家
の
本
流
。
屋
号
紀
伊
国
屋
。
享
保
五
年
に
宗
十
郎
襲

名
。
後
名
は
三
世
澤
村
長
十
郎
。
京
都
の
出
身
。
享
保
三
年
江
戸
へ
下
り
、
元
文

二
年
に
総
巻
軸
と
な
り
、
江
戸
の
大
立
者
と
な
る
。
延
享
四
年
京
・
中
村
粂
太
郎

座
で
の
『
大
矢
数
四
十
七
本
』
の
大
岸
宮
内
で
大
当
り
を
と
り
、
後
の
大
星
由
良

助
役
の
原
型
と
な
っ
た
。
当
り
役
は
他
に
梅
の
由
兵
衛
、
曾
我
十
郎
な
ど
で
、
由

兵
衛
の
頭
巾
は
「
宗
十
郎
頭
巾
」
の
名
を
残
す
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
二
一

〇
頁
）。 

１
９ 

稲
葉
有
祐
・
岩
切
前
掲
（
脚
注
６
）、
七
六
、
七
七
頁
・
稲
葉
有
祐
著
「
第
２

部 

「
表
現
」
の
諸
相 

「
句
兄
弟
」
の
様
相―

後
世
の
受
容
を
中
心
に
ー
」

（
国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）、
二
三
二
、
二
三
三
頁
）。 

２
０ 

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
五
月
に
、
幕
府
三
大
改
革
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
る
政
治
改
革
と
し
て
の
天
保
の
改
革
が
開
始
さ
れ
た
。
老
中
水
野
忠
邦
が
改
革

を
推
進
し
、
動
揺
・
後
退
す
る
幕
藩
権
力
の
再
強
化
を
狙
っ
た
。
文
化
面
で
は
洋

学
を
は
じ
め
国
学
な
ど
の
諸
思
想
や
、
戯
作
・
浮
世
絵
・
歌
舞
伎
・
寄
席
そ
の
他

様
々
な
民
衆
的
文
化
に
も
弾
圧
と
統
制
が
行
わ
れ
た
。（
藤
田
覚
著
『
日
本
歴
史

叢
書 

日
本
歴
史
学
会
編
集 

天
保
の
改
革
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
一

～
三
頁
）。 

２
１ 

水
野
忠
邦
：
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
～
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
。
天
保

の
改
革
者
。
浜
松
藩
主
、
老
中
。
徳
川
家
斉
薨
後
、
家
慶
を
輔
け
て
幕
政
の
大
改

革
を
断
行
し
た
。
享
保
・
寛
政
の
勤
倹
制
度
を
理
想
と
し
た
が
、
施
為
急
激
で
厳

峻
に
過
ぎ
た
た
め
人
望
を
失
い
、
僅
か
二
年
に
し
て
免
職
さ
れ
た
。
弘
化
元
年
再

び
老
中
に
復
活
す
る
が
、
同
二
年
二
月
失
脚
す
る
。（
下
中
邦
彦
編
『
日
本
人
名

大
事
典
（
新
撰
大
人
名
辞
典
）』
第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
四
四
頁
）。 

２
２ 
岩
田
前
掲
（
脚
注
１
０
）、
一
九
四
～
一
九
六
頁
。 

２
３ 
国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）、
七
五
頁
。 

２
４ 
⑧
東
花
坊
・
市
村
羽
左
衛
門
「
名
古
屋
山
三
元
春
」
⑨
乙
由
・
澤
村
宗
十
良

「
官
相
乗
」
⑬
鬼
貫
・
市
川
広
五
郎
「
白
船
久
右
衛
門
」
⑯
芭
蕉
翁
・
尾
上
菊
五

良
「
桑
名
屋
徳
ぞ
う
」
⑰
鬼
貫
・
市
川
團
十
郎
「
南
与
兵
衛
」
㉑
野
水
・
中
山
文
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五
郎
「
瀬
野
尾
太
郎
兼
康
」
㉓
晋
子
・
中
村
歌
右
衛
門
「
宮
本
無
三
四
」
㉙
泥

足
・
市
川
團
十
郎
「
ゑ
び
ざ
こ
の
十
」
㉜
嵐
雪
・
坂
東
志
う
か
「
重
次
兵
衛
女
房

お
は
や
」
㉝
素
堂
・
坂
東
志
う
か
「
三
日
月
お
せ
ん
」
㉟
晋
子
・
市
川
團
十
郎

「
不
破
伴
左
衛
門
重
勝
」
計
十
一
図
・
十
一
枚
。 

２
５ 

役
者
名
と
配
役
名
は
手
書
き
の
可
能
性
が
あ
る
。
実
物
を
後
ろ
か
ら
光
に
照

ら
す
と
手
書
き
の
墨
は
「
凹
凸
」
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
刷
物
は
後
ろ
か
ら
見
て

も
墨
は
「
平
」
で
あ
る
。
貴
重
史
料
な
の
で
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
判
別

は
難
し
い
。
し
か
し
、
次
の
点
で
手
書
き
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
①

「
素
堂
・
坂
東
志
う
か
」
の
二
図
に
つ
い
て
、
坂
東
志
う
か
の
文
字
の
形
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
。
②
「
千
代
女
と
中
村
歌
右
衛
門
」
の
「
門
」
の
文
字
が
、
髪
の
毛

の
上
に
重
な
っ
て
い
る
等
に
よ
っ
て
、
錦
絵
専
門
研
究
者
の
確
か
な
考
証
を
望
む

も
の
で
あ
る
。
手
書
き
で
あ
っ
た
場
合
は
、
天
保
の
改
革
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の

と
な
り
、
論
考
の
変
更
が
あ
り
う
る
。 

２
６ 

五
代
目
澤
村
長
十
郎
（
五
代
目
澤
村
宗
十
郎
）：
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
～

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
。
初
代
澤
村
訥
升
、
後
名
五
代
目
澤
村
長
十
郎
。
四
代

目
澤
村
宗
十
郎
の
高
弟
。
天
保
元
年
河
原
崎
座
で
『
千
本
桜
』
の
七
役
と
『
忠
臣

蔵
』
の
十
一
役
等
を
つ
と
め
て
大
當
り
を
取
っ
た
。
弘
化
元
年
七
月
市
村
座
で
五

代
目
澤
村
宗
十
郎
を
襲
名
。
嘉
永
元
年
十
一
月
中
村
座
で
五
代
目
澤
村
長
十
郎
を

相
続
し
た
。（
下
中
前
掲
（
脚
注
２
１
）
第
三
巻
、
一
九
〇
頁
）。 

２
７ 

土
芳
：
伊
賀
上
野
の
藩
士
で
、
同
地
に
於
け
る
蕉
門
の
古
老
。
服
部
氏
。
名

は
保
英
。
半
左
衛
門
と
称
し
、
初
号
芦
馬
、
蓑
虫
庵
又
些
中
庵
と
号
し
た
。
享
保

十
五
年
殁
。
享
年
七
十
四
。
遺
稿
に
『
横
日
記
』『
庵
日
記
』『
蓑
虫
庵
集
』『
芭

翁
句
集
』『
芭
翁
文
集
』『
三
冊
子
』
（
安
永
五
年
高
桑
闌
更
刊
）
等
あ
り
。（
安
井

小
洒
他
編
『
蕉
門
名
家
句
集
二 

古
典
俳
文
学
大
系
９
』
集
英
社
、
一
九
七
二

年
、
六
四
二
頁
）。 

２
８ 

乙
由
：
俳
人
。
中
川
氏
。
麦
林
舎
・
麦
林
・
梅
我
と
号
し
た
。
元
文
四
（
一

七
三
九
）
年
没
、
享
年
六
十
五
。
伊
勢
川
崎
の
生
ま
れ
。
初
め
材
木
商
、
の
ち
神

宮
の
御
師
と
な
っ
た
。
元
禄
三
年
春
、
芭
蕉
の
伊
勢
来
遊
に
際
し
て
入
門
。
そ
の

後
涼
莵
に
師
事
し
、
支
考
に
親
炙
し
て
、
次
第
に
地
位
を
強
化
し
た
。
涼
莵
没
後

伊
勢
俳
壇
の
中
心
人
物
と
な
り
、
伊
勢
派
又
は
麦
林
派
と
称
せ
ら
れ
る
巨
大
な
俳

団
体
を
形
成
し
た
。（
伊
地
知
鐵
男
他
編
『
俳
諧
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
九

〇
年
、
八
九
、
九
〇
頁
）。  

２
９ ⑤

図 

素
堂 

坂
東
志
う
か 

 
-
 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

(
n
dl

。go

。jp
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㉝
図 

素
堂 

坂
東
志
う
か 

 
 
- 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

(
n
dl

。go

。jp
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３
０ 

 

尾
上
多
美
蔵
ヵ
と
傘
下 

 

早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス[

資
料

詳
細]

 
(w
as
ed
a

。j
p)

  

岩
井
粂
三
郎
と
句
空 

 

早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス[

資
料
詳

細]
 
(w
as
ed
a

。j
p) 

３
１ 

其
角
：
蕉
門
最
古
参
の
俳
人
。
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
～
宝
永
四
（
一
七

〇
七
）
年
。
宝
井
氏
。
号
、
晋
子
・
宝
晋
斎
・
螺
舎
・
渉
川
・
狂
雷
堂
・
狂
而
堂

等
。
言
語
遊
戯
性
が
高
く
闊
達
・
洒
落
で
趣
向
を
好
む
都
会
派
の
代
表
的
人
物
。

赤
穂
浪
士
を
引
き
取
り
、
保
護
し
た
松
平
定
直
は
其
角
の
パ
ト
ロ
ン
。
門
流
か
ら

与
謝
蕪
村
を
輩
出
。
芭
蕉
没
後
、
四
散
す
る
蕉
門
に
向
け
て
上
梓
さ
れ
た
俳
書

『
句
兄
弟
』
は
、
俳
壇
に
反
響
を
呼
び
、
江
戸
を
中
心
と
す
る
都
会
派
俳
諧
の
代

表
的
な
方
法
と
し
て
定
着
し
た
。（
稲
葉
有
祐
著
『
宝
井
其
角
と
都
会
派
俳
諧
』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
三
～
一
二
頁
）。 

３
２ 

二
代
目
市
川
團
十
郎
：
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
～
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）

年
。
初
代
團
十
郎
の
長
男
。
元
禄
十
七
年
二
代
目
團
十
郎
を
襲
名
。
宝
永
六
年
、

初
代
團
十
郎
七
回
忌
追
善
興
行
の
山
村
座
『
傾
情
雲
雀
山
』
に
お
い
て
、
も
ぐ
さ

売
り
の
役
を
演
じ
大
評
判
と
な
っ
た
。
正
徳
四
年
役
者
目
録
の
巻
頭
と
な
り
、
名

実
と
も
に
江
戸
歌
舞
伎
界
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
二
代
目
團
十
郎
が
書
い
た
日

記
か
ら
見
え
る
読
書
体
験
は
、
幅
広
い
役
の
演
技
や
多
く
の
舞
台
演
出
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。
役
者
人
生
六
十
年
の
間
興
行
二
百
二
十
六
回
、
の
べ
三
百
六
十
五
役

を
演
じ
、
死
後
数
年
経
て
も
役
者
評
判
記
に
生
前
の
華
々
し
い
演
技
が
述
懐
さ
れ

た
。『
老
の
た
の
し
み
』『
栢
莚
狂
句
集
』
等
の
著
が
あ
る
。（
ビ
ュ
ー
ル
ク
・
ト

ー
ヴ
ェ
著
『
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
に
み
る
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
』
文
学
通

信
、
二
〇
一
九
年
、
八
～
三
六
頁
）
。 
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３
３ 

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』：『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』『
義
経
千
本
桜
』
と
並
ぶ
人

形
浄
瑠
璃
全
盛
期
の
名
作
。
延
享
四
年
六
月
、
京
・
中
村
粂
太
郎
座
で
上
演
さ

れ
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
の
大
岸
宮
内
（
大
石
内
蔵
助
）
の
名
演
で
評
判
と
な
っ
た

『
大
矢
数
四
十
七
本
』
に
刺
激
さ
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、「
忠
臣
蔵
物
」
の
最

高
峰
に
位
置
す
る
。
寛
延
元
年
竹
本
座
で
の
成
功
の
跡
を
受
け
て
十
二
月
大
坂
・

中
の
芝
居
の
舞
台
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
を
初
め
翌
年
に
は
江
戸
三
座
で
競
演
。

爾
来
、
歌
舞
伎
の
独
参
湯
と
称
さ
れ
、
大
入
り
を
呼
ぶ
人
気
狂
言
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
演
技
や
演
出
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
き
た
。（
服
部
前
掲

（
脚
注
３
）、
一
二
一
頁
）。 

３
４ 

湖
月
堂
子
葉
：
俳
人
。
大
高
源
吾
。
名
は
忠
雄
。
沾
徳
門
。『
丁
丑
紀
行
』

『
二
つ
の
竹
』
の
著
が
あ
る
。
赤
穂
藩
士
。
主
君
の
仇
を
う
ち
、
元
禄
十
六
年
二

月
四
日
自
刃
、
享
年
三
十
二
。
辞
世
「
梅
で
の
む
茶
屋
も
あ
る
べ
し
死
出
の
山
」

（
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
三
二
二
頁
）。 

３
５ 

水
間
沾
徳
：
俳
人
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
～
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）

年
。
は
じ
め
門
田
氏
、
の
ち
水
間
氏
。
江
戸
の
人
。
内
藤
露
沾
直
門
と
な
る
。
三

十
一
歳
の
時
『
一
字
幽
蘭
集
』
を
編
し
俳
壇
に
確
乎
た
る
地
位
を
し
め
た
。
多
く

の
貴
顕
の
家
に
も
出
入
り
し
、
享
保
時
代
に
は
江
戸
俳
壇
の
中
心
人
物
と
な
っ

た
。
俳
風
は
情
緒
よ
り
も
理
智
を
好
み
、
都
会
的
な
譬
喩
俳
諧
を
旨
と
し
、
其
角

一
派
の
傾
向
と
接
近
し
て
い
る
。
そ
の
点
談
林
風
の
俳
諧
を
継
承
し
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。（
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
三
八
五
頁
）。 

３
６ 

服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
三
八
六
頁
。
発
句
は
『
俳
諧
職
人
尽
前
集
』
『
五
元

集
拾
遺
』
に
所
収
。（
安
井
小
洒
他
編
『
蕉
門
名
家
句
集
一 

古
典
俳
文
学
体
系

８
』
集
英
社
、
一
九
七
一
年
、
一
八
九
頁
）。 

３
７ 

復
本
一
郎
氏
は
、
俳
人
子
葉
の
煤
竹
売
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
子
葉
側
に
は

勿
論
の
こ
と
、
其
角
側
に
も
信
憑
性
の
あ
る
資
料
は
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
述
べ
る
。
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ツ
は
戯
作
者
為
永
春
水
の
人
情
本

『
正
史
実
伝
い
ろ
は
文
庫
』（
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
刊
行
）
と
、
浮
世
絵

師
・
渓
斎
栄
泉
の
挿
画
で
あ
る
。
右
に
高
下
駄
を
履
い
た
坊
主
頭
の
其
角
と
、
左

に
煤
竹
売
り
の
風
体
を
し
、
煤
竹
を
束
に
し
て
両
手
で
支
え
て
其
角
と
話
し
込
む

大
高
源
吾
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、「
年
の
瀬
や
水
の
な
が
れ
も

人
の
身
も 

其
角
」「
あ
し
た
ま
た
る
ゝ
其
た
か
ら
船 

湖
月
堂
」
の
付
合
が
、

春
水
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
付
合
の
場
と
し
て
の
両
国
橋
は
で
て
こ

な
い
。
の
ち
緑
亭
川
柳
が
『
誠
忠
義
臣
略
伝
』
を
弘
化
五
（
一
八
四
八
）
年
と

『
俳
人
百
家
撰
』
を
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
出
版
し
、
と
も
に
其
角
と
子
葉

に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、『
俳
人
百
家
撰
』
で
は
、
子
葉
の
略
伝
中
、「
両
国
橋
に

て
其
角
に
あ
ふ
」
と
、
両
国
橋
で
出
合
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。 

巷
説
を
劇
化
し
た
も
の
と
し
て
は
、
瀬
川
如
皐
と
三
世
桜
田
治
助
の
合
作
で
、

安
政
三
年
五
月
、
江
戸
森
田
座
の
初
演
に
な
る
『
新
台
い
ろ
は
書
始
』
が
あ
り
、

江
戸
後
期
以
降
、
俳
人
子
葉
の
煤
竹
売
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
っ
た
。（
復
本
一
郎
著
『
俳
句
忠
臣
蔵
〈
新
潮
選
書
〉』
新
潮
社
、
一
九
九
一

年
、
一
三
～
三
四
頁
）。 

３
８ 

桑
岡
貞
佐
：
俳
人
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
～
享
保
十
九
（
一
七
三

四
）
年
。
名
、
永
房
。
通
称
、
平
三
郎
。
榎
本
其
角
に
学
ぶ
。
元
禄
十
四
年
、
水

間
沾
徳
と
京
都
へ
旅
し
、
赤
穂
浪
士
の
大
高
源
吾
ら
と
交
わ
る
。
江
戸
座
の
中
心

と
し
て
活
躍
し
た
。（
ビ
ュ
ー
ル
ク
前
掲
（
脚
注
３
２
）、
四
四
頁
）。 

３
９ 

ビ
ュ―

ル
ク
・
ト―

ヴ
ェ
著
「
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
詳
解 

第
五
回

（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
年
五
月
八
日
～
十
五
日
）」（
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教

養
学
部
）』
第
５
７
巻
第
２
号
、
二
〇
二
二
年
、
二
〇
八
～
二
一
〇
頁
）
。 

４
０ 

立
川
談
洲
樓
焉
馬
撰
『
花
江
都 

歌
舞
伎
年
代
記
』
鳳
出
版
、
一
九
七
六

年
、
二
一
九
、
二
二
〇
頁
。 

 

４
１ 

同
。 

４
２ 

同
、
二
二
〇
頁
。 

４
３ 

同
。 

 

４
４ 

同
、
二
二
〇
頁
。（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
編
『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵 

上
演
年
表 

―

近
世
の
部―

』
二
〇
〇
二
年
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編

『
同 

―

近
代
の
部
（
明
治
）』
一
九
八
六
年
・
同
『
同 

―

近
代
の
部
（
大

正
・
昭
和
）』
一
九
八
六
年
に
よ
る
と
、「
大
鷲
文
吾
」
役
は
、
寛
延
二
年
六
月
中

村
座
の
二
代
目
市
川
團
十
郎
が
初
出
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
三
代
目
・
四
代
目
を

除
き
、
十
代
目
ま
で
演
じ
て
い
る
。
上
記
資
料
に
よ
る
最
後
は
、
十
代
目
が
大
正

十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
二
月
本
郷
座
で
演
じ
た
。
し
か
し
、
市
川
家
門
葉
の
み
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３
３ 
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』：『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』『
義
経
千
本
桜
』
と
並
ぶ
人

形
浄
瑠
璃
全
盛
期
の
名
作
。
延
享
四
年
六
月
、
京
・
中
村
粂
太
郎
座
で
上
演
さ

れ
、
初
代
澤
村
宗
十
郎
の
大
岸
宮
内
（
大
石
内
蔵
助
）
の
名
演
で
評
判
と
な
っ
た

『
大
矢
数
四
十
七
本
』
に
刺
激
さ
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、「
忠
臣
蔵
物
」
の
最

高
峰
に
位
置
す
る
。
寛
延
元
年
竹
本
座
で
の
成
功
の
跡
を
受
け
て
十
二
月
大
坂
・

中
の
芝
居
の
舞
台
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
を
初
め
翌
年
に
は
江
戸
三
座
で
競
演
。

爾
来
、
歌
舞
伎
の
独
参
湯
と
称
さ
れ
、
大
入
り
を
呼
ぶ
人
気
狂
言
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
演
技
や
演
出
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
き
た
。（
服
部
前
掲

（
脚
注
３
）、
一
二
一
頁
）。 

３
４ 

湖
月
堂
子
葉
：
俳
人
。
大
高
源
吾
。
名
は
忠
雄
。
沾
徳
門
。『
丁
丑
紀
行
』

『
二
つ
の
竹
』
の
著
が
あ
る
。
赤
穂
藩
士
。
主
君
の
仇
を
う
ち
、
元
禄
十
六
年
二

月
四
日
自
刃
、
享
年
三
十
二
。
辞
世
「
梅
で
の
む
茶
屋
も
あ
る
べ
し
死
出
の
山
」

（
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
三
二
二
頁
）。 

３
５ 

水
間
沾
徳
：
俳
人
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
～
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）

年
。
は
じ
め
門
田
氏
、
の
ち
水
間
氏
。
江
戸
の
人
。
内
藤
露
沾
直
門
と
な
る
。
三

十
一
歳
の
時
『
一
字
幽
蘭
集
』
を
編
し
俳
壇
に
確
乎
た
る
地
位
を
し
め
た
。
多
く

の
貴
顕
の
家
に
も
出
入
り
し
、
享
保
時
代
に
は
江
戸
俳
壇
の
中
心
人
物
と
な
っ

た
。
俳
風
は
情
緒
よ
り
も
理
智
を
好
み
、
都
会
的
な
譬
喩
俳
諧
を
旨
と
し
、
其
角

一
派
の
傾
向
と
接
近
し
て
い
る
。
そ
の
点
談
林
風
の
俳
諧
を
継
承
し
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。（
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
三
八
五
頁
）。 

３
６ 

服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
三
八
六
頁
。
発
句
は
『
俳
諧
職
人
尽
前
集
』
『
五
元

集
拾
遺
』
に
所
収
。（
安
井
小
洒
他
編
『
蕉
門
名
家
句
集
一 

古
典
俳
文
学
体
系

８
』
集
英
社
、
一
九
七
一
年
、
一
八
九
頁
）。 

３
７ 

復
本
一
郎
氏
は
、
俳
人
子
葉
の
煤
竹
売
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
子
葉
側
に
は

勿
論
の
こ
と
、
其
角
側
に
も
信
憑
性
の
あ
る
資
料
は
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
述
べ
る
。
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ツ
は
戯
作
者
為
永
春
水
の
人
情
本

『
正
史
実
伝
い
ろ
は
文
庫
』（
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
刊
行
）
と
、
浮
世
絵

師
・
渓
斎
栄
泉
の
挿
画
で
あ
る
。
右
に
高
下
駄
を
履
い
た
坊
主
頭
の
其
角
と
、
左

に
煤
竹
売
り
の
風
体
を
し
、
煤
竹
を
束
に
し
て
両
手
で
支
え
て
其
角
と
話
し
込
む

大
高
源
吾
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、「
年
の
瀬
や
水
の
な
が
れ
も

人
の
身
も 

其
角
」「
あ
し
た
ま
た
る
ゝ
其
た
か
ら
船 

湖
月
堂
」
の
付
合
が
、

春
水
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
付
合
の
場
と
し
て
の
両
国
橋
は
で
て
こ

な
い
。
の
ち
緑
亭
川
柳
が
『
誠
忠
義
臣
略
伝
』
を
弘
化
五
（
一
八
四
八
）
年
と

『
俳
人
百
家
撰
』
を
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
出
版
し
、
と
も
に
其
角
と
子
葉

に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、『
俳
人
百
家
撰
』
で
は
、
子
葉
の
略
伝
中
、「
両
国
橋
に

て
其
角
に
あ
ふ
」
と
、
両
国
橋
で
出
合
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。 

巷
説
を
劇
化
し
た
も
の
と
し
て
は
、
瀬
川
如
皐
と
三
世
桜
田
治
助
の
合
作
で
、

安
政
三
年
五
月
、
江
戸
森
田
座
の
初
演
に
な
る
『
新
台
い
ろ
は
書
始
』
が
あ
り
、

江
戸
後
期
以
降
、
俳
人
子
葉
の
煤
竹
売
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
っ
た
。（
復
本
一
郎
著
『
俳
句
忠
臣
蔵
〈
新
潮
選
書
〉』
新
潮
社
、
一
九
九
一

年
、
一
三
～
三
四
頁
）。 

３
８ 

桑
岡
貞
佐
：
俳
人
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
～
享
保
十
九
（
一
七
三

四
）
年
。
名
、
永
房
。
通
称
、
平
三
郎
。
榎
本
其
角
に
学
ぶ
。
元
禄
十
四
年
、
水

間
沾
徳
と
京
都
へ
旅
し
、
赤
穂
浪
士
の
大
高
源
吾
ら
と
交
わ
る
。
江
戸
座
の
中
心

と
し
て
活
躍
し
た
。（
ビ
ュ
ー
ル
ク
前
掲
（
脚
注
３
２
）、
四
四
頁
）。 

３
９ 

ビ
ュ―

ル
ク
・
ト―

ヴ
ェ
著
「
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
詳
解 

第
五
回

（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
年
五
月
八
日
～
十
五
日
）」（
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教

養
学
部
）』
第
５
７
巻
第
２
号
、
二
〇
二
二
年
、
二
〇
八
～
二
一
〇
頁
）
。 

４
０ 

立
川
談
洲
樓
焉
馬
撰
『
花
江
都 

歌
舞
伎
年
代
記
』
鳳
出
版
、
一
九
七
六

年
、
二
一
九
、
二
二
〇
頁
。 

 

４
１ 

同
。 

４
２ 

同
、
二
二
〇
頁
。 

４
３ 

同
。 

 

４
４ 

同
、
二
二
〇
頁
。（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
編
『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵 

上
演
年
表 

―

近
世
の
部―

』
二
〇
〇
二
年
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編

『
同 

―

近
代
の
部
（
明
治
）』
一
九
八
六
年
・
同
『
同 

―

近
代
の
部
（
大

正
・
昭
和
）』
一
九
八
六
年
に
よ
る
と
、「
大
鷲
文
吾
」
役
は
、
寛
延
二
年
六
月
中

村
座
の
二
代
目
市
川
團
十
郎
が
初
出
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
三
代
目
・
四
代
目
を

除
き
、
十
代
目
ま
で
演
じ
て
い
る
。
上
記
資
料
に
よ
る
最
後
は
、
十
代
目
が
大
正

十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
二
月
本
郷
座
で
演
じ
た
。
し
か
し
、
市
川
家
門
葉
の
み
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な
ら
ず
、
他
の
多
く
の
役
者
が
諸
所
の
座
で
「
大
鷲
文
吾
」
或
い
は
「
大
高
源

吾
」
役
を
演
じ
て
い
る
。
立
川
談
洲
樓
焉
馬
が
述
べ
た
演
出
が
絶
え
た
と
い
う
の

は
、
二
代
目
團
十
郎
が
行
っ
た
演
出
法
が
変
容
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。 

４
５ 

林
京
平
著
「
型
と
演
出 

変
化
多
い
討
入
の
演
出
」
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室

編
『
上
演
資
料
集
〈
２
５
６
〉 

假
名
手
本
忠
臣
蔵 

第
１
３
８
～
１
４
０
回 

歌
舞
伎
公
演
』
国
立
劇
場
、
一
九
八
六
年
、
一
五
三
、
一
五
四
頁
。 

４
６ 

七
代
目
市
川
團
十
郎
：
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
～
安
政
六
（
一
八
五
九
）

年
。
五
代
目
の
孫
。
寛
政
十
二
年
十
歳
で
團
十
郎
を
襲
名
。
文
化
・
文
政
期
か
ら

幕
末
の
安
政
に
至
る
ま
で
活
躍
し
た
名
優
。
荒
事
・
実
事
・
実
悪
・
和
事
・
色
悪

な
ど
広
い
役
柄
を
自
由
に
こ
な
し
た
。「
歌
舞
伎
十
八
番
」
を
選
定
し
、
公
表
し

た
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
五
〇
頁
）。 

４
７ 

八
代
目
市
川
團
十
郎
：
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
～
安
政
元
（
一
八
五
四
）

年
。
七
代
目
の
長
男
。
天
保
三
年
十
歳
で
團
十
郎
を
襲
名
し
た
。
若
く
し
て
天
才

的
な
技
芸
を
見
せ
、
格
別
の
美
貌
が
幕
末
期
の
頽
廃
的
な
気
分
に
合
い
、
江
戸
人

の
熱
狂
的
な
支
持
を
受
け
た
が
、
謎
の
自
殺
を
遂
げ
た
。
享
年
三
十
二
。（
同
）。 

４
８ 

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵 

上
演
年
表―

近
世
の
部―

』
日
本
芸
術
振
興
会
、
二
〇
〇
二
年
、
六
四
頁
。 

４
９ 

同
、
八
二
頁
。 

５
０

「
三
代
目
歌
川
豊
国
筆
『
古
今
俳
優
似
顔
大
全
』
演
博
・
役
者
絵
研
究
会
編
、

一
九
九
八
年
」
に
は
、
各
宗
家
の
代
々
の
役
者
の
似
顔
を
、
三
代
目
豊
国
が
画
い

た
も
の
が
載
っ
て
い
る
。
市
川
團
十
郎
に
つ
い
て
、
二
代
目
は
『
雷
神
不
動
北
山

櫻
』
の
「
鳴
神
上
人
」
を
演
じ
て
い
る
顔
、
七
代
目
は
『
勧
進
帳
』
の
「
弁

慶
」、
八
代
目
は
『
鎌
髭
』
の
「
六
部
」
の
顔
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
顔
か
ら
見

る
と
、
絵
図
の
大
高
源
吾
を
演
じ
た
團
十
郎
は
、
八
代
目
に
近
い
と
思
っ
た
。
し

か
も
八
代
目
は
、
子
葉
と
同
じ
よ
う
な
年
齢
で
自
死
を
し
て
い
る
の
で
、『
俳
家

書
画
狂
題
』
の
制
作
者
は
、
二
人
を
重
ね
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
。
し
か

し
、
八
代
目
が
天
保
八
年
に
大
高
源
吾
を
演
じ
た
時
は
十
五
歳
で
（
大
星
力
弥
も

演
じ
て
い
る
）、
自
殺
し
た
の
は
十
七
年
後
、
絵
図
の
制
作
後
と
な
り
、
そ
の
趣

向
は
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
っ
た
。
七
代
目
も
二
代
目
と
同
じ
く
文
人
で
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
子
葉
や
赤
穂
義
士
、
其
角
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
見
出
せ
な
い
。
絵
図
の
中

で
、
発
句
・
俳
家
・
役
者
絵
が
繋
が
る
役
者
は
、
や
は
り
二
代
目
團
十
郎
で
は
な

い
か
と
考
察
し
た
。 

５
１

「
宗
十
郎
十
三
年
間
當
座
居
な
り
。
今
度
市
村
座
へ
行
く
名
殘
狂
言
。
菅
丞
相

嶋
わ
た
り
の
狂
言
。
中
村
の
里
よ
り
市
村
の
里
へ
行
と
い
ふ
趣
向―

。
」（
伊
原
敏

郎
著
『
歌
舞
伎
年
表 

第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
二
三
六
、
二
三
七

頁
）。 

 

５
２

『
天
神
記
』：
浄
瑠
璃
。
五
段
。
近
松
門
左
衛
門
作
。
正
徳
四
（
一
七
一
四
）

年
正
月
竹
本
座
初
演
。
大
当
た
り
を
と
り
、
二
月
か
ら
は
歌
舞
伎
に
移
さ
れ
大
坂

嵐
・
荻
野
座
で
上
演
。『
北
野
天
神
縁
起
』
と
謡
曲
『
雷
電
』
に
基
づ
く
菅
原
道

真
の
時
平
讒
言
左
遷
と
雷
電
復
讐
譚
に
天
神
伝
説
等
を
縦
軸
と
し
、
そ
れ
に
捨
子

を
道
真
の
御
台
所
に
拾
っ
て
も
ら
っ
た
時
平
の
随
身
奏
兼
竹
と
そ
の
妻
十
六
夜
、

十
六
夜
の
父
白
太
夫
等
を
横
に
絡
ま
せ
て
い
る
。
宇
治
加
賀
掾
『
虎
巻
菅
丞
相
』

等
の
「
天
神
記
物
」
の
系
列
に
属
し
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
も
と
と
な
っ

た
。（
大
曾
根
章
介
他
編
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
九
八

年
、
八
六
六
頁
）。 

５
３

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』（
す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み
）
は
延
享
三

（
一
七
四
六
）
年
八
月
大
坂
・
竹
本
座
初
演
以
後
大
好
評
で
翌
年
ま
で
八
ヵ
月
の

続
演
。
歌
舞
伎
で
は
延
享
三
年
九
月
京
・
中
村
喜
世
三
郎
座
で
初
演
、
翌
四
年
五

月
に
は
江
戸
・
中
村
座
で
も
上
演
。
三
都
の
人
形
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
は
『
菅
原
』

ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
近
松
門
左
衛
門
作
『
天
神
記
』
の
影
響
を
受
け
、
菅
原
道
真

の
配
流
、
天
満
天
神
縁
起
を
主
筋
に
、
道
真
に
ま
つ
わ
る
俗
説
、
三
つ
子
兄
弟
の

巷
説
な
ど
を
採
り
入
れ
て
脚
色
さ
れ
た
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
二
四
六
～
二

四
八
頁
）。 

５
４ 

鈴
木
勝
忠
他
校
注
『
享
保
俳
諧
集 

古
典
俳
文
学
体
系
１
１
』
集
英
社
、
一

九
七
二
年
、
五
三
八
頁
。 

５
５ 

国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）
七
六
頁
。 

５
６ 
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
六
六
頁
。 

５
７ 
御
師
：
神
社
に
所
属
し
、
檀
那
と
称
す
る
特
定
の
信
者
の
た
め
に
祈
祷
す
る

人
。
暦
や
厄
除
け
の
お
札
を
配
っ
た
り
、
参
拝
者
の
案
内
や
宿
泊
な
ど
の
世
話
を

し
た
。
伊
勢
神
宮
で
は
「
お
ん
し
」
と
い
う
。（
梅
沢
忠
夫
他
監
修
『
講
談
社
カ
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ラ
ー
版 

日
本
語
大
辞
典 

第
二
版
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
頁
） 

５
８ 

伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
八
九
、
九
〇
頁
。 

５
９ 

阪
本
健
一
著
「
神
道
史
上
の
菅
原
道
真
」
大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編

『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮 

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
三
一
四

頁
。 

６
０

『
類
聚
国
史
』：
六
国
史
の
記
事
を
事
項
に
よ
っ
て
分
類
し
て
再
編
修
し
、
検

索
の
便
に
供
し
た
も
の
。
現
存
六
十
二
巻
。
寛
平
中
宇
多
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
菅

原
道
真
が
編
修
し
た
。
日
本
の
「
令
」
の
精
神
や
、
政
治
を
議
る
前
に
ま
ず
神
祇

を
祭
っ
た
大
化
改
新
の
先
蹤
を
継
承
し
た
。
後
世
の
類
聚
の
書
物
の
多
く
は
道
真

の
こ
の
分
類
を
踏
襲
し
た
。
内
容
は
、
原
典
に
忠
実
か
つ
正
確
で
あ
る
た
め
に
、

『
日
本
後
紀
』
の
欠
失
部
分
の
復
元
史
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。（
坂
本
太
郎

著
『
人
物
叢
書
一
０
０ 

菅
原
道
真
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
一
三
八
～

一
四
五
頁
）。 

６
１ 

同
、
一
三
九
、
一
四
〇
頁
。 

６
２ 

大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮 

下
巻
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
三
七
四
頁
。 

 

６
３ 

白
太
夫
：
度
會
の
神
人
度
會
春
彦
は
従
五
位
下
に
叙
し
、
禰
宜
た
る
こ
と
十

六
年
、
承
平
三
年
十
一
月
二
十
日
、
職
を
子
晨
晴
に
譲
る
。
菅
原
道
真
と
交
わ

る
。
天
慶
七
年
正
月
歿
す
。
な
ほ
浄
瑠
璃
院
本
『
菅
原
傳
授
手
習
鑑
』
に
白
太
夫

の
こ
と
が
見
え
る
が
、
そ
の
演
義
の
筋
は
荒
唐
無
稽
な
る
も
、
そ
の
名
聲
の
世
に

普
き
は
、
實
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
。
（
下
中
前
掲
（
脚
注
２
１
）
第
三
巻
、
四
〇

五
頁
） 

６
４ 

同
。 

６
５ 

同
、
一
八
八
頁
。 

６
６ 

国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）
七
六
頁
。 

６
７ 

『
砂
川
』：
俳
諧
撰
集
。
半
二
、
諷
竹
編
。
元
禄
十
二
年
刊
。
京
都
、
井
筒
屋

庄
兵
衛
板
。
上
巻
巻
頭
の
諷
竹
以
下
七
吟
歌
仙
は
、
元
禄
七
年
芭
蕉
の
落
柿
舎
滞

在
中
の
も
の
。「
頃
の
風
躰
は
詞
よ
ど
ま
ず
心
き
よ
く
、
付
所
を
も
あ
さ
く
、
い

は
ば
砂
川
を
ゆ
く
水
の
ご
と
し
」（
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
軽
み
の
俳
諧
を
志
向

し
て
い
る
。（
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
三
六
九
頁
）。 

６
８ 

荻
原
淺
男
他
校
注
・
訳
『
古
事
記 

上
代
歌
謡 

日
本
古
典
文
学
全
集
１
』

小
学
館
、
一
九
七
六
年
、
八
一
頁
。 

 
 
 

６
９ 

坂
本
前
掲
（
脚
注
６
０
）、
一
～
四
頁
。 

７
０ 

下
中
前
掲
（
脚
注
２
１
）、
一
九
〇
頁
。 

 

７
１ 

新
城
常
三
著
「
近
世
の
伊
勢
参
宮
」（
西
垣
晴
次
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書 
第

十
三
巻 

伊
勢
信
仰
Ⅱ 

近
世
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
三
九
～
四
一

頁
）。 

７
２ 

吉
田
神
道
：
室
町
末
期
、
神
道
界
の
技
能
者
と
し
て
最
高
位
と
な
る
神
祇
管

領
長
上
で
あ
っ
た
京
都
吉
田
神
社
神
主
吉
田
兼
倶
は
「
元
本
宗
源
神
道
」
を
唯
一

神
道
と
し
、
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
た
神
道
を
独
立
さ
せ
、
吉
田
家
の
基
盤
を

築
い
た
。
ま
た
兼
倶
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
奈
良
の
春
日
大
社
の
分
社
で
あ

る
吉
田
神
社
の
斎
場
所
を
、
吉
田
山
上
に
遷
し
、
後
土
御
門
天
皇
お
墨
付
き
の
全

国
全
神
祇
が
寄
り
集
う
大
元
宮
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
伊
勢
神
宮
の
神
体
も
飛
神

明
と
し
て
包
摂
し
た
。
以
後
吉
田
兼
倶
は
伊
勢
か
ら
神
敵
と
呼
ば
れ
る
が
、
兼
倶

の
子
孫
は
、
伊
勢
神
宮
の
勢
力
を
押
さ
え
て
、
神
道
界
を
牛
耳
っ
て
い
く
。（
井

上
智
勝
著
『
吉
田
神
道
の
四
百
年 

神
と
葵
の
近
世
史
』
講
談
社
、
二
〇
一
三

年
、
八
頁
～
三
七
頁
）。 

７
３ 

中
村
幸
彦
氏
は
、
浄
瑠
璃
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
と
伊
勢
神
宮
の
関
係
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

世
阿
弥
か
ら
近
松
時
代
に
書
か
れ
た
『
菅
家
瑞
応
録
』
は
、
講
談
『
天
神
記
』

の
初
め
て
の
集
成
で
あ
っ
た
『
北
野
実
伝
記
』
や
、
浄
瑠
璃
『
菅
原
伝
授
手
習

鑑
』
の
材
料
と
な
っ
た
。
こ
の
『
菅
家
瑞
応
録
』
は
、
近
世
に
は
か
な
り
広
く
行

き
わ
た
っ
て
い
た
。
菅
公
の
史
実
・
伝
説
の
本
筋
に
あ
ざ
な
う
如
く
『
瑞
応
録
』

全
巻
を
通
じ
て
出
現
す
る
の
が
、
白
太
夫
の
話
で
あ
る
。
序
に
続
い
て
、
最
初
に

「
渡
会
松
木
春
彦
夢
到
高
天
原
」
の
一
条
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
白
太
夫
は
も
と
伊

勢
神
司
と
あ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
藤
原
氏
の
神
で
あ
る
吉
田
神
道
に
対

抗
し
て
、
大
い
に
布
教
に
つ
と
め
た
伊
勢
神
道
が
、
天
神
伝
を
布
教
の
材
料
に
組

み
入
れ
る
べ
く
考
案
し
た
の
が
白
太
夫
こ
と
松
木
春
彦
伝
の
一
筋
で
あ
っ
た
。

（
中
村
幸
彦
「『
菅
家
瑞
応
録
』
に
つ
い
て
」
大
宰
府
天
満
宮
上
前
掲
（
脚
注
５

９
）、
五
〇
三
～
五
二
五
頁
）。 
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ラ
ー
版 

日
本
語
大
辞
典 

第
二
版
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
頁
） 

５
８ 
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
八
九
、
九
〇
頁
。 

５
９ 

阪
本
健
一
著
「
神
道
史
上
の
菅
原
道
真
」
大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編

『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮 

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
三
一
四

頁
。 

６
０

『
類
聚
国
史
』：
六
国
史
の
記
事
を
事
項
に
よ
っ
て
分
類
し
て
再
編
修
し
、
検

索
の
便
に
供
し
た
も
の
。
現
存
六
十
二
巻
。
寛
平
中
宇
多
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
菅

原
道
真
が
編
修
し
た
。
日
本
の
「
令
」
の
精
神
や
、
政
治
を
議
る
前
に
ま
ず
神
祇

を
祭
っ
た
大
化
改
新
の
先
蹤
を
継
承
し
た
。
後
世
の
類
聚
の
書
物
の
多
く
は
道
真

の
こ
の
分
類
を
踏
襲
し
た
。
内
容
は
、
原
典
に
忠
実
か
つ
正
確
で
あ
る
た
め
に
、

『
日
本
後
紀
』
の
欠
失
部
分
の
復
元
史
料
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。（
坂
本
太
郎

著
『
人
物
叢
書
一
０
０ 

菅
原
道
真
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
一
三
八
～

一
四
五
頁
）。 

６
１ 

同
、
一
三
九
、
一
四
〇
頁
。 

６
２ 

大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮 

下
巻
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
三
七
四
頁
。 

 

６
３ 

白
太
夫
：
度
會
の
神
人
度
會
春
彦
は
従
五
位
下
に
叙
し
、
禰
宜
た
る
こ
と
十

六
年
、
承
平
三
年
十
一
月
二
十
日
、
職
を
子
晨
晴
に
譲
る
。
菅
原
道
真
と
交
わ

る
。
天
慶
七
年
正
月
歿
す
。
な
ほ
浄
瑠
璃
院
本
『
菅
原
傳
授
手
習
鑑
』
に
白
太
夫

の
こ
と
が
見
え
る
が
、
そ
の
演
義
の
筋
は
荒
唐
無
稽
な
る
も
、
そ
の
名
聲
の
世
に

普
き
は
、
實
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
。
（
下
中
前
掲
（
脚
注
２
１
）
第
三
巻
、
四
〇

五
頁
） 

６
４ 

同
。 

６
５ 

同
、
一
八
八
頁
。 

６
６ 

国
文
研
前
掲
（
脚
注
６
）
七
六
頁
。 

６
７ 

『
砂
川
』：
俳
諧
撰
集
。
半
二
、
諷
竹
編
。
元
禄
十
二
年
刊
。
京
都
、
井
筒
屋

庄
兵
衛
板
。
上
巻
巻
頭
の
諷
竹
以
下
七
吟
歌
仙
は
、
元
禄
七
年
芭
蕉
の
落
柿
舎
滞

在
中
の
も
の
。「
頃
の
風
躰
は
詞
よ
ど
ま
ず
心
き
よ
く
、
付
所
を
も
あ
さ
く
、
い

は
ば
砂
川
を
ゆ
く
水
の
ご
と
し
」（
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
軽
み
の
俳
諧
を
志
向

し
て
い
る
。（
伊
地
知
前
掲
（
脚
注
２
８
）、
三
六
九
頁
）。 

６
８ 

荻
原
淺
男
他
校
注
・
訳
『
古
事
記 

上
代
歌
謡 

日
本
古
典
文
学
全
集
１
』

小
学
館
、
一
九
七
六
年
、
八
一
頁
。 

 
 
 

６
９ 

坂
本
前
掲
（
脚
注
６
０
）、
一
～
四
頁
。 

７
０ 

下
中
前
掲
（
脚
注
２
１
）、
一
九
〇
頁
。 

 

７
１ 

新
城
常
三
著
「
近
世
の
伊
勢
参
宮
」（
西
垣
晴
次
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書 

第

十
三
巻 

伊
勢
信
仰
Ⅱ 

近
世
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
三
九
～
四
一

頁
）。 

７
２ 

吉
田
神
道
：
室
町
末
期
、
神
道
界
の
技
能
者
と
し
て
最
高
位
と
な
る
神
祇
管

領
長
上
で
あ
っ
た
京
都
吉
田
神
社
神
主
吉
田
兼
倶
は
「
元
本
宗
源
神
道
」
を
唯
一

神
道
と
し
、
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
た
神
道
を
独
立
さ
せ
、
吉
田
家
の
基
盤
を

築
い
た
。
ま
た
兼
倶
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
奈
良
の
春
日
大
社
の
分
社
で
あ

る
吉
田
神
社
の
斎
場
所
を
、
吉
田
山
上
に
遷
し
、
後
土
御
門
天
皇
お
墨
付
き
の
全

国
全
神
祇
が
寄
り
集
う
大
元
宮
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
伊
勢
神
宮
の
神
体
も
飛
神

明
と
し
て
包
摂
し
た
。
以
後
吉
田
兼
倶
は
伊
勢
か
ら
神
敵
と
呼
ば
れ
る
が
、
兼
倶

の
子
孫
は
、
伊
勢
神
宮
の
勢
力
を
押
さ
え
て
、
神
道
界
を
牛
耳
っ
て
い
く
。（
井

上
智
勝
著
『
吉
田
神
道
の
四
百
年 

神
と
葵
の
近
世
史
』
講
談
社
、
二
〇
一
三

年
、
八
頁
～
三
七
頁
）。 

７
３ 

中
村
幸
彦
氏
は
、
浄
瑠
璃
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
と
伊
勢
神
宮
の
関
係
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

世
阿
弥
か
ら
近
松
時
代
に
書
か
れ
た
『
菅
家
瑞
応
録
』
は
、
講
談
『
天
神
記
』

の
初
め
て
の
集
成
で
あ
っ
た
『
北
野
実
伝
記
』
や
、
浄
瑠
璃
『
菅
原
伝
授
手
習

鑑
』
の
材
料
と
な
っ
た
。
こ
の
『
菅
家
瑞
応
録
』
は
、
近
世
に
は
か
な
り
広
く
行

き
わ
た
っ
て
い
た
。
菅
公
の
史
実
・
伝
説
の
本
筋
に
あ
ざ
な
う
如
く
『
瑞
応
録
』

全
巻
を
通
じ
て
出
現
す
る
の
が
、
白
太
夫
の
話
で
あ
る
。
序
に
続
い
て
、
最
初
に

「
渡
会
松
木
春
彦
夢
到
高
天
原
」
の
一
条
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
白
太
夫
は
も
と
伊

勢
神
司
と
あ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
藤
原
氏
の
神
で
あ
る
吉
田
神
道
に
対

抗
し
て
、
大
い
に
布
教
に
つ
と
め
た
伊
勢
神
道
が
、
天
神
伝
を
布
教
の
材
料
に
組

み
入
れ
る
べ
く
考
案
し
た
の
が
白
太
夫
こ
と
松
木
春
彦
伝
の
一
筋
で
あ
っ
た
。

（
中
村
幸
彦
「『
菅
家
瑞
応
録
』
に
つ
い
て
」
大
宰
府
天
満
宮
上
前
掲
（
脚
注
５

９
）、
五
〇
三
～
五
二
五
頁
）。 
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７
４ 
復
本
前
掲
（
脚
注
３
７
）、
一
三
八
頁
。 

７
５

『
北
野
天
神
縁
起
』：
縁
起
・
絵
巻
。
作
者
未
詳
。
内
容
は
（
一
）
菅
公
伝
記

（
二
）
怨
霊
活
躍
（
三
）
北
野
社
草
創
（
四
）
北
野
社
霊
験
と
い
う
四
部
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
天
神
信
仰
の
興
隆
に
伴
い
、
縁
起
も
数
多
く
制
作
さ
れ
た
結
果
、
本

書
に
は
数
多
く
の
異
本
が
伝
わ
る
。
（
大
曾
根
前
掲
（
脚
注
５
２
）、
三
〇
三

頁
。） 

７
６ 

謡
曲
『
雷
電
』：
五
番
目
も
の
。
作
者
不
詳
。『
太
平
記
』
に
よ
る
。
菅
丞
相

の
霊
が
、
比
叡
山
延
暦
寺
座
主
の
法
性
坊
を
訪
ね
、
僧
正
に
祈
禱
の
た
め
参
内
し

な
い
よ
う
願
う
。
僧
正
が
応
じ
ず
参
内
す
る
と
、
雷
電
が
現
れ
る
が
、
僧
正
の
法

力
に
力
尽
き
、
帝
か
ら
天
満
大
自
在
天
神
の
贈
位
を
受
け
、
黒
雲
に
乗
っ
て
空
に

上
が
っ
て
い
く
。（
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』 

第
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
一
七
頁
）。 

７
７ 

大
曾
根
前
掲
（
脚
注
５
２
）
六
八
一
頁
。 

７
８ 

嵐
雪
：
服
部
氏
。
幼
童
の
頃
新
庄
隠
州
公
に
給
仕
し
、
壮
年
土
方
河
内
守
、

又
井
上
相
州
公
に
仕
へ
、
又
稲
葉
家
に
召
さ
れ
て
暫
く
越
後
高
田
に
在
勤
し
て
い

た
が
、
後
致
仕
し
て
江
戸
に
入
っ
た
。
俳
諧
は
芭
蕉
に
入
門
。
別
に
雪
中
庵
、
不

白
軒
、
玄
峰
堂
等
の
諸
号
あ
り
。
雪
門
の
祖
。
宝
永
四
年
歿
。
享
年
五
十
四
。
撰

著
に
『
若
水
』『
其
袋
』『
杜
撰
集
』
句
集
『
玄
峰
集
』
遺
稿
『
つ
る
い
ち
ご
』
百

回
忌
追
善
集
『
ゆ
き
ま
ろ
げ
』
等
が
あ
る
。（
安
井
前
掲
（
脚
注
２
７
）、
六
四

七
、
六
四
八
頁
）。 

７
９ 

五
代
目
松
本
幸
四
郎
：
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
～
天
保
九
（
一
八
三
八
）

年
。
四
代
目
の
子
。
享
和
年
元
年
一
一
月
市
村
座
で
幸
四
郎
を
襲
名
し
た
。
俗
に

「
鼻
高
幸
四
郎
」
と
呼
ば
れ
、
古
今
無
類
、
三
都
随
一
と
賞
賛
さ
れ
た
。（
服
部

前
掲
（
脚
注
３
）、
三
八
一
頁
）。 

８
０ 

『
義
経
千
本
桜
』
は
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
並 

ぶ
、
人
形
浄
瑠
璃
全
盛
期
の
名
作
で
あ
る
と
と
も
に
、
九
郎
判
官
源
義
経
に
関
す 

る
稗
史
・
伝
説
な
ど
に
取
材
し
た
い
わ
ゆ
る
「
判
官
物
」
の
う
ち
、
最
も
著
名
な 

作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
想
の
中
心
は
義
経
に
は
な
く
、
焦
点
は
滅
び 

ゆ
く
平
家
の
三
人
の
武
将
の
運
命
に
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
い
が
み
の
権
太 

と
狐
忠
信
の
挿
話
が
絡
む
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
四
一
四
頁
）。 

８
１ 

市
古
貞
次
他
編
『
国
書
人
名
辞
典 

第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、

四
二
〇
頁
。 

８
２ 

安
井
前
掲
（
脚
注
２
７
）、
三
九
九
頁
。 

８
３ 

揚
羽
蝶
紋
：
平
家
の
紋
章
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
、
十
六
世
紀
の
作
と
い
う

『
安
徳
天
皇
縁
起
絵
』
に
も
、
平
家
の
旗
と
し
て
対
い
蝶
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
類
従
本
伊
勢
系
図
』
に
は
、
鎮
守
府
将
軍
平
貞
盛
が
平
将
門
討
伐
の
武
功
に
よ

っ
て
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
鎧
に
描
か
れ
た
対
い
蝶
を
家
紋
と
し
た
と
記
さ
れ
る
。
時

代
的
に
即
ち
そ
れ
が
家
紋
と
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
が
、
平
安
末
期
に
は
、
次
第

に
平
氏
一
門
の
紋
章
と
し
て
自
他
と
も
に
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
。（
高
澤
等
著

『
家
紋
の
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
一
八
五
頁
）。 

８
４ 

丹
羽
敬
忠
著
『
歌
舞
伎
の
彩
り
』
実
業
之
日
本
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
五
、

四
六
頁
。 

８
５ 

三
代
目
尾
上
菊
五
郎
：
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
～
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）

年
。
初
代
の
門
人
。
文
化
・
文
政
と
い
う
時
代
を
代
表
す
る
名
優
で
、
写
実
的
な

芸
を
こ
し
ら
え
、
舞
台
上
の
き
め
細
か
い
演
出
を
整
理
す
る
特
色
が
あ
っ
た
。

（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
九
三
頁
）。 

８
６ 

服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
九
四
頁
。 

８
７ 

安
井
前
掲
（
脚
注
３
６
）、
一
三
一
頁
。 

８
８ 

山
か
づ
ら
：
山
の
端
に
か
か
る
暁
の
雲
。（
新
村
出
編
『
広
辞
苑 

第
四
版
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
五
八
五
頁
。） 

８
９ 

今
泉
準
一
著
「
其
角
の
「
明
星
や
」
の
句
に
つ
い
て
」（
明
治
大
学
教
養
論
集

刊
行
会
編
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
、
２
７
１
：
４
９―

６
２
、
一
九
九
四
年
）。 

９
０ 

小
学
館
前
掲
（
脚
注
７
６
）、
一
〇
六
六
頁
。 

９
１

『
玉
藻
集
』：
俳
諧
撰
集
。
二
冊
。
蕪
村
編
。
千
代
尼
序
。
田
女
跋
。
安
永
三

（
一
七
七
四
）
年
刊
。
女
流
俳
人
一
一
九
名
の
句
を
集
め
四
季
別
に
配
列
し
た
も

の
。（
大
曾
根
前
掲
（
脚
注
５
２
）
、
七
九
五
頁
）。 

９
２

『
玉
藻
の
草
子
』：
御
伽
草
子
。
玉
藻
は
美
女
の
名
。
三
国
伝
来
の
金
毛
九
尾

の
狐
の
化
身
で
、
鳥
羽
天
皇
を
悩
ま
し
た
が
、
阿
部
奏
親
の
法
力
で
正
体
を
現

し
、
下
野
国
那
須
野
に
飛
び
去
り
、
殺
生
石
と
な
っ
た
と
の
伝
説
を
題
材
と
し

た
。（
小
学
館
前
掲
（
脚
注
７
６
）
第
二
巻
、
一
三
四
一
頁
）。 
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９
３

『
殺
生
石
』：
謡
曲
。
五
番
目
物
。
『
仁
王
経
』
護
国
品
の
班
足
太
子
の
話
や

『
史
記
』
周
本
紀
の
幽
王
・
褒
姒
の
対
話
の
話
等
を
取
り
入
れ
た
殺
生
石
伝
説

は
、『
神
明
鏡
』
や
『
玉
藻
前
物
語
』『
本
朝
高
僧
伝
』
玄
玅
伝
等
、
中
世
以
降
流

布
し
た
。
そ
れ
を
劇
化
し
た
能
で
、
凄
み
の
あ
る
写
実
的
な
演
技
が
見
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。（
大
曾
根
前
掲
（
脚
注
５
２
）、
七
一
三
頁
）。 

９
４

『
玉
藻
前
曦
袂
』：
初
期
は
人
形
浄
瑠
璃
。
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
正
月
大

坂
豊
竹
座
初
演
。
謡
曲
『
殺
生
石
』
や
紀
海
音
の
浄
瑠
璃
『
殺
生
石
』
な
ど
を
基

盤
に
脚
色
さ
れ
た
作
品
で
、
三
国
伝
来
の
金
毛
九
尾
の
狐
の
伝
説
を
素
材
と
し
、

複
雑
な
筋
立
て
を
展
開
さ
せ
た
も
の
。
玉
藻
の
前
を
狐
で
は
な
く
人
間
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
ス
ぺ
ク
タ
ル
性
に
富
ん
だ
演
出
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
三
の
切
の

「
道
春
館
の
段
」
の
み
が
独
立
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歌
舞
伎
狂
言
と

な
っ
た
の
は
、
文
化
八
年
七
月
江
戸
・
市
村
座
に
出
さ
れ
た
『
玉
藻
前
尾
花
錦

絵
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
原
拠
と
同
じ
名
題
で
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
、
今
日

で
は
「
道
春
館
」
中
心
の
演
目
と
な
っ
て
い
る
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
二
七

四
、
二
七
五
頁
） 

９
５ 

松
竹
衣
装
株
式
会
社
編
『
歌
舞
伎
衣
裳
（
普
及
版
）』
松
竹
衣
装
株
式
会
社
、

一
九
九
七
年
、
九
六
頁
。 

 

９
６ 

服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
四
一
四
、
四
一
五
頁
。 

９
７ 

初
代
中
村
歌
右
衛
門
：
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
～
寛
政
三
（
一
七
九
一
）

年
。
屋
号
加
賀
屋
。
江
戸
中
期
の
大
坂
の
名
優
。
一
七
歳
の
時
旅
役
者
の
群
に
投

じ
、
の
ち
に
立
身
出
世
し
て
、
敵
役
か
ら
立
役
を
兼
ね
る
名
人
に
な
っ
た
。（
服

部
前
掲
（
脚
注
３
）、
三
一
一
、
三
一
二
頁
）。 

９
８ 

同
、
三
一
二
頁
。 

９
９ 

大
江
戸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ 

|
 

太
田
記
念
美
術
館 

Ot
a 

M
em
or
ia
l 

M
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e
um 

of 
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e
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９
３

『
殺
生
石
』：
謡
曲
。
五
番
目
物
。
『
仁
王
経
』
護
国
品
の
班
足
太
子
の
話
や

『
史
記
』
周
本
紀
の
幽
王
・
褒
姒
の
対
話
の
話
等
を
取
り
入
れ
た
殺
生
石
伝
説

は
、『
神
明
鏡
』
や
『
玉
藻
前
物
語
』『
本
朝
高
僧
伝
』
玄
玅
伝
等
、
中
世
以
降
流

布
し
た
。
そ
れ
を
劇
化
し
た
能
で
、
凄
み
の
あ
る
写
実
的
な
演
技
が
見
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。（
大
曾
根
前
掲
（
脚
注
５
２
）、
七
一
三
頁
）。 

９
４

『
玉
藻
前
曦
袂
』：
初
期
は
人
形
浄
瑠
璃
。
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
正
月
大

坂
豊
竹
座
初
演
。
謡
曲
『
殺
生
石
』
や
紀
海
音
の
浄
瑠
璃
『
殺
生
石
』
な
ど
を
基

盤
に
脚
色
さ
れ
た
作
品
で
、
三
国
伝
来
の
金
毛
九
尾
の
狐
の
伝
説
を
素
材
と
し
、

複
雑
な
筋
立
て
を
展
開
さ
せ
た
も
の
。
玉
藻
の
前
を
狐
で
は
な
く
人
間
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
ス
ぺ
ク
タ
ル
性
に
富
ん
だ
演
出
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
三
の
切
の

「
道
春
館
の
段
」
の
み
が
独
立
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歌
舞
伎
狂
言
と

な
っ
た
の
は
、
文
化
八
年
七
月
江
戸
・
市
村
座
に
出
さ
れ
た
『
玉
藻
前
尾
花
錦

絵
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
原
拠
と
同
じ
名
題
で
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
、
今
日

で
は
「
道
春
館
」
中
心
の
演
目
と
な
っ
て
い
る
。（
服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
二
七

四
、
二
七
五
頁
） 

９
５ 

松
竹
衣
装
株
式
会
社
編
『
歌
舞
伎
衣
裳
（
普
及
版
）』
松
竹
衣
装
株
式
会
社
、

一
九
九
七
年
、
九
六
頁
。 

 

９
６ 

服
部
前
掲
（
脚
注
３
）、
四
一
四
、
四
一
五
頁
。 

９
７ 

初
代
中
村
歌
右
衛
門
：
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
～
寛
政
三
（
一
七
九
一
）

年
。
屋
号
加
賀
屋
。
江
戸
中
期
の
大
坂
の
名
優
。
一
七
歳
の
時
旅
役
者
の
群
に
投

じ
、
の
ち
に
立
身
出
世
し
て
、
敵
役
か
ら
立
役
を
兼
ね
る
名
人
に
な
っ
た
。（
服

部
前
掲
（
脚
注
３
）、
三
一
一
、
三
一
二
頁
）。 

９
８ 

同
、
三
一
二
頁
。 

９
９ 

大
江
戸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ 

|
 

太
田
記
念
美
術
館 

Ot
a 
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l 
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（（
表表
１１
））
三三
代代
目目
歌歌
川川
豊豊
国国
画画
『『
俳俳
家家
書書
画画
狂狂
題題
』』（（
国国
立立
国国
会会
図図
書書
館館
所所
蔵蔵
））
発発
句句
とと
俳俳
家家
名名
不不
一一
致致
一一
覧覧
表表
（（
N
O
11～～

N
O
13はは

未未
詳詳
））

 

参
照
：
久
松
潜
一
他
責
任
編
集
『
古
典
俳
文
学
大
系
』
全
１
６
巻
、
集
英
社
他

 
作
成
：
仲
三
枝
子

 

NN
OO
絵絵
図図
NN
OO

役役
者者
名名

原原
作作
句句
者者
名名

所所
収収
句句
集集

1
②

嵐
吉
三
郎

蚊
の
声
に
逋
（の
が
）
れ
す
ま
し
か
や
（
蚊
屋
）ひ
と
へ

来
山

曲
翠

『
己
が
光
』

2
③

坂
東
三
津
五
郎

何
の
気
も
つ
か
ぬ
に
土
手
の
菫
か
な
（
哉
）

三
省

忠
知

『
阿
羅
野
』

3
⑦

大
谷
広
右
衛
門

沖
に
今
日
（
け
ふ
）あ
し
(足
）跡
つ
く
る
汐
干
か
な

去
来

吉
次
母
－
桃
女

『
玉
藻
集
』

4
⑩

尾
上
菊
次
郎

春
雨
に
た
ゝ
き
出
し
た
り
土
筆
（
つ
く
づ
く
し
）

鬼
貫

元
志

『
猿
蓑
』

5
⑪

市
川
小
団
次

は
か
ら
れ
し
雪
の
見
所
あ
（
有
）
り
と
こ
ろ
（
所
）

画
好

野
水

『
阿
羅
野
』

6
⑭

沢
村
長
十
郎

寒
菊
や
し
つ
か
り
と
な
（
成
）
る
冬
坐
鋪
（座
敷
）

乙
由

土
芳

『
砂
川
』

7
⑮

大
谷
友
右
衛
門

白
露
や
角
に
目
を
も
つ
（
持
）
蝸
牛
（か
た
つ
ぶ
り
）

可
吟

嵐
雪

『
或
時
集
』
『
温
故
集
』

8
⑱

坂
東
志
う
か

に
ぎ
や
か
（
賑
）
な
内
を
出
て
来
る
月
見
か
な

杉
風

利
牛

俳
諧
撰
集
『
有
磯
海
』

9
㉗

中
村
歌
右
衛
門

う
ぐ
い
す
（
鶯
）
や
は
や
一
聲
の
し
た
り
顔
（
が
ほ
）

千
代
女

渓
石

『
猿
蓑
』

1
0

㉚
市
川
海
老
蔵

寝
つ
起
つ
牡
丹
の
つ
ぼ
み
ひ
ら
く
ま
で

許
六

滄
波

『
俳
諧
別
座
鋪
』

1
1

①
中
山
現
十
郎

さ
し
覗
く
窓
は
づ
か
し
の
日
足
か
な

沾
徳

未
詳

1
2

⑧
市
村
羽
左
衛
門

行
ち
か
ふ
雁
に
つ
ば
め
と
十
文
字

東
花
坊

未
詳

1
3

㉜
坂
東
志
う
か

雨
乞
の
い
ま
や
と
ゝ
い
て
露
し
く
れ

嵐
雪

未
詳

発発
句句
とと
俳俳
家家
名名
（（
（（
））
内内
はは
原原
句句
のの
文文
字字
））
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（（
表表
２２
））
三三
代代
目目
歌歌
川川
豊豊
国国
画画
『『
俳俳
家家
書書
画画
狂狂
題題
』』（（
国国
立立
国国
会会
図図
書書
館館
所所
蔵蔵
））
外外
題題
・・
配配
役役
名名
一一
覧覧
表表
（（
そそ
のの
１１
））

 

※
外
題
と
配
役
名
は
、
役
者
が
外
題
の
配
役
名
で
演
じ
て
い
る
こ
と
を
『
歌
舞
伎
年
表
』
等
で
確
認
で
き
た
も
の
に
限
っ
た
。

参
照
：『
古
典
俳
文
学
体
系
』
集
英
社
第
１
巻
～
第
１
６
巻
・『
歌
舞
伎
年
表
』
第
１
巻
～
第
６
巻
他

 
作
成
：
仲
三
枝
子

 

①
有

さ
し
覗
く
窓
は
づ
か
し
の
日
足
か
な

沾
徳

未
詳

　
未
詳

②
有

蚊
の
声
に
逋
（
の
が
）
れ
す
ま
し
か
や
（
蚊
屋
）
ひ
と
へ

来
山

曲
翠

『
己
が
光
』

　
未
詳

③
有

何
の
気
も
つ
か
ぬ
に
土
手
の
菫
か
な
（
哉
）

三
省

忠
知

『
阿
羅
野
』

　
未
詳

④
有

そ
れ
と
き
く
（
聞
）
そ
ら
耳
も
が
な
郭
公

望
一

『
犬
子
集
』

　
『
幡
随
長
兵
衛
精
進
俎
板
』
の
幡
随
長
兵
衛

⑤
有

三
日
月
や
（
に
）
か
な
ら
ず
ち
か
（
近
）
き
星
ひ
と
つ

素
堂

『
素
堂
句
集
』

★
『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
の
三
日
月
お
せ
ん

⑥
有

恋
さ
ま
〱
゛
願
ひ
の
糸
も
白
き
よ
り

蕪
村

『
夜
半
曳
』
『
句
集
』

　
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
の
お
三
輪

⑦
有

沖
に
今
日
（
け
ふ
）
あ
し
(足
）
跡
つ
く
る
汐
干
か
な

去
来

吉
次
母

（
桃
女
）
『
玉
藻
集
』

　
未
詳

⑧
有

有
名
古
屋
山

三
元
春

行
ち
か
ふ
雁
に
つ
ば
め
と
十
文
字

東
花
坊

未
詳

★
『
昔
語
稲
妻
帖
』
の
名
古
屋
山
三
郎

⑨
有

有
官
相
乗

寒
菊
は
雪
を
崩
し
て
咲
き
に
け
り

乙
由

『
麦
林
集
』

　
『
管
丞
相
錦
纜
』
の
管
丞
相

⑩
有

春
雨
に
た
ゝ
き
出
し
た
り
土
筆
（
つ
く
づ
く
し
）

鬼
貫

元
志

『
猿
蓑
』

★
『
五
人
男
侠
花
姿
競
』
の
千
右
衛
門
女
房
お
梅

⑪
有

は
か
ら
れ
し
雪
の
見
所
あ
（
有
）
り
と
こ
ろ
（
所
）

画
好

野
水

『
阿
羅
野
』

　
未
詳

⑫
有

月
千
金
今
宵
一
り
ん
か
け
ね
な
し

宗
因

『
時
勢
粧
』

　
未
詳

⑬
有

有
白
船
久
右

衛
門

人
に
逃
け
人
に
馴
け
り
（
な
る
る
や
）
雀
の
子

鬼
貫

『
大
悟
物
狂
』

★
『
五
人
男
侠
花
姿
競
』
の
白
船
久
右
衛
門

⑭
有

寒
菊
や
し
つ
か
り
と
な
（
成
）
る
冬
坐
鋪
（
座
敷
）

乙
由

土
芳

『
砂
川
』

　
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
宿
禰
太
郎

⑮
有

白
露
や
角
に
目
を
も
つ
（
持
）
蝸
牛
（
か
た
つ
ぶ
り
）

可
吟

嵐
雪

『
或
時
集
』
『
温
故
集
』

　
『
松
主
殿
天
下
茶
屋
聚
』
の
安
達
元
右
衛
門

⑯
有

有
桑
名
屋
徳

ぞ
う

古
池
や
蛙
と
ひ
（
飛
）
こ
む
水
の
音
（
を
と
）

芭
蕉
翁

『
春
の
日
』
『
蛙
合
』
『
番
匠
童
』
『
泊
船
集
』
『
千
句

塚
』
『
蕉
翁
句
集
』
『
不
猫
蛇
』

　
『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
』
の
桑
名
屋
徳
蔵

⑰
有

有
南
与
兵
衛

朝
も
秋
夕
べ
（
夕
）
も
秋
の
暑
か
な
（
暑
さ
哉
）

鬼
貫

『
仏
兄
七
久
留
万
』

★
『
妻
迎
艶
文
月
』
の
南
与
兵
衛

⑱
有

に
ぎ
や
か
（
賑
）
な
内
を
出
て
来
る
月
見
か
な

杉
風

利
牛

俳
諧
撰
集
『
有
磯
海
』

　
未
詳

坂
東
三
津
五
郎

大
谷
友
右
衛
門

市
川
小
団
次

坂
東
彦
三
郎

市
川
広
五
郎

沢
村
長
十
郎

市
川
団
十
郎

坂
東
志
う
か

役
者
名

中
山
現
十
郎

外
題
と
配
役
名

（
★
印
は
演
博
・
国
文
研
に
て
考
察
）

所
収
句
集

嵐
吉
三
郎

松
本
錦
升

尾
上
菊
五
良

原
作
句

者
名

配
役

名
有

配
役
名

発
句
と
俳
家
名
（
（
）
内
は
原
句
の
文
字
）

絵
図

№

坂
東
志
う
か

岩
井
粂
三
郎

大
谷
広
右
衛
門

市
村
羽
左
衛
門

沢
村
宗
十
良

尾
上
菊
次
郎

役
者

名
有
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（（
表表
２２
））
三三
代代
目目
歌歌
川川
豊豊
国国
画画
『『
俳俳
家家
書書
画画
狂狂
題題
』』（（
国国
立立
国国
会会
図図
書書
館館
所所
蔵蔵
））
外外
題題
・・
配配
役役
名名
一一
覧覧
表表
（（
そそ
のの
１１
））

 

※
外
題
と
配
役
名
は
、
役
者
が
外
題
の
配
役
名
で
演
じ
て
い
る
こ
と
を
『
歌
舞
伎
年
表
』
等
で
確
認
で
き
た
も
の
に
限
っ
た
。

参
照
：『
古
典
俳
文
学
体
系
』
集
英
社
第
１
巻
～
第
１
６
巻
・『
歌
舞
伎
年
表
』
第
１
巻
～
第
６
巻
他

 
作
成
：
仲
三
枝
子

 

①
有

さ
し
覗
く
窓
は
づ
か
し
の
日
足
か
な

沾
徳

未
詳

　
未
詳

②
有

蚊
の
声
に
逋
（
の
が
）
れ
す
ま
し
か
や
（
蚊
屋
）
ひ
と
へ

来
山

曲
翠

『
己
が
光
』

　
未
詳

③
有

何
の
気
も
つ
か
ぬ
に
土
手
の
菫
か
な
（
哉
）

三
省

忠
知

『
阿
羅
野
』

　
未
詳

④
有

そ
れ
と
き
く
（
聞
）
そ
ら
耳
も
が
な
郭
公

望
一

『
犬
子
集
』

　
『
幡
随
長
兵
衛
精
進
俎
板
』
の
幡
随
長
兵
衛

⑤
有

三
日
月
や
（
に
）
か
な
ら
ず
ち
か
（
近
）
き
星
ひ
と
つ

素
堂

『
素
堂
句
集
』

★
『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
の
三
日
月
お
せ
ん

⑥
有

恋
さ
ま
〱
゛
願
ひ
の
糸
も
白
き
よ
り

蕪
村

『
夜
半
曳
』
『
句
集
』

　
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
の
お
三
輪

⑦
有

沖
に
今
日
（
け
ふ
）
あ
し
(足
）
跡
つ
く
る
汐
干
か
な

去
来

吉
次
母

（
桃
女
）
『
玉
藻
集
』

　
未
詳

⑧
有

有
名
古
屋
山

三
元
春

行
ち
か
ふ
雁
に
つ
ば
め
と
十
文
字

東
花
坊

未
詳

★
『
昔
語
稲
妻
帖
』
の
名
古
屋
山
三
郎

⑨
有

有
官
相
乗

寒
菊
は
雪
を
崩
し
て
咲
き
に
け
り

乙
由

『
麦
林
集
』

　
『
管
丞
相
錦
纜
』
の
管
丞
相

⑩
有

春
雨
に
た
ゝ
き
出
し
た
り
土
筆
（
つ
く
づ
く
し
）

鬼
貫

元
志

『
猿
蓑
』

★
『
五
人
男
侠
花
姿
競
』
の
千
右
衛
門
女
房
お
梅

⑪
有

は
か
ら
れ
し
雪
の
見
所
あ
（
有
）
り
と
こ
ろ
（
所
）

画
好

野
水

『
阿
羅
野
』

　
未
詳

⑫
有

月
千
金
今
宵
一
り
ん
か
け
ね
な
し

宗
因

『
時
勢
粧
』

　
未
詳

⑬
有

有
白
船
久
右

衛
門

人
に
逃
け
人
に
馴
け
り
（
な
る
る
や
）
雀
の
子

鬼
貫

『
大
悟
物
狂
』

★
『
五
人
男
侠
花
姿
競
』
の
白
船
久
右
衛
門

⑭
有

寒
菊
や
し
つ
か
り
と
な
（
成
）
る
冬
坐
鋪
（
座
敷
）

乙
由

土
芳

『
砂
川
』

　
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
宿
禰
太
郎

⑮
有

白
露
や
角
に
目
を
も
つ
（
持
）
蝸
牛
（
か
た
つ
ぶ
り
）

可
吟

嵐
雪

『
或
時
集
』
『
温
故
集
』

　
『
松
主
殿
天
下
茶
屋
聚
』
の
安
達
元
右
衛
門

⑯
有

有
桑
名
屋
徳

ぞ
う

古
池
や
蛙
と
ひ
（
飛
）
こ
む
水
の
音
（
を
と
）

芭
蕉
翁

『
春
の
日
』
『
蛙
合
』
『
番
匠
童
』
『
泊
船
集
』
『
千
句

塚
』
『
蕉
翁
句
集
』
『
不
猫
蛇
』

　
『
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
』
の
桑
名
屋
徳
蔵

⑰
有

有
南
与
兵
衛

朝
も
秋
夕
べ
（
夕
）
も
秋
の
暑
か
な
（
暑
さ
哉
）

鬼
貫

『
仏
兄
七
久
留
万
』

★
『
妻
迎
艶
文
月
』
の
南
与
兵
衛

⑱
有

に
ぎ
や
か
（
賑
）
な
内
を
出
て
来
る
月
見
か
な

杉
風

利
牛

俳
諧
撰
集
『
有
磯
海
』

　
未
詳

坂
東
三
津
五
郎

大
谷
友
右
衛
門

市
川
小
団
次

坂
東
彦
三
郎

市
川
広
五
郎

沢
村
長
十
郎

市
川
団
十
郎

坂
東
志
う
か

役
者
名

中
山
現
十
郎

外
題
と
配
役
名

（
★
印
は
演
博
・
国
文
研
に
て
考
察
）

所
収
句
集

嵐
吉
三
郎

松
本
錦
升

尾
上
菊
五
良

原
作
句

者
名

配
役

名
有

配
役
名

発
句
と
俳
家
名
（
（
）
内
は
原
句
の
文
字
）

絵
図

№

坂
東
志
う
か

岩
井
粂
三
郎

大
谷
広
右
衛
門

市
村
羽
左
衛
門

沢
村
宗
十
良

尾
上
菊
次
郎

役
者

名
有
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（（
表表
２２
））
三三
代代
目目
歌歌
川川
豊豊
国国
画画
『『
俳俳
家家
書書
画画
狂狂
題題
』』（（
国国
立立
国国
会会
図図
書書
館館
所所
蔵蔵
））
外外
題題
・・
配配
役役
名名
一一
覧覧
表表
（（
そそ
のの
２２
））

※
外
題
と
配
役
名
は
、
役
者
が
外
題
の
配
役
名
で
演
じ
て
い
る
こ
と
を
『
歌
舞
伎
年
表
』
等
で
確
認
で
き
た
も
の
に
限
っ
た
。

参
照
：『
古
典
俳
文
学
体
系
』
集
英
社
第
１
巻
～
第
１
６
巻
・『
歌
舞
伎
年
表
』
第
１
巻
～
第
６
巻
他

 
作
成
：
仲
三
枝
子

 

⑲
有

父
（
ち
ゝ
）
母
（
は
ゝ
）
の
し
き
り
に
こ
ひ
し
雉
子
（
雉
）
の
声

は
せ
を

『
笈
の
小
文
』
『
曠
野
』
『
釿
始
』
『
泊
船
集
』
『
俳
諧

問
答
』
『
芭
蕉
翁
全
伝
』
『
枇
杷
園
随
筆
』

　
未
詳

⑳
有

志
賀
の
花
湖
の
み
ず
（
水
）
其
な
か
ら

素
堂

『
渡
鳥
集
』
『
素
堂
句
集
』

　
『
一
谷
嫩
軍
記
』
の
太
五
平

㉑
有

有
瀬
野
尾
太

郎
兼
康

た
て
ゝ
見
む
霞
や
う
つ
る
大
鏡
（
か
ゝ
゛
み
）

野
水

『
阿
羅
野
』

★
『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
の
瀬
野
尾
太
郎
兼
康

㉒
有

（
初
恋
）
足
あ
と
（
跡
）
を
妻
（
つ
ま
）
乞
（
こ
）
ふ
祢
こ
（
猫
）
や
雪
の
中

其
角

『
焦
尾
琴
』
『
五
元
集
』

★
『
源
家
八
代
惠
剛
者
』
の
斉
藤
吾
国
武

㉓
有

有
宮
本
無
三

四
饅
頭
で
人
を
尋
（
ね
）
よ
山
櫻
（
ざ
く
ら
）

晋
子

『
末
若
葉
』
『
去
来
抄
』
（
『
其
角
十
七
回
』
伊
丹
ノ

春
堂
ノ
追
悼
句
ノ
前
書
中
ニ
ア
リ
）
去
来
『
旅
寝

論
』
許
六
撰
『
韻
塞
』

　
『
巌
流
嶋
』
の
宮
本
無
三
四

㉔
有

酒
く
さ
き
ひ
と
（
人
）
に
か
ら
ま
る
こ
蝶
（
て
ふ
）
か
な

嵐
雪

『
其
袋
』
『
句
集
』

　
『
義
経
千
本
桜
』
の
い
が
み
の
権
太

㉕
有

目
前
に
杖
つ
く
鷺
や
柳
か
げ

嵐
雪

『
岨
の
古
畑
』
『
句
集
』
（
（
仮
題
　
嵐
雪
十
七
回
忌

集
）
諸
家
懐
旧
ノ
句
中
清
水
周
竹
ノ
句
ノ
前
書
中

ニ
見
ゆ
）

★
『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
の
能
師
高
村
竹
之
進

㉖
有

明
星
や
さ
く
ら
（
桜
）
定
め
む
（
ぬ
）
山
か
つ
ら

其
角

『
続
の
原
』
『
五
元
集
』
『
色
杉
原
』
『
句
兄
弟
』
『
其

角
十
七
回
』

　
『
義
経
千
本
桜
』
の
静
御
前

㉗
有

う
ぐ
い
す
（
鶯
）
や
は
や
一
聲
の
し
た
り
顔
（
が
ほ
）

千
代
女

渓
石

『
猿
蓑
』

　
『
義
経
千
本
桜
』
の
佐
藤
忠
信

㉘
有

あ
ら
猫
の
か
け
出
す
軒
や
冬
の
月

丈
草

『
続
猿
蓑
』
『
句
集
』

　
未
詳

㉙
有

有
ゑ
び
ざ
こ

の
十

門
過
る
聲
を
迯
す
な
初
か
つ
お

泥
足

『
其
便
』
『
句
兄
弟
』

★
『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
の
ゑ
び
ざ
こ
の
十

㉚
有

寝
つ
起
つ
牡
丹
の
つ
ぼ
み
ひ
ら
く
ま
で

許
六

滄
波

『
俳
諧
別
座
鋪
』

　
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
の
荒
獅
子
男
之
助

㉛
有

煤
は
き
や
諸
人
が
ま
ね
（
真
似
）
る
鎗
踊
（
お
ど
）
り

其
角

『
俳
諧
職
人
尽
前
集
』
『
五
元
集
拾
遺
』

　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
大
鷲
文
吾

㉜
有

有

重
次
兵
衛

女
房
お
は

や

雨
乞
の
い
ま
や
と
ゝ
い
て
露
し
く
れ

嵐
雪

未
詳

★
『
妻
迎
艶
文
月
』
の
重
次
兵
衛
女
房
お
は
や

㉝
有

有
三
日
月
お

せ
ん

三
日
月
や
（
に
）
か
な
ら
ず
ち
か
（
近
）
き
星
ひ
と
つ

素
堂

『
素
堂
句
集
』

★
『
源
家
八
代
惠
剛
者
』
の
三
日
月
お
せ
ん

㉞
有

井
の
は
た
の
桜
あ
ふ
な
し
酒
乃
酔

秋
色

★
『
源
家
八
代
恵
剛
者
』
の
ゆ
や
御
せ
ん

㉟
有

有
不
破
伴
左

衛
門
重
勝

稲
妻
（
い
な
づ
ま
）
や
き
の
ふ
は
ひ
が
し
今
日
（
け
ふ
）
は
西

晋
子

『
阿
羅
野
』
『
五
元
集
』

★
『
昔
語
稲
妻
帖
』
の
不
破
伴
左
衛
門

市
村
羽
左
衛
門

尾
上
梅
幸

中
村
歌
右
衛
門

市
川
九
蔵

市
川
団
十
郎

藤
川
花
友

市
川
団
十
郎

市
川
団
十
郎

坂
東
志
う
か

坂
東
志
う
か

市
川
海
老
蔵

役
者
名

市
川
新
車

関
三
十
郎

中
山
文
五
郎

市
川
小
団
次

中
村
歌
右
衛
門

松
本
錦
升

所
収
句
集

外
題
と
配
役
名

（
★
印
は
演
博
・
国
文
研
に
て
考
察
）

原
作
句

者
名

配
役
名

発
句
と
俳
家
名
（
（
）
内
は
原
句
の
文
字
）

配
役

名
有

絵
図

№

役
者

名
有
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「
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』
一
考
察
」
参
考
文
献
・
論
文
リ
ス
ト

【
俳
諧
】

①

中
本
恕
堂
著
『
加
賀
の
千
代
全
集

全
一
巻
』
加
賀
の
千
代
全
集
刊
行

会
、
一
九
五
五
年
。

②

中
本
恕
堂
著
『
加
賀
の
千
代
研
究
』
北
国
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
。

③

大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
五
編

許
六
全
集

全
』
博
文
館
、
一
八

九
八
年
。

④

雪
中
菴
雀
志
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
七
編

嵐
雪
全
集

全
』
博
文
館
、
一

八
九
八
年
。

⑤

老
鼠
堂
永
機
・
其
角
堂
機
一
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
八
編

支
考
全
集
』
博

文
館
、
一
八
九
八
年
。

⑥

大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
十
編

元
禄
名
家
句
集

附
女
流
俳
句

集
』
博
文
館
、
一
八
九
八
年
。

⑦

大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
十
四
編

素
堂
鬼
貫
全
集
』
博
文
館
、
一

八
九
九
年
。

⑧

角
田
竹
冷
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
十
六
編

俳
諧
句
合
集
』
博
文
館
、
一
八

九
九
年
。

⑨

復
本
一
郎
校
注
『
鬼
貫
句
選
・
独
ご
と
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。

⑩

潁
原
退
蔵
校
訂
『
去
来
抄
・
三
冊
子
・
旅
寝
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
。

⑪

島
道
勘
四
郎
『
古
俳
書
文
庫
第
拾
貳
篇

正
續

今
宮
草
』
天
靑
堂
、
一

九
二
五
年
。

⑫

神
田
豊
穂
『
日
本
俳
書
大
系
第
五
巻

元
禄
名
家
句
選
』
日
本
俳
書
大
系

刊
行
會
、
一
九
二
六
年
。

⑬

中
村
俊
定
他
校
注
『
貞
門
俳
諧
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
１
』
集
英
社
、

一
九
七
〇
年
。

⑭

小
高
敏
郎
他
校
注
『
貞
門
俳
諧
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
２
』
集
英
社
、

一
九
七
一
年
。

⑮

飯
田
正
一
他
校
注
『
談
林
俳
諧
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
３
』
集
英
社
、

一
九
七
一
年
。

⑯

飯
田
正
一
他
校
注
『
談
林
俳
諧
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
４
』
集
英
社
、 

一
九
七
二
年
。

⑰

井
本
農
一
他
校
注
『
芭
蕉
集
（
全
）
古
典
俳
文
学
大
系
５
』
集
英
社
、 

一
九
七
〇
年
。

⑱

阿
部
喜
三
男
他
校
注
『
蕉
門
俳
諧
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
６
』
集
英

社
、
一
九
七
二
年
。

⑲

宮
本
三
郎
他
校
注
『
蕉
門
俳
諧
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
７
』
集
英
社
、 

一
九
七
一
年
。

⑳

安
井
小
洒
編
『
蕉
門
名
家
句
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
８
』
集
英
社
、
一

九
七
一
年
。

㉑

安
井
小
洒
編
『
蕉
門
名
家
句
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
９
』
集
英
社
、
一

九
七
二
年
。

㉒

大
磯
義
雄
他
校
注
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
０
』
集
英

社
、
一
九
七
〇
年
。

㉓

鈴
木
勝
忠
他
校
注
『
享
保
俳
諧
集

古
典
俳
文
学
大
系
１
１
』
集
英
社
、

一
九
七
二
年
。

㉔

大
谷
篤
蔵
他
校
注
『
蕪
村
集
（
全
）
古
典
俳
文
学
大
系
１
２
』
集
英
社
、

一
九
七
二
年
。

㉕

鳥
居
清
他
校
注
『
中
興
俳
諧
集

古
典
俳
文
学
大
系
１
３
』
集
英
社
、
一

九
七
〇
年
。

㉖

清
水
孝
之
他
校
注
『
中
興
俳
論
俳
文
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
４
』
集
英

社
、
一
九
七
一
年
。

㉗

丸
山
一
彦
他
校
注
『
一
茶
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
５
』
集
英
社
、
一
九

七
〇
年
。

㉘

宮
田
正
信
他
校
注
『
化
政
天
保
俳
諧
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
６
』
集
英

社
、
一
九
七
一
年
。

㉙

今
泉
準
一
著
「
其
角
の
「
明
星
や
」
の
句
に
つ
い
て
」（
明
治
大
学
教
養
論

集
刊
行
会
編
『
明
治
大
学
教
養
論
集

２
７
１
』
一
九
九
四
年
）。 

㉚

復
本
一
郎
著
『
俳
句
忠
臣
蔵
』〈
新
潮
選
書
〉
新
潮
社
、
一
九
九
一
年
。
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「
三
代
目
歌
川
豊
国
画
『
俳
家
書
画
狂
題
』
一
考
察
」
参
考
文
献
・
論
文
リ
ス
ト

【
俳
諧
】

①

中
本
恕
堂
著
『
加
賀
の
千
代
全
集

全
一
巻
』
加
賀
の
千
代
全
集
刊
行

会
、
一
九
五
五
年
。

②

中
本
恕
堂
著
『
加
賀
の
千
代
研
究
』
北
国
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
。

③

大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
五
編

許
六
全
集

全
』
博
文
館
、
一
八

九
八
年
。

④

雪
中
菴
雀
志
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
七
編

嵐
雪
全
集

全
』
博
文
館
、
一

八
九
八
年
。

⑤

老
鼠
堂
永
機
・
其
角
堂
機
一
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
八
編

支
考
全
集
』
博

文
館
、
一
八
九
八
年
。

⑥

大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
十
編

元
禄
名
家
句
集

附
女
流
俳
句

集
』
博
文
館
、
一
八
九
八
年
。

⑦

大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
十
四
編

素
堂
鬼
貫
全
集
』
博
文
館
、
一

八
九
九
年
。

⑧

角
田
竹
冷
校
訂
『
俳
諧
文
庫
第
十
六
編

俳
諧
句
合
集
』
博
文
館
、
一
八

九
九
年
。

⑨

復
本
一
郎
校
注
『
鬼
貫
句
選
・
独
ご
と
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。

⑩

潁
原
退
蔵
校
訂
『
去
来
抄
・
三
冊
子
・
旅
寝
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
。

⑪

島
道
勘
四
郎
『
古
俳
書
文
庫
第
拾
貳
篇

正
續

今
宮
草
』
天
靑
堂
、
一

九
二
五
年
。

⑫

神
田
豊
穂
『
日
本
俳
書
大
系
第
五
巻

元
禄
名
家
句
選
』
日
本
俳
書
大
系

刊
行
會
、
一
九
二
六
年
。

⑬

中
村
俊
定
他
校
注
『
貞
門
俳
諧
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
１
』
集
英
社
、

一
九
七
〇
年
。

⑭

小
高
敏
郎
他
校
注
『
貞
門
俳
諧
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
２
』
集
英
社
、

一
九
七
一
年
。

⑮

飯
田
正
一
他
校
注
『
談
林
俳
諧
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
３
』
集
英
社
、

一
九
七
一
年
。

⑯

飯
田
正
一
他
校
注
『
談
林
俳
諧
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
４
』
集
英
社
、 

一
九
七
二
年
。

⑰

井
本
農
一
他
校
注
『
芭
蕉
集
（
全
）
古
典
俳
文
学
大
系
５
』
集
英
社
、 

一
九
七
〇
年
。

⑱

阿
部
喜
三
男
他
校
注
『
蕉
門
俳
諧
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
６
』
集
英

社
、
一
九
七
二
年
。

⑲

宮
本
三
郎
他
校
注
『
蕉
門
俳
諧
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
７
』
集
英
社
、 

一
九
七
一
年
。

⑳

安
井
小
洒
編
『
蕉
門
名
家
句
集
一

古
典
俳
文
学
大
系
８
』
集
英
社
、
一

九
七
一
年
。

㉑

安
井
小
洒
編
『
蕉
門
名
家
句
集
二

古
典
俳
文
学
大
系
９
』
集
英
社
、
一

九
七
二
年
。

㉒

大
磯
義
雄
他
校
注
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
０
』
集
英

社
、
一
九
七
〇
年
。

㉓

鈴
木
勝
忠
他
校
注
『
享
保
俳
諧
集

古
典
俳
文
学
大
系
１
１
』
集
英
社
、

一
九
七
二
年
。

㉔

大
谷
篤
蔵
他
校
注
『
蕪
村
集
（
全
）
古
典
俳
文
学
大
系
１
２
』
集
英
社
、

一
九
七
二
年
。

㉕

鳥
居
清
他
校
注
『
中
興
俳
諧
集

古
典
俳
文
学
大
系
１
３
』
集
英
社
、
一

九
七
〇
年
。

㉖

清
水
孝
之
他
校
注
『
中
興
俳
論
俳
文
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
４
』
集
英

社
、
一
九
七
一
年
。

㉗

丸
山
一
彦
他
校
注
『
一
茶
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
５
』
集
英
社
、
一
九

七
〇
年
。

㉘

宮
田
正
信
他
校
注
『
化
政
天
保
俳
諧
集

古
典
俳
文
学
体
系
１
６
』
集
英

社
、
一
九
七
一
年
。

㉙

今
泉
準
一
著
「
其
角
の
「
明
星
や
」
の
句
に
つ
い
て
」（
明
治
大
学
教
養
論

集
刊
行
会
編
『
明
治
大
学
教
養
論
集

２
７
１
』
一
九
九
四
年
）。 

㉚

復
本
一
郎
著
『
俳
句
忠
臣
蔵
』〈
新
潮
選
書
〉
新
潮
社
、
一
九
九
一
年
。
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㉛

稲
葉
有
祐
著
『
室
井
其
角
と
都
会
派
俳
諧
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
。

【
浮
世
絵
】

①

吉
田
漱
著
『
浮
世
絵
の
基
礎
知
識
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
。

②

小
林
忠
他
著
『
浮
世
絵
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
。

③

山
口
桂
三
郎
著
『
浮
世
絵
の
歴
史

美
人
絵
・
役
者
絵
の
世
界
』
講
談

社
、
二
〇
一
七
年
。

④

飯
島
虚
心
著
・
玉
林
晴
朗
校
訂
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
三
年
。

⑤

坪
内
逍
遥
著
『
芝
居
繪
と
豊
國
及
其
門
下
』
春
陽
堂
、
一
九
二
○
年
。

⑥

吉
田
暎
二
著
『
浮
世
絵
入
門
』
画
文
堂
、
一
九
六
八
年
。

⑦

吉
田
暎
二
著
『
秘
蔵
版

國
貞

國
芳
』
貴
重
文
献
保
存
会
、
一
九
五
四

年
。

⑧

（
財
）
平
木
浮
世
絵
財
団
『
五
渡
亭
国
貞
役
者
絵
展
』（
財
）
平
木
浮
世
絵
財

団
、
一
九
八
九
年
。

⑨

新
藤
茂
著
『
五
渡
亭
國
貞

役
者
絵
の
世
界
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
一
九
九

三
年
．

⑩

今
田
洋
三
著
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん

近
世
文
化
史
の
側
面

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク

ス
２
９
９
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
。

⑪

鈴
木
重
三
著
「
歌
川
国
貞
の
画
歴
と
業
績

付
、
そ
の
壮
年
期
の
肖
像
」
日 

本
浮
世
絵
協
会
編
『
浮
世
絵
芸
術

二
十
八
号
』 

日
本
浮
世
絵
協
会
、
一
九

七
一
年
。

⑫

日
本
浮
世
絵
協
会
編
『
浮
世
絵
芸
術 

百
十
二
号
』
日
本
浮
世
絵
協
会
、
一 

九
九
四
年
。

⑬

伊
藤
り
さ
著
「
姿
見
早
稽
古

三
代
目
豊
国
の
役
者
絵
本
画
稿
」『
国
立
国
会 

図
書
館
月
報
６
６
４
／
６
６
５
号
』
、
二
〇
一
六
年
。

⑭

演
劇
博
物
館
役
者
絵
研
究
会
編
『
役
者
絵
研
究
資
料
１

増
補
古
今
俳
優
似

顔
大
全
』
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、
一
九
九
八
年
。

【
歌
舞
伎
】

①

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表

第
一
巻

永
禄
二
年―

享
保
五
年
』
岩
波
書

店
、
一
九
七
三
年
。

②

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表

第
二
巻

享
保
六
年―

延
享
四
年
』
岩
波
書

店
、
一
九
七
三
年
。

③

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表

第
三
巻

寛
延
元
年―

明
和
二
年
』
岩
波
書

店
、
一
九
七
三
年
。

④

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表

第
四
巻

明
和
三
年―

天
明
四
年
』
岩
波
書

店
、
一
九
七
三
年
。

⑤

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表

第
五
巻

天
明
五
年―

文
化
十
二
年
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年
。

⑥

伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表

第
六
巻

文
化
十
三
年―

嘉
永
六
年
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年
。

⑦

立
川
談
洲
樓
焉
馬
撰
『
花
江
都

歌
舞
伎
年
代
記
』
鳳
出
版
、
一
九
七
六
年
。 

⑧

ビ
ュ
ー
ル
ク

ト
ー
ヴ
ェ
著
『
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
に
み
る
享
保

期
江
戸
歌
舞
伎
』
文
学
通
信
、
二
〇
一
九
年
。

⑨

ビ
ュ
ー
ル
ク

ト
ー
ヴ
ェ
著
「
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
詳
解

第
五

回
（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
年
五
月
八
日
～
十
五
日
）」（
『
埼
玉
大
学
紀

要
（
教
養
学
部
）』
第
５
７
巻
第
２
号
、
二
〇
二
二
年
）。 

⑩

丹
羽
敬
忠
著
『
歌
舞
伎
の
彩
り
』
実
業
之
日
本
社
、
二
〇
〇
八
年
。 

⑪

松
竹
衣
装
株
式
会
社
編
『
歌
舞
伎
衣
裳
（
普
及
版
）』
松
竹
衣
装
株
式
会
社
、

一
九
九
七
年
。

⑫

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵

上
演
年
表

―

近
世
の
部―

』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
〇
二
年
。

⑬

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵

上
演
年
表

〔
近
代
の
部

―

明
治
〕』
国
立
劇
場
、
一
九
八
六
年
。

⑭

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵

上
演
年
表

〔
近
代
の
部

―

大
正
・
昭
和
〕』
国
立
劇
場
、
一
九
八
六
年
。

⑮

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
上
演
資
料
集
〈
２
５
６
〉

假
名
手
本
忠
臣

蔵

第
１
３
８
～
１
４
０
回

歌
舞
伎
公
演
』
国
立
劇
場
、
一
九
八
六
年
。

⑯

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
編
『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
別
冊
〉 

義
経
千
本
桜

上
演
年
表
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
一
九
九
一
年
。 

⑰

小
宮
暁
子
発
行
『
歌
舞
伎
名
作
事
典
』
演
劇
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
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⑱

秋
山
勝
彦
編
『
歌
舞
伎
名
作
鑑
賞
１

丸
本
歌
舞
伎
』
演
劇
出
版
社
、
一
九

九
六
年
。

⑲

石
橋
健
一
郎
著
『
歌
舞
伎
見
ど
こ
ろ
聞
き
ど
こ
ろ
』
淡
交
社
、
一
九
九
三
年
。 

【
歴
史
・
文
学
】

①

岩
田
秀
行
著
『
近
世
文
学
研
究
叢
書
２
３

江
戸
芸
文
攷

―

黄
表
紙
・
浮 

世
絵
・
江
戸
俳
諧―

 

』
若
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
。

②

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料

市
中
取
締
類
集
二
』
東
京 

大
學
出
版
會
、
一
九
六
〇
年
。

③

藤
田
覚
著
『
日
本
歴
史
叢
書

日
本
歴
史
学
会
編
集

天
保
の
改
革
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
六
年
。

④

坂
本
太
郎
著
『
人
物
叢
書
１
０
０

菅
原
道
真
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四

年
。

⑤

大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮

上
巻
』
吉 

川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。

⑥

大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮

下
巻
』
吉 

川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。

⑦

人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
図
説

江
戸
の
「
表
現
」

―

浮
世
絵
・
文
学
・
芸
能―

』
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

⑧

西
垣
晴
次
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
十
三
巻

伊
勢
信
仰
Ⅱ

近
世
』
雄

山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
。

⑨

井
上
智
勝
著
『
吉
田
神
道
の
四
百
年

神
と
葵
の
近
世
史
』
講
談
社
、
二
〇

一
三
年
。

⑩

横
山
正
校
注
・
訳
『
浄
瑠
璃
集

日
本
古
典
文
学
全
集
４
５
』
小
学
館
、 

一
九
七
一
年
。

⑪

荻
原
浅
男
他
校
注
・
訳
『
古
事
記

上
代
歌
謡

日
本
古
典
文
学
全
集
１
』

小
学
館
、
一
九
七
六
年
。

⑫

土
田
衛
校
注
『
浄
瑠
璃
集

新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
七
〇
回
）』
新
潮
社
、

一
九
八
五
年
。

⑬

角
田
一
郎
他
校
注
『
竹
田
出
雲
・
並
木
宗
輔
浄
瑠
璃
集

新
日
本
古
典
文
学

大
系
９
３
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
。

⑭

市
古
貞
次
校
注
・
訳
『
平
家
物
語
一

日
本
古
典
文
学
全
集
２
９
』
小
学

館
、
一
九
七
三
年
。

⑮

市
古
貞
次
校
注
・
訳
『
平
家
物
語
二

日
本
古
典
文
学
全
集
３
０
』
小
学

館
、
一
九
七
五
年
。

⑯

梶
原
正
昭
校
注
・
訳
『
義
経
記

日
本
古
典
文
学
全
集
３
１
』
小
学
館
、
一

九
七
一
年
。
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⑱

秋
山
勝
彦
編
『
歌
舞
伎
名
作
鑑
賞
１

丸
本
歌
舞
伎
』
演
劇
出
版
社
、
一
九

九
六
年
。

⑲

石
橋
健
一
郎
著
『
歌
舞
伎
見
ど
こ
ろ
聞
き
ど
こ
ろ
』
淡
交
社
、
一
九
九
三
年
。 

【
歴
史
・
文
学
】

①

岩
田
秀
行
著
『
近
世
文
学
研
究
叢
書
２
３

江
戸
芸
文
攷

―

黄
表
紙
・
浮 

世
絵
・
江
戸
俳
諧―

 

』
若
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
。

②

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料

市
中
取
締
類
集
二
』
東
京 

大
學
出
版
會
、
一
九
六
〇
年
。

③

藤
田
覚
著
『
日
本
歴
史
叢
書

日
本
歴
史
学
会
編
集

天
保
の
改
革
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
六
年
。

④

坂
本
太
郎
著
『
人
物
叢
書
１
０
０

菅
原
道
真
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四

年
。

⑤

大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮

上
巻
』
吉 

川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。

⑥

大
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
大
宰
府
天
満
宮

下
巻
』
吉 

川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。

⑦

人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
図
説

江
戸
の
「
表
現
」

―

浮
世
絵
・
文
学
・
芸
能―

』
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

⑧

西
垣
晴
次
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
第
十
三
巻

伊
勢
信
仰
Ⅱ

近
世
』
雄

山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
。

⑨

井
上
智
勝
著
『
吉
田
神
道
の
四
百
年

神
と
葵
の
近
世
史
』
講
談
社
、
二
〇

一
三
年
。

⑩

横
山
正
校
注
・
訳
『
浄
瑠
璃
集

日
本
古
典
文
学
全
集
４
５
』
小
学
館
、 

一
九
七
一
年
。

⑪

荻
原
浅
男
他
校
注
・
訳
『
古
事
記

上
代
歌
謡

日
本
古
典
文
学
全
集
１
』

小
学
館
、
一
九
七
六
年
。

⑫

土
田
衛
校
注
『
浄
瑠
璃
集

新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
七
〇
回
）』
新
潮
社
、

一
九
八
五
年
。

⑬

角
田
一
郎
他
校
注
『
竹
田
出
雲
・
並
木
宗
輔
浄
瑠
璃
集

新
日
本
古
典
文
学

大
系
９
３
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
。

⑭

市
古
貞
次
校
注
・
訳
『
平
家
物
語
一

日
本
古
典
文
学
全
集
２
９
』
小
学

館
、
一
九
七
三
年
。

⑮

市
古
貞
次
校
注
・
訳
『
平
家
物
語
二

日
本
古
典
文
学
全
集
３
０
』
小
学

館
、
一
九
七
五
年
。

⑯

梶
原
正
昭
校
注
・
訳
『
義
経
記

日
本
古
典
文
学
全
集
３
１
』
小
学
館
、
一

九
七
一
年
。
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A Study on “Haika-shoga-kyōdai” painted by 
Utagawa Toyokuni III

Mieko NAKA

This article attempts to elucidate the entire scope of Utagawa Toyokuni 
Ⅲ’s picture series, “Haika-shoga-kyōdai”, while considering the creator's 
underlying intention. 

Utagawa Toyokuni Ⅲ, was a painter who established the golden age of 
the genre of ukiyo-e depicting kabuki actors and is regarded as having been at 
the pinnacle of both quality and quantity.

 However, although there is previous research on Toyokuni Ⅲ, including 
Iijima Kyoshin’s research, there are still many unexplored works, and “Haika-
syoga-kyōdai” is one of them. 

The series “Haika-shoga-kyōdai” consists of 36 separate pictures, the 
composition of each consists of a combination of the title of the series, the 
picture of an actor and a strip of paper with haiku poem and the name of a 
haiku poet. 

The bibliographic information of “Haika-shoga-kyōdai” in the collection 
of the National Diet Library, which is the subject of this article, has been 
revealed, but it has to date not been studied. 

The collection of the Tsubouchi Memorial Theater Museum at Waseda 
University contains bibliographic information, as well as some of the actors' 
names, the titles of the kabuki program, and the names of the cast. 

In addition to bibliographic information, previous research based on the 
series preserved at the National Institute of Japanese Literature have 
considered the work to be derived from the haikai poetic practice of pairing 
poems (“kukyōdai”) and pictures (“ekyōdai”), as well as clarifying the 
historical background of the series in the restrictions on the publication of 
actors' pictures during the Tempo's reforms. 

In view of the previous research, the study of “Haika-shoga-kyōdai” has 
not yet considered why the haiku and the haiku poet were chosen as a 
combination of a single picture of an actor, and the overall meaning of the 
series is ambiguous.

This article is based on the consideration that the author(s), while being 
constrained by Tempo's reforms, used the expressive styles of “kukyōdai” and 
“ekyōdai” to circumvent the restrictions and it presents a new viewpoint that 
the series can be considered kind of a game, where the viewer guesses the title 
of the kabuki program and cast name based upon haiku and name of haiku poet 
written on strip.

In fact, the paper clarifies the hidden hints by analysing six examples of 
“Haika-shoga-kyōdai”.
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At the same time, the paper ponders on the depth and high level of a 
common knowledge and acceptance of haiku, kabuki, and actor pictures 
among both the creators and readers of the time and demonstrates, the comic 
sprit of the age. 

Moreover, I believe that I was able to depict a new aspect of the Edo era 
in which the three literary spheres of haiku, kabuki, and actors' pictures were 
interacting more actively than imagined. 

 
Keywords: Haika-shoga-kyōdai, Utagawa Toyokuni Ⅲ, actors' picture, ukiyo-
e, haikai poetry, kabuki 
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in which the three literary spheres of haiku, kabuki, and actors' pictures were 
interacting more actively than imagined. 
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